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日本シーリング工業会 



業界をリードする 

ボンド建築用シール材 

●ボンドコーキング 
（油性系コーキング材） 

●ボンドシールパテ 
（ブチルゴム系シーリング材） 

●ボンドコークホワイト 
（アクリル系シーリング材） 

●ボンドUシール 
（ボリウレタン系シーリング材） 

●ボンドシール＃10 

（ポIJサルファイド系シーlJング材） 

●ボンドシリコンコーク 

（シリコーン系シーリング材） 

回コニシ株式会社 

接着剤の明日を創る 
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本 社 〒54I 大 阪 市 東 区 道 修 町 2 6 n 06-203--308l 

営業所 〒103 東京都中央区日本橋室町4一5 (近三ビル） 廿03-279-655! 

札幌（廿01 1-261 -2521）・仙台（丑0222-95-3178）・静岡（ 0542-55-5l引）I名古屋（廿052-563引7!) 

金沢（n0762-23-1505）・広島（ 0822-92 ・5240) ・福岡（凸●】92-55I-I76り 

※専用注入器具、「ボンドコーキングガン」 

「ボンドカートリッジガン」がありますc 

71，ドガヤ のウレタン建材 

ミリオネートNB 
ウレタン弾性シーリング材 

●接着性にすぐれています ●いつまでも老化しません 

●収縮がありません ●復元性にすぐれています 

①縫苔篠獲l -茎社 
大 阪 支 店 〒541 大阪市東区高匡椙5 -45 TEL06 (231) 1212 

名古屋営業所 〒460 名古屋市中区錦I -17-13 TEL 052:203 14651 

札幌出張所 〒060 札幌市中央区北一条西5-3 TEL 011 (261)7789 

本社・建材鈎材部TI 05 東京都港区虎ノ門1--4 2 TEL03(502)0171 福岡出張所 〒810 福岡市中央区大名2-9-25 TEL 092(751 )7241 



優れた性能・使いやすさに威力を発揮する 

ン魂7レックスla 
ポリウレタソ・I 液型 

性能の良さは、豊富な施工実績が示しています。 

建築・土木さらにプレハブ住宅一 と巾広く 

使用されているシーカフレツクス-1 a ，ノ 

5kgカンを新発売 
さらに使いやすくなったシーカフレックス- la 

は3種類の荷姿になりました。 

,ー／メ亡こ＝Tこ1二 

'- ! 

~“注整麟ジ誠 
、博m’ノ4lL 

雄タ驚 二‘覧 

(
 

聾違一 -
？
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15kg力ン 5 kgカン 
」
 

ートリッジ 

日本シーカ株言r会社 
本 社 '!!1 05 東京都港区新橋4 -2 -1 ・第21森ビル TEL (03) 436-6031(代表） 
大阪営業所 ●530 大阪市北区野崎町69番地・高構ビル1ヒ10号館 TEL (06) 015-7051（代表） 
名古屋営業所 団460 名古屋市中区大須4-2 -60・大和ピル I E L (052)261-3401・ 4961 
富山営業所 ．930 富 山 市 本 町 7 - 7 ・オキタビル T E L (0764)42-3232（代表） 
札幌営業所 ．060 札幌市中央区北2条西2丁目 ・加森ビル-l T E L (011)221-6331 （代表） 
工 揚 品254 神 奈 川 県 平 塚 市 長 瀞 I 1- I TEL (0463)21-110I（代表） 
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信頼のトレード 

パ本当‘議 
S -501 ウレタン系2液シーリング材 

SGーウレタンウレタン系I液シーリング材 

SGーシリコンシリコン系I液シーリング材 
(J旧A -5757 耐久性試験、金属I級相当品） 

の新東洋合成株式倉社 
本 社 大阪市西区西本町2丁目5番19号（ニューオカザキバシビル）面550 TEL . (06)541-1931（代） 

東京営業所 東京都荒川区西尾久4 - 8 -10 （富士ビル） '116 TEL . (03)800-4801（代） 

福岡営業所 福岡市西区樋井川3丁目6 -1 （グリーンビル） ' 815 TEL . (092)561-1 175 

工 場 堺 市 築 港 新 町 3 1 2 7 '592 TEL . (0722)44ール31（代） 

幅広いニ・ーズにお応えする 
強力シーリンク討です。 
ソニーシーラントはソニーの化学が削リあげた、弾性の 

高作能シーリングMで・た 

合慮ゴムと合岐樹鵬を主臓分とし、卓越した拙樹と製法 

C よりハーフエクトなまでの接n力と保持力を完成しま 

、－●二建築叫【両・，l珈・航空慷・化学［栗な’f、あらゆる 

噺散のカゲの力とL て愛用さ」t報しまれていまナn 

●朝、バス、 ト，ック、トレー，ーバン、コンテナーなど 

の各’抽合郎のシールに。 

ブチル・L6004Ae 
●エ埠や住憲の名“根、量など、内外臓の捜合シールに． 

1液型ウレタン・－6500 
●AL C悔、PC板．モルタル臓品、コンクリート製品の目地 

シールに． 

アクリル・L6400 
●”ラス●uじめ金属、木材、クイJI,、プうスチ7ク‘どの 
線合シールに． 

シリコン・L6301 
●血属のジコイント、ガ，スグレイジング、サッシコーナー、 
プラス子プクや木、コンクリート‘どのシールに． 

ブチルテープ・R500 1 

ソ 
~ 

- 

@）〕』ミ『ベミi二 

ケミカル株式会社 

鷲（ 

A
 

4

$ 1 

本 社 東京“中央区日本欄窒町l-6 TEL (03)219-0441（代】 甲103 
大阪奮業所 火販市北区西島川町10 TEL( )3“ー2071 -3 〒卿 

名古座営露所 名古屋市案区亮町36-7 TEL (052(937-5391-2 〒 46l 
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⑧はダウケミカル社の登録商標です。 

（ポリエチレン押出発泡体：独立気泡） 

小丸棒 

エサフォームの特長 

1.〈つづみ型〉断面がシーラントを 

丈夫でながもちさせます。 

2. 2面接着が理想的に行なえます。 

3．シーラントの裏面を保護します。 

4．目地幅の変形に対応できます。 

5.工事のトータルコストを大幅に 

節約します。 

エサフォームa男勿性 

エサフォームはポリエチレンの 
発泡体で、完全に独立した気泡 

からなりたっています。化学的 
にはきわめて安定しており、酸 
・アルカリにおかされません。 
軽くて柔軟性にとみ、無毒・無 

臭。吸水性や透湿性はほとんど 
ありません。ガソリンその他の 
有機溶剤は若干浸透しますが、 
おかされることなく、放ってお 
けば発散します。 

エサフォームの物性 

項 目 試験方法 数 値 

密 度 JS K 6767 0. 0389/cn9 

引 張 り 強 さ JIS K 6767 2. 6雨ノC市 

毛 管 現 象 に よ る 吸 水 ダウ法 な し 

吸水率（浸漬時間1日、温度23C ) JIS A 9511 0. 019以下ノ1 00c甫 

熱収縮率（温度60C、加熱時問7日） ダウ法 1 ％以下 

ASAHトDOW 'I旦●ウ株式会社 
本 社 東京都千代田区有楽町1-1-2（日比谷三井ビル） TEL 03(507)2957 

大阪支社 大阪市北区堂島浜通1 -25- 1 （新大阪ビル） TEL 06(347)3989 

札幌事務所 札幌市中央区南1条西4 丁目（日の出ビル） TEL 011 (261) 5321 
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 ポリサルファイドシーリングコンパウンド（常温加硫ニ液型） 
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ブチルゴムシーリングコンパウンド（常温加硫ー液型） 
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株式会社曰 
東京都江東区白1'可4-9-5 TEL ⑩42) 7103代） 

ユーザーの信頼にこたえる実績 

f卵ヴ 
トップシーラー＃5000 アクリル系シーリング材 

トップシーラー＃5000 N 凍結防止アクリル系シーI)ング材 

トップシーラー成形品 ブチル系成形シーリング材 

トップシーラー＃30 ブチル系1液シーリング材 

トップシーラーU2 ウレタン系2液シーリング材 

t』』内ゴム工業株式会社 
本社・大阪営業所 枚方市招提田近2 丁目 7 番地 西印3 電話0720-56-- 1131 

東京営 業 所」東京都中央区八重洲1丁目4番21号（共同ビル）画103 電話03-273-1871 

名古屋営業所 名占屋市中村区泥江町1 -24（中経ビル）西450 電話0里一561 -5401 

所 石川県金沢市進和町2番地（大同製作所内）西921 電話0762-91-1050 

福岡市中央区大名2-12-12（赤坂産業ビル内）西8i0 電話0里一712-8706 

枚 方・鹿 沼 
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車豊筆碧胃昌量さ・I 

チオコール系 シーリング材 

ウェザs-iじン(:11 ビルディングシーラ 

くウ工ザーバン〉印ビルデイングシーラーは、ポリサルフアイド液状重合体（チオ 

コールゴム）を基材とするシール材です。 

現材、カーテンウオールその他の建造物各所に、使用されています。 

◆住友スリーエム株式会社3m. 
接着剤製品営業部 

木 社〒158 東京都世田谷区王川台2・3］・I TEL(ダイヤ,いイン）“り叩）8241 
東京支店〒I町車京都毛区赤坂1・ト2I リーエムビルTEL03 (403)1111（大代表） 

名古屋支店〒‘印名古屋市中区大須ト7・26音羽ビル TEL.052(221)761 I（代 表） 

大阪支店〒54~大阪市東区粛本町2-41三ツ輪ビル TELOG (262)1641（大代表） 

札幌営業所〒I●0 札幌市中央区臨ー条西ト1有楽ビルTELOI 1(231)2刊（代 表） 

くウt・ヂーノ‘ン＞月Iは米「可3M 社の豊録I島標です． 

仙台営臓所〒9助仙台市本町トIH‘田沼醜素ビル 1EL0222(61)2引“代 表） 

横浜営桑所〒221 横浜市神豪川区片倉町字中九m・101EL045( 48 I) I Ii I（代表表） 

広島曾桑所〒730 広島市上八丁堀5・2森本ピル TELO022(21)931“代 表） 

椙岡営桑所〒810 福岡市中央区那の)II2・9・n高木ビルTELOI2(521)2801（代 表） 

沖縄営集所〒釧・21機助’市上老I慨順‘劇稿会ピル TELOIOO(77)646“代 表） 

- 5 ー 



品質と技術を売る 

〇油性コーキング 
〇ブチルゴム系シーリング 
〇アクリル系シーリング 
〇ポリサルファイド系シーリング 
〇ボリウレタン系シーリング 

株式会社ノーベル樹脂化学 
代表取締役桧田 重臣 

工場：〒332 埼玉県川口市東領家4 -19- 4 電話 0482(23)4511（代） 

ユーザーの立場で考える 

●アサヒシール~00グループ（ポリサルファイ ド系シーI)ング材） 

●アサヒシール650シリーズ（ポリウレタン系シーリング材） 

灘ァサヒボンド工業株式会社 
本社及び工場 東京都板橋区大谷口北町3 -7 
大阪営業所 大阪市福島区鷺洲1 -11-29 

173 TEL (03】 972-4929 (, t ) 
553 TEL (06I 458 -1771 (f ) 

〒
〒
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シーリング材のことなら・・・ 

~ 

●建築・土木用 

-' 

,
 

「‘“ジ・無 

ケミコーク 

（皮模性油性系） 

セカイチョーシーラーRB 

（フ‘チル系） 

セカイチョーシーラーEA 

（アクリル系） 

セカイチョーシーラーPu 

（ポリウレタン系） 

セカイチョーシーラーTH 

（ボリサルフアイド系） 

セカイチョーシーラーS ~ 

（シリコーン系） 

セカイチョーーシーラー V 

（フ’チル系成型シーラー） 

エノぐトーン 

はポンチt・プチル複、 

、合成型シーラー ノ 

（施工例 ェバーグリーン淀川） ●エ業用 

j令 j議 庫 ダストシーラー・断熱シーラー・ホットメルトシーラー 

空 調 機 器 熱伝導シーラー・断製Iシーラー・ホットメルトシーラー 

プレハブ・ハウス ベルトシーラー・シリコンシーラー・ブチルシーラー 

舟自 ベルトシーラー・ポリサルファイドシーラー 

他 あらゆるエ業品で’、 目地の充填、空隙の充墳の必要な個所 

船
 
そ
 

●防水関連 

マグネトーン（非加硫型プチルゴム’系定尺防水シート：住宅浴室内壁やベランダに） 

ツーバイテーブ（非加硫型プチルゴム型複合テープ：住宅サッシ廻リ、バネル目地 

屋根防水に） 

世界長株式会社 
本社・大阪化成品営業所 
T663 兵I軍 県 西 官 市 津 門 大 筒 町 8 一 3 9 T E L0798(35)I74I 

東京化成品営業所 
〒250 東京都渋谷区i首玄坂2一10- 7 新大宗ビルI0階 I E L 03(462)5にI 

名古屋化成品営業所 
〒46 I 名 古 屋 lh 東 区 矢 田 町 8 - 2 0 T E L052(722)3301 

17 ー 



鷲
 

たゆまぬ材恥師升究 

独自の施工技イポ了 

誠実本位20年の実績と信用 

走「 

大阪府知事許可 
（般一51）第11000号 

宀："z 由．4.4 +座14高．呑、うふ 
=1 ノ‘F縄1 ててI ずIソKエ、二斌‘'Iコー 

代表取締役 小阪 栄 

大阪市都島区都島本通2 一~5一~ 
公 06(924)2536(ft) 

B 

超高層ビルでの実績と信用 

シーリング工事責任施工 

日本化成工業株式会社 
許可番号 大阪府知事許可（般一50) 34549号 

吹田市南金田1 -4 -46 

T 564 電話06 (385) 3886（代） 

名古屋日本化成株式会社 
許可番号 知事許可（般-50）第1417号 

名古屋市千種区本山町3 -9 

〒 464 電話052(762)1596（代j 

昭和日本化成株式会社 
許可番号 知事許可（般－50）第12100号 

福岡市西区大字原1267-- 4 

〒 814 電話092(843)3311（代） 

- 8 -



m 罵寧尊鞠露管と工些4鳳I’メ量三甘違主遅而ぬ電？う垂三肩男1にお‘‘工巨胃曇J●舌吾閣虞う’ 

ウJレト 
紐状、テープ状 弾性シーリング材 

U シ麟ミ露d 

U 

ト⑧ 
ユー 

誰にでも、継目なしに何平方米も防水層が 
出来る 特殊シート 

鐘栄産業株式会社 
東京都中央区日本橋小伝馬町3 -5 
電話 東京03 (661) 5379・4475・2635 

豪醜き漣薄畿子珮尋驚こ尋4剥援寅＼ti．纂畿星妥舞‘麟」巽再柳舞至”雄み＝＝て●暑ぐ』盛翌謡ii’妻垣割‘●叫覇雪轟こ 

嵩の：-r m.5731~1 
建築用油性コーキング材 

弾性シーリング材 

ニ液性ウレタン 

その他防水材 

サコシりしコーキコり’' 
建築用充填材の綜合メー力― 

株式会社服部商店淀工場 
エ 場 京都市伏見区淀美豆町705 番地 

T E L075 (631) 3128 
本 社 名古屋市中区丸ノ内2 丁目18- 1 

T E L052 (221) 9461 

- 9 一 



豊かな実績 ' 

オコ 
,, 、 

ン 

永年にわたり現場で 

鍛えあげられた 

タフで信頼のおける 

シーラント、 

それが“チオコール’' 

シーラントです。 

施工例 

霞ガ関三井ビル 

（昭和43年） 
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●真のi耐久力 

シーラントの持つ優れた耐久性は優れた接着性の裏付があってこそ、現場 
に於て真の耐久力を発揮するといえます。この点‘‘チオコール”シーラント 
は長年現場で実証ずみのタフなシーラントです。 

●抜群の使いよさ 

現場施工にとって使いやすさは極めて重要な要素です。“チオコール” シー 
ラントは温度‘水分に影響されにくく、作業性抜群でタフなシーラントです。 

●豊かな実績と経験 

実際の建物に使われ、長年の風雨に耐えた実績は、どんな試験にも勝る最 
良の言平価方法です。“チオコール” シーラントはこの試練にm］寸えてきたタフ 
なシーラントです。 

ノ“チオコール”シーラントは現在30数社で製造販売されており、品種の豊富さと全国をカバ 
、―する販売網により、お求め易さも抜群です。 

東レチオコール株式会社 
本社 東京都中央区日本橋本石町3-6 日本橋室町ビル 

TEL 03 (241 ) 1 8 4 5 番 
I 場 千葉 県市原 市千 種海 岸 2 - 3 

株式会社野村事務所 
本 社 東京都港区西新橋1-1-15物産ビル別館 
営業2 部 TEL 03 (502 ) 1 4 6 6 番 
大阪出張所 大阪市西区新町通1 -5 新町ビル 

TEL 06(53 8 ) 0 2 2 8 番 
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鵜群 シーUングを現場ベースで考えれば、目地もさまざま、 

施工条件もまた干差万別です。 

信越シlJコーンシーラントは、耐候性、耐熟・耐寒性、 

耐水性、接着性など、多＜のすぐれだ特長をもつゴム 

弾性シーIJング材です。日本におけるシIノコーンのパ 

イオニアとして、十分な研究のうえに地道な実績を童 

ね、シUコーンシーラントの個頼性之大きな役割を果 

たしてきました。 

すぐれだ材料も、その性能を最大限発揮させる確かな 

施工がなされてこそ、裏にすぐれたものとなり沫す。 

信越シリコーンシーラントは、このために優秀な施工 

業者とタイアップし、材工一体となったr完全責任施 

工」体制を敷いております。材料の信頼性のうえに、 

確かな施工構度を追求するこのシステムは、すでに多 

＜の実損を築き、好評を博しております。 

ぜひお役立て＜ださい。 
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材工ー体が必須 
」 1にノー ーー り ン ク 1 業会 

会長 lI」 木 

藤 
W w 

館H 

雷 

創立10M年の記念式典を新橋の第ーホテルで，時の好調景気に恵まれ盛大に挙行したのがっい先年 

のように憶えるのに，それからすでに5星箱,来たる2月20日には，はや創立15周年を迎えることに 

なります。 

いまさらながら光陰の疾さに驚くとともにこの15年の変動，紆余曲折と風雪に耐えて，シーリング 

エ業振興のため尽力され,今日の確固たる日本シーりングエ業会を築かれた歴代会長，役員，会員の 

諸賢，およびこのルーツに関わった先覚の方々の労苦，こ功績に対し，改めて深甚の敬意を表しま 

す。また側面から暖かいこ指導,こ支援を賜わった関係官公庁の各位，学界の諸先生方，ならびに建 

築業界の皆様に対しても衷心より厚くお礼を中し上げます。 

戦後，未曽有の経済成長を背景に興った建築ブームに追従，目覚しい発展を統けてきたシーリング 

業界も10周年を祝った昭和48年の秋，突然襲ったオイ 

ル・ショックで全くその伸長が止まり，以来横這い，低 

迷が続いておりますが，そのころより多様化したシーリ 

ング材の見直しが始まり,量より質への反省，検討がな 

された。 

多種，多様のシーリング材は使用者側にとっては全く 

煩瑣混迷を増すばかり，そこで建築用シーリング材の用 

途別性能(uIS A 57即）が制定されましたが，さらに 

52年度中にはこのi's を商品瓜に改訂すぺく，目下審 

議が進められております。また，これと並行して，建築 

工事標準仕様書(JASS 8-4 節）も改訂審議中であ 

A
鮎
に
寺
 

‘
甲
 

一
』
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群
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《
 

七－ ‘二〒－ ‘』 

, 

製－? 

越後人のねばり強さで今後のシーリング業界 
の力ジ取りが期待される青木会長。最近はゴ 
ルフの腕がめっきリ上がったとか。 

り，この審議には当工業会と工事業協会の代表も参画協力しております。53年度には用途目的に適し 

たシーリング材と施エの標準規格および仕様書が制定される予定です。 

シーりングの成果は「材」と「エ」の・貫性が必須の要件であることは申すまでもないことです 

が，エ業会では創立以来このことを重視して，施工業者側と密接な連繋を保ち，シーリング管理士制 

度を設けて6年，完全施エを心掛けてまいりましたが，日進月歩の近代建築に対応し一層の信頼され 

る施エと成果を確保するため，51年度よりシーリング管理士検定委員会を新設し，管理士制度の規約 

を改正して，従来の管理士を2級管理士として再登録（4あ名）し，その上一段と高度の技術指導能 

力と管理能力を具えた1級管理士の育成を図るぺく準備巾であり，53年4月ころにはこの資格者を 

第一線に送り出せる予定です。なお全国防水工事業団体連合会で企画されている国家認定を受けた 

12級シーリング防水技能士」も昭和54年4月ころには誕生し，戦列に加わると予定されており,施 

工面はますます充実されるものと思慮します。 

この外，エ業会ではシーリング工業の普及向上を図るため，昭和51年4 月に「建築用シーリング材 

・1131ー 



」
 

とその正しい使い方」の技術指導書を発行市販しました。本書は斯界の泰斗狩野春一博士の監修を受 

け，一流専門家を網羅した執筆で662頁にわたるもので，シーリングエ業に関係する人々に欠くこと 

のできない座右書と自負しております。次いで昭和52年4月には本書の要点を収録した「シーリング 

・ハンドプック」14,（双〕部を刊行して，業界関係者に広く配布,現場で活用されております。 

以上のように，15周年を迎えたエ業会は着々と充実を図っておりますが，シーリングの対象が恒久 

建築物である以上，長期耐用年限の保証が要望されるのは当然であり,この大きな宿題の解決には関 

係名位のご協力を得て，今後真剣に対応しなければと思考しております。 

最後に当工業会の顧間，相談役，役員，会員，賛助会員各位の奉仕的こ協力に対して深甚の謝意を 

表します。 

日本コーキング協会創立 
の思い出 日本ジニ 

相談役 岩 

工業会 

需
 

・ ~ 

創立15周年にあたり，心からお祝い中しあげます。設立に当った一貝として，当時とよく発展した 

現在とを比ぺ誠に感無量のものがあります。 

そのころのことを顧みますと，昭和即年の夏の日，銀座の三笠会館において，油性コーキングの現 

状に関する座談会が千葉大学の波多野一郎教授を囲んで行なわれたときのことです。波多野先生から 

コーキング・メーカー間における技術・販売面の情報交換を目的とした団体を作ってはどうか，との 

有益なお言葉を頂戴し，団体設立への話に移り，私がその席の年長者だったためか,そのまとめ役を 

お引受けすることになりました。 

翌38年2月下旬，日本コーキング協会設立までの約7 

-'8 ケ月間は，当日不参加だったメ・ーカーへの呼びかけ 

をはじめ,定款の起草，予算・事業運営計画案作成，ま 

た，諸官省庁，ユーザーとの折衝など，まことに多忙な 

毎日でした。この準備事務局員として昭和化工，日本添 

加剤,それに私のところ（三晃産業）から山した担当社 

員には並々ならぬこ苦労をおかけして諸事を運んだもの 

です。 

私がもっとも強く印象に残っているのは，なんといっ 

ても設立後の会運営のまとめ役になる会長，副会長の選 

－に』 

憐1
」夢餌事 

J ・ー－ 

や、 一
」
一
」
 

一 

・＋,＋~ー一－ 

」
」
 

二‘舞1詳 難舞 
52年9月新樹社主催の北米建築防水視察団に 
参加してますます元気なところを見せた。写 
真はワシントンのリンカーン記念堂の前で。 

任問題でした。それも人材不足のためではなく，多士済女という嬉しい悩みでした。そこで準備事務 

局で作った案のローリングシステムを皆さんに諮ったところ，これはうまい／と喜んでご賛同いただ 

いたことでした。 

それは「(1）会員は監事→理事→副会長→会長→副会艮→理事→監事の順て離でも会長に就任する。 

(2）役員の任期は当分の間，それぞれ半期（6 ケ月）とする。(3）役員就任の時期とその順位は，あらか 

じめ“くじ．によって決定しておく。」 と、、う内容でありました。これが実施されて大変成功したと 

- 141ー 
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信じております。 

現工業会の前身である日本コーキング協会創立時における初代会長の国生裕作さんをはじめ，二代 

野11清之助さん，三代富本弘さん，四代臼Jド耳さんとそれぞれ協会の成長発展にこ尽力くださった方 

々がおいでになりました。私はそのローリングシステム時代最後の会長を仰せつかったように覚えて 

おります。 

このころから弾性シーリングの需要増大とともに所属会員数・規模などそれぞれ大きくなって,協 

会の機構・運営方式を変える必要に迫られ，H本シーリング協会と改称し，さらにその後日本シーリ 

ングェ業会と改められ，名会長の渡辺三郎さんが就任，以来十数余年間こ指導下さって隆昌を見，た 

だいまは青木済さんが大いに活躍下さっているのであります。 

ついこの間のように思われる創立当時のことも, もう満15年の長い歳月が流れたことを思うとき， 

工業会が社会的地位向上を見，世間から認められるようになったことはまことにこ同慶の至りであり 

ます。なお今より後もますます発展されるよう祈っております。 

15 年の回想 
一嶋i】篇7=1業ー会‘ 

渡辺三郎 
木年2月をもって満15年を迎えるにあたり，自他ともに充実したエ業会としての基盤が概ね出来得 

たものと信じます。工業会発足当初12社の会貝も現在54社と拡大され，これは役員を始め全会員が一丸 

となって勝ち得た業績として寔にこ同慶の至りです。私はその過程において10年間徴力ながら会長と 

" ' ‘ して重責を腹瑾なくどうやら果し得た今H，顧ると感無 

量です。企業経営,特に昨今の不況の真中においては至難 

を板めますが，工業会の運営においても各々異なった体 

質の企業集団でありますので協力体制をいかにするにし 

ても創意と決断に総てつきるものと痛く体験しました。 

青木現会長は私とコンビを組み長年副会長としてガ事 

有能な人ですが最近私に「会長を弓殴けてから半年にな 

るが，始めて苦労と責任の重さを感ずる」と述懐して、、 

ました。たしかに会長職を退いて始めて従来の苦労の積 

み重ねが懐しさと安堵に変り「やれやれ」と無責任な発 

言ではないが自然と出るほどです。在任中機会あること 

(
,
I
 

多年日シエ会長として業界指導に当ってきた 
が, このほど青木現会長にバトンタッチ。 
やれやれといった渡辺相談役。 

に適正価格の維持,品質管理の徹底，適材適所の励行など，また製・販・エの機構の正常化など役員 

会を通じその推進を図りましたが，これらは最も肝要な政策事項でありながらその実現は相当な時間 

を要するものと悟りました。また常日ころ材エー・体化を説き，i's製品をJASSの要項に従い理想的 

な施工を行ない建築業界に貢献する使命を保持するという双方能力の高揚に努めましたが，今後はさ 

らにそれぞれの立場でいかに総合的価値を高め得るか， その協調と運命共同体的認識が大きな課題 

でしよう。また」'S化の原案作成にあたっては，工業会として基材別に最大の可能範囲の数値を主張し 
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不当な背伸びを慎しみ，常に独自の裏づけデータを保持すぺきでしよう。しかし現状数値以上の製品 

をそれぞれ研究開発する努力は常に必要と思います。なお工業会独自の管理士制度は出来るだけ早く 

1 級，2級のランクを廃止し，より高度の管理士の誕生を期待致します。 

最後になりましたが，建築材料学界の泰斗狩野先生を始めエ業会の顧問ならびに相談役の諸先生に 

今日までのこ指導こ支援に対し，深甚なる謝意を表するとともに益々エ業会の発展を祈念致します。 

裏縦襲薫鷺魚i灘繋粥継 
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敗戦後の日本は,食うに米なく住むに家なく求めるに銭のない廃燼で，明日がどうなるかを考える 

さえ物憂い虚脱の状態であった。2-3 年後にはかすかながら復興の息吹が見え出し，5年目ころか 

らは朝鮮動乱が神風となって，思いがけぬ経済発展の兆が見え出してきた。建築界にいわゆる新材料と 

いう新語がはやり出したのもそのころからのことである。簡易かつ安価に耐火住宅が出来るというの 

でコンクリ・ートプロックが現われ，昭和24～巧年には米 

国より製造機が輪入され量産され出し，新材料の主座を 

占める有様であった。ところが，いざ建って見ると目地や 

建具の取付部から漏水が大きいネックとなった。コ→ 

ング材は，これに答えるように現われた新材料であった。 

昭和路～29年ころ・Fの研究実（東哀王太)で委熊但L 

究生（工大応化卒：こが輸入品を対象にコーキングの研究 

を始めたが，私はその必要性能・品質などについて建築 

の立場から助言した。まもなく輪入品に遜色ないという 

よりむしろ優れたものが試作された。そこで広く大学以 

外のユーザー，メーカーなどの同好の士を誘って「コー 

キング材標準化研究会」を組織し,品質・性能・試験方 

その成果は昭和関年建築学会関東支部の発表会にその1 

,
 

心配された眼病も，経過は良好でホッとー息 

というところ。今日は愛弟子の波多野ー郎氏 

（写真右）の藍綬褒章祝賀会にかけつけ，愛 

情あふれるスピーチを贈った。 

法について検討するとともに」お化を進めた。 

-'10とし委員が分担して提示したが，これらの活動が主軸となって「us A 5751建築用油性コーキン 

グ材」が制定されたのである。これが私のシーリング材出合の序幕である。 

シーリング工業会は発足当時日本コーキング協会といったと思うが，その創立祝賀会にもお招き頂 

いた。そしてその席にT V「銭形平次」のおかみさん（当時少女）が見えていて，間もなく出かける予定 

の私の訪ソ旅行を祝福してくれたことも思い出されて懐しい”間もなく弾性シーラントが現われ，時 

代に応じて日本シーリング工業会と改められたのであるが，その改名にも意見を求められたりして以 

来，会との因縁は深い。発足以来15周年を迎えられるとのことであるが，シーリング材は建築材料界 

では目立たぬ地道な材料であっても，その役割は近代建築になくてはならない重要なものである。弥 

栄を祈って与えられた首題の責を果したいと思う。 

・ー比ー 

翫
制
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ョーロッパは雨が少ない。そして強い風もほとんどない。わが国と比較して，防水屋にとってはま 

さに天国といえる。「艱難汝を玉にす」 日本の防水屋は玉であり, ョーロッパの防水屋は石であ 

る。それで事足りるのである。（ちと言い過ぎではあるが。） 

ョーロッパの建築の大部分は百年,二百年を経過している石造あるいはれんが造であり，われわれ 

が苦労する防水工法とは縁のない雨仕舞をしている。すなわち,屋根は粘土瓦の葺き屋根または金属 

板（ほとんと銅板か鉛板）葺きで，雨押え板・水切板・谷 

樋なども，耐久性の点から銅板または鉛板を使用して、、 

る。パルコニーの床も然りである。雨は垂直に降るから， 

壁面のジョイントのシールもさして心配がないという。 

しかし，カーテンウォール構造や高層ビルあるいは工 

場の陸屋根など，パネルジョイントのシール・陸屋根の 

防水を必要とする建築も多い。特に新開発地域（パリの 

デファンス， ロンドンのバーベカン，ローマのユーロな 

ど）または都心には新しい建築があり，当然，シーリン 

グ材に依存しているが，シーリング材の種類・材質は， 

わが国と似たり寄ったりと思われ，工法は気象条件の差 

だけ粗雑に見える。 

昭和25年ころ，東京の麻布にドイ ツ大使館が新築さ 

《」 
' 

I 

(電 

'

I'

！

・

 

多年建築材料の標準化に貢献した功績によ 

りI 藍綬褒章を受章した。11月28日帝国ホテ 

ルで盛大なるパーティーが開かれたこ閉会 

後，勝子夫人とくつろぐ波多野博士。 

れ， ドィツ製のアルミサッシと油性コーキング材が使用された。この時，竣工直前に現場見学の機を 

得たが，サッシドアの品質の優秀さに驚くとともに，シーリング材の品質に大きな危惧の念をいだ、、 

た記憶がある。それから％世紀余，そしてエ業会発足から15年，シーリング材に対する期待はますま 

す大きい。工業会のご発展を祈ってやまない。 
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弾性シーリング材が一般的に使用されるようになって，かれこれ15年くらいになる。その間，昭和 

如年には材料別の規格が制定され,ついで昭和50年には多様化するシーリング材の適切な選択，使用 

に適応する用途別規格が制定されている。さらに現在，新たな観点から新規格を立案審議中である。こ 

れらの規格は，制定当時の技術的水準や業界の状態などを背景として制定され,その背景の変遷に伴 
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も知れないが，基本的にはメーカーの品質設計の姿勢に一因があるのではないだろうか。規格掴向型 

結構。しかしそれは最低基準値であり，最終目標値であってはならない。今後シーリング業界はさら 

に急遠に多様化し高度化して発展してゆくであろうが,真正面を向いて，規格に振り回されることな 

く本当に良いシーリング材とはなにかを考えていこうではありませんか。 

繋鷙奮■塗ミ「滋りi盤難鷺響鷲護離盤i鶏織鷺響灘類li繊 

舞言難薫翼翼麟 
麟妾難春製察舞譲 
ミ難繊議お．皇‘こ笈1舞薫議盤舞剰う難 

■■誓■■■■■羅A警 

■黶鷺■議 8 
田由 

って改訂あるいは新たな規格が立案制定されるもので，いうまでもないことではあるがメーカーにと 

ってもユーザーにとっても絶対的なものではないということである。ところでメーカーがシーリング 

材の品質設計を行なう場合,なにに基準を置いているのであろうか。多くは規格に基準を求めるのが 

普通であろう。そのこと自身は特には問題はないが，や 

やもすると規格に適合することが最終目標となり，いか 

に適合するかに電点が置かれ，極端な言い方をすれば、、 

かに仕立てるかに品質設計の目標が置換えられてはいな 

いか。また規格が改訂あるいは制定されるたびに同じよ 

うなことを繰り返し，右住左往しているきらいがないだ 

ろうか。規格に適合することによって,その品質が保証さ 

れ，それなりの評価をうけているが，規格に適合して、、 

さえすれば事故が起きないというものでもない。なぜ事 

故が起きるのか。それは設計や施エにも起因しているこ 

とはもちろんではあるが，やはり材料そのものにも原因 

がないわけではない。このことは規格にも問題があるか 

『
 

51年7月春草会吟行会（都立殿ケ谷戸公園） 

で。 「湧き水を汲み上げ寛の音涼し」がその 

時の作句。 
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・」心笑窪 

NB S（米国標準局）とNRCA（米国防水施工業協会）は，共催して定期的に屋根工法のシンポ 

ジュームを開いており，今年は実質的に国際会議として 

計画された。たぷん，3年前の英国Briゆton の国際会 

議の成功に刺激されたためであろうが,世界5カ国から 

招待講演者が指命され，参加者は22カ国，約7(x）人の盛 

況となった。晩餐会において，ナイジュリア皇太子の民 

族衣裳がひときわ高い拍子につつまれたのも，記憶に新 

しい。小生も招待講演者の一・人として，わが国の防水工 

法の謄史と現況をかいつまんで説明したが，極東の小さ 

な大国への強い関心のため,応接に忘殺された。 

シンポジュームや会社訪間から得られた印象は，世界 

各国とも共通して，労働者の質の低下という悩みを抱、、 

ている点である。米国のLabors' Union（屋根）は在来 

一
 
一
 

瓢
 
'j 

,g: 「」 

52年9月第一次北米建築防水技術調査団長と 

して渡米。最初の訪間都市フォスターシティ 

で名誉市民のバッジを受ける小池助教授。 
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の積層防水に固執し，ルーフィングの質の向上すら拒み，長い間新工法の普及を阻害してきた。しか 

し,ここへきて一挙に新工法が吹き出した感がある。それは，労働力の質の低下を材料・工法でカバ 

ーしようとする材料メーカーの積極姿勢の現われであり，当然技能養成の担当をも意味するが,労働 

者組織の制約の少ない日本やョーロッパにおいて,過去十数年経験ずみの変革ともいえよう。 

新工法として，タールウレタン，アスファルト系ワンプライシステム，溶融ゴムアスの塗膜，接着 

剤による積層など, 目新しいものはないが，いずれも技能養成の容易なものばかりといえる。某メー 

カーが標傍するシーリング材の、ノープライマー． も，プライマーを必須とする場合の，プライマー 

の塗り残しを極度に恐れるためであり，一成分化への意欲も，材料メーカーの自衛手段と考えること 

ができる。 

わが国も決して例外ではあるまい。たしかに，技能検定の制度はできた。しかし, ‘仏造って魂入 

れず，とならないことを切に期待するのも，筆者だけではあるまい。 、魂，を入れる基本は技能に対 

する尊敬の念でなければなるまいJ 

シーリング施工の技術改善 

轟懸杏轟轟讐磐，議ジ 
日本シーリング工業会創立15周年を心からお慶び申し上げます。シーリング施工の技術改善に関し 

て思いつくままを述ぺさせていただきます。 

1） シーリング材の品種についてーー超高層ビルの山現ならびに建築業界のニーズに答えた高分子 

化学業界からの製品は，今や7品種におよぷシーリング材の上市となっているやに見受けます。品種 

の多いことは，適材適所の選択に幅があることになるわけですが，他方どっちつかずで無理な使用に 

供せられる場合も多いのではないかと考えられます。個々の品種がそれぞれに存在価値の確立をなす 

露 「に 一
 
■
 

r 、 

伊 

ぺきではないでしょうか。 

2） プライマーについてーー取り合いでの塗り分け 

は，非常に困難な場合が多く，間違えて大きなクレーム 

につながることがあると思われます。出来得ればオール 

マイティーの1品種にしぼることが望ましいと考えま 

す。次に現在のプライマーは無色透明のものが多く，塗 

りむらが判りにくいことから，重大なミスを犯すことに 

なるのではないでしょうか。ぜひとも着色などの工夫を 

なすぺきと考えます。 

S） 作業者についてーシーリング充填工事における 

混練の作業で，大半はいまだに手混合が多い認定職種で 

もあり，またその使命の重大さを認識すれば,作業者の 

、
 

"

）

・

‘

 

シーリングの作業はできるだけ機械化が 

望ましい ・と青山氏c 

手加減に頼る混合はなるべく機械化し，作業者は充填施工作業など機械化し難い作業に技能を集中す 

ぺきと考えます。シーリング材としての機能はすぺて施工者の技能によって与えられるものであるこ 
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とを考えれば,作業者への余分な負担は極力避けるぺきであるからであります。すなわち混練につ、、 

ては，いかなる場合も機械混練を原則とすぺきと考えます。そこに目地があるから，ただ充填するの 

ではなく，シーリング材施エに関係する専門知議を高揚し,加えて常識的な関連知識も備えるぺきで 

ありましょう。 

4） 材工ー・体について・ーメーカーの商品ではそれだけでは半製品であるわけで，シーリング材の 

使命を間違いなく全うするためには，メーカーから施工者に至る系列の強い結束が必要であり，それ 

がシーリング業界の確固たる地位の向上につながるものと考えます。 

おわりに日本シーリングエ業会のますますのこ発展をお祈りいたします。 

トJ ング材の善避■鱗■難 
現状と問題点 

鶴 田 

ニ4a 

ミi舞 
rjq 

、大成建設咽枝術研究所仕上材料研究室技師 

エ業会発足15周年を迎えるという。心からお祝いを中し上げたい。この15年間，シーリング材の発 

達の過程を物語っているかのように，エ業会の名称は2回変更，つまり3回目の名前である。銅婚式 

といえば，刊（もそろそろ高校に入るころ，大学受験を控えて親子ともども苦労する時期である。シ 

ーリング界もちょうどそんな時期にさしかかっており，何かとかまびすしい今日このころである。こ 

の育ちゆくシーリング材の現況や問題点を申し述ぺ，お祝いの言葉に変えさせていただきたい。 

油性コーキング材は，設計者やゼネコンなど建築業界から歓迎されながら輪入され，さらにすぐれ 

た性能をという求めに応じて， ボリサルファイド, シリコーン， ウレタンなどが続々と登場してき 

‘・蕪Eにi匠血慈蕪一‘，‘お編三；で二．二’.マミミ羅響難 た。この歓迎もうらには性能向上とか,工業化とか省略 

難● 化などに名前を借りた“横着・が秘められていたのであ 

■驚鷲難 る。魚ノ。あれば水心というわlナで・幸か不幸か目覚まし 

鷙鷺驪爨－ い合成高分子技術の発達期でもあり・たくさんの刊tが 
纏蕪鑼I 生まれてしまった。子供が生まれるまでは’雨仕舞・と 

: i曹議蕪■■難 いう確立された手法があったカち 新しい子供たちが大変 

麟曹難i響糞誠 優秀に思えたので，これにすぺてを託す。いいかえれ 
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業界からの啓蒙が必要－一と鶴田氏、 

某防水団体の創立祝賀会で祝詞を述べる。 

ば，これが駄目になるとすぐ大規模漏水という設計があ 

たりまえになってしまった。タI壁に加わる酷しい熱負 

荷,温度変化や風圧によるムープメント，そのムープメ 

ントも冬季に目地幅の拡大，夏季に縮少という材料の温 

度と変形能力の関係に対してまるで反対の条件にさらさ 

れる。シーリング材にとっては，はなはだ不利な,ことによると建築材料の中でもっともきびしい使 

われ方をされているかも知れない。、、くら優秀な子供でも， しこかれ続ければくたびれてしまうの 

に，さらに優秀な刊tが山てくると，ー・層きびしい条件でしこき，あげくのはてに落第を宜告してし 
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田→留 

まう。いずれ横着したいという希望のために大学卒業がむずかしくなってしまった。JおA 57印の制 

定など，大学への入学条件は整備されつつあるが,材料を生かした目地設Ih 雨仕舞を綜合的に考え 

なおす時に来ているというのが,今日このころのシーリング材をとりまいている問題だろうと思う。 

シーリング材に対する使用者側の過信の排除，ものは使えぱ駄目になってゆくという考えの再認識を 

合めた建築業界の自己啓発とシーリング業界からの啓蒙が必要である。銅婚式のお祝いとしてはやや 

酷しい表現になってしまったが，大学入試を前にややとまどっている子供，いや青年たちの行くすえ 

を案じている気持ちとしてお受取り下されば幸いである。 

研究者から見た最近の 
シーUング材の開発傾向 

寺 内 伸 
鹿島逮設（掬技術研究所建築部主任研究貝 

シーリング材の開発姿勢に対する希望をのべ，こ依頼の主旨に替えます。シーリング材は技術的な 

進歩がめざましく過去幾多の改良がなされた。しかし最近の開発技術の進歩はやや頭打ちになり，今 

後さらに進歩するためには，今までと違った別の工夫が必要な曲り角にきていると考える。今までシ 

ーリング材の開発は主にメーカーによってなされた。しかし今後さらに改良してゆくためには，各種 

の専門分野の技術を取り入れる必要があると思う。その理由はシーリング材に要求される性能があま 

りに複雑だからである。たとえば防水という機能が商品であるシーリング材の場合，施工しやすい材 

議 

ま毒」夢熱．ばゾコ‘‘編●編嚇鱗華嫌嚢二 料であることは要求性能の第一であり,開発にあたって 

は施工業者の技術が必要となる。次に，シーリング材は 

切れないことと，はがれないことは当然である。シーリ 

ング材の切れは，シーリング材が粘弾性体であるため， 

変形によって粘性部分が流れ変形し，弾性部分が緩和す 

るため復元性がなくなりセットし，その後の繰り返し変 

形で疲労して切れる。したがって繰り返し変形によって 

セットしないシーリング材を改良するためには，風，地 

震，熱膨張，」~又縮などによって被着体のジョイントが経 

時的にいかにムーブメントするかを知る必要がある。そ 

れには，建築設計施工の技術や知識が必要となる。また 

はがれは変形応力が界面に刺離力として作用し，接着力 

が負けて剥離する。一般に接着性はマクロな接着実験によってのみ検討されているが，接着性向上に 

はミクロな接着機構の検討が必要である。被着体とシーリング材の接着を強固にするためには相手方 

の材質表而粗度,ぬれ角その他について熟知しないと，理論的に十分な接着機構を解明できるはずが 

ないと思う。そのためにはメーカーと被着体製造業者および建築技術者が，3者共同で研究開発をし 

ないとさらに良いシーリング材は生れないのではないだろうか。満15周年にあたり工業会がコーディ 

ネーターとなって，このような各専門分野の技術を結集した総合的な研究体勢組織作りを提案するし 

だいです。工業会のますますの発展をお祈りいたします。 
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これからは各種専門分野の技術を取リ入れ 
ることが必要と一寺内氏一 
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器 I 
1必‘k 田日田与 

シーリングの役割 
深 沢 明。 

課舞鷲鷲鷲鷺難鷺舞 
“雨風を防ぐ・雨露をしのぐ． ということが，すべて建築物の第一機能であることはいうまでもな 

いが，建物の漏水についての完全な対処の方法は,いまだ確立されていないのが現状である。 

建物竣工後，数年以内に発生するクレームの中で，漏水事故の占める割合は残念ながらかなり多 

い。従来ほとんど防水を考恵しなくてもよかったタI壁も，建物の高度化ならびに工期の短縮化などの 

傾向にともなって問題となり，PC 工法・カーテンウォール工法以外の一般の鉄筋コンクリート造の 

外壁からの漏水なども多くなっており，これらの対策に苦恵しているのが実状である。 

難難護奪警ニう議縄’1舞維繊■蕪義難響難り二 これは建物機能の高度化とともに，建物の規模が大き 

蕪■こ くなり,構法,材料などの分晋も複雑になってきてお 

議I襲蓑 り，それにともない当然のことながら，雨仕舞・防水の 
i三iIi繊裏主 

難鷺― 分野も複雑多岐にわたり,建物のB・E（建築部材）に 

爨鷺I 要求される性能も高度のものになってきたことが大きな 

要因ではある。 

シーリング材は,広い意味では油性コーキング材から 

動きのある目地に充てんして，水密性・気密性などの性 

能を有する弾性シーリング材と，さらにガラスをサッシ 

r 田由十スい」つkbスグレイりソグタL合v，かI，のでふろ 
施工管理にきめ細い配慮をーと深沢氏， 

防水研究会で。 が，最近 特に問題となっているのは弾性シーリング材 

の早期欠陥の発生である。弾性シーリング材といっても 

特にボリサルファイド系シーリング材を用いたジョイントや目地の比較的早期に発生する刺離・破 

断・劣化である。 

シーリング材は建築材料のなかでも，その要求性能が複雑でむずかしい材料であるのは周知のとお 

りである。シーリング材の劣化は材料自体が，紫外線,オゾン，熟などによってアタックされると同 

時に,使用されるシーリング材が，建物の各種の繰り返し変形を受けることによる疲労と両方の要困 

の相乗作用によって生じる。実際に施エされたシーリング材が建物や部材の動きによって，どのよう 

に変形するかを把握することは必要不可欠の条件である。これらの動きのある目地の雨仕舞の設計は 

一般に，シーリング材が剥離・破断しても，2次シールが施され，あるいは排水されるように配慮され 

ていることが多いが，なかには1次シールにすぺてを頼っていることがある。これらは直ちにクレー 

ムとしてトラプルのもとになる。したがって，目地設計に対する配慮は，設計に携わる者としては， 

そのジョイント （目地）が，いかに変形を受けるか,また用いられるシーリング材の性能の実態を、、 

かに把握しているかにかかっているとも言える。また施エに携わる者としては，被着体の表面とプラ 

イマーの選定ならびに施エの管理をいかにきめ細かく配慮していけるかにかかっていると言える。 

シーリング材の原料メーカーあるいはフォーミレーターに望むことは，材料自体の品質性能の向上 

i 
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と，他の防水材料のように施エされてから少なくとも5 -'10年程度の保証をするぐらいになっていた 

だきたいものである。 

実態調査活動を期待したい 

纛轟蕪，姦蕪;JfH I 
「シーリング材の米来像」と題してシーリング工業会15周年特集号を記すことになった。15年間の 

長い歴史を経た今日，シーリング材の果した役割は大きい。しかし,建物の雨仕舞はシーリング材の 

みで満足な結果が得られるものではなく，材料，施工,設計の三位一体が得られて初めて所定の耐久 

ある雨仕舞ができる。新しい設計は材料，施工法の開発 

を生み，新しい材料は設計の範囲や自由度を高める結果 

となって技術の進歩に貢献するが，常に問題が残りそう 

である。 

雨仕舞はどうも永統的な課題であって，地道な試験や 

実態調査の結果を多く鰍し，これを分析検討して初め 

て解決する問題のようである。最近，シーリング材の材 

料組成にしても，労働安全の面から材料の制限が加えら 

れ，たとえ性能がよくても公害を生ずるような材料配合 

はできない。このため,被着体に対する接着や耐久性の 

上でかなりの限度が生じ，コスト面と関連して新しい材 

と丸ー氏。 料の開発が難しくなっているのではないかと思われる。 

したがって，シーリング材の未来像を考える前提として,現在，市販のシーリング材の適用範囲と耐 

久年限を決める努力が必要ではないだろうか。これにはシーリング材の性能を明らかにし，それが使 

用された個所の多くの実態調査が必要となる。実態調査の項目として，シーリングの種類，施工目地 

の断面形状とそのパラツキ， 目地の動き,被着体の種類と表面処理, シーリング材の調整，施工時 

期,施工者の伎価などが必要であろう。 

この調査結果の分析検討からシーリング材の耐久性が判明し，また，どのような性能が必要かが明 

らかとなろう。さらにこの性能を得るために，経済性を考慮したシーリングの改善や新しいシーリン 

グ材の開発がなされるであろう。現在まで確かな実態調査が不足し，現状のシーリング材がどう評価 

してよいかが不明のまま，シーリング材の未来像を論じることは難しい。明日への飛躍のため工業会 

を中心とする今後の実態調査活動を期待したいと思う。 

盤舞‘ 

明日への飛躍のためにも実態調査を・― 
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今後もよリ活発な活動を通じ発展をー 
と渡辺氏。 

ジョイントデザイン 
とシーリング 

日本シーリングエ業会の15周年を心からお祝い申し上げます。 

この15年間の建築技術の進歩は目まぐるしい限りでしたが，工業会が建築界に果してきた役割は非 

常に大きいものがあったと思います。しかし，人間は試行錯誤を繰り返してより完全なものを求めて 

行くのですから，今後もより活発な活助をされるようにと期待しています． 

エンジニアリングにおけるジョイントには，力を伝える機能と漏洩を防ぐ機能とがあります。力を 

伝えるものとしては，木材の継手，鉄骨の継手および鉄 

筋の継手が建築における継手の代表的なものです。欧米 

の木材の継手はポルト・ジペルが主ですが，ロ本には追 

掛け大栓のようなすばらしい継手があります。 

一方，漏洩を防ぐ継手は，下見板や羽目板あるいは瓦 

のようなラップジョイントが洋の東西を間わず一般的な 

手法でした。また，藁葺き，草葺きなどではジョイント 

の集合で漏洩を防ぐ手法といえましょう。 

このような古来の知恵を，現在の建築物に上手に利用 

することも，ジョイントデザインの重要なポイントのよ 

うな気がします。 

一時期，シーリングだけで水を止めることができると考えていたものが，減圧空間や2次シールの 

必要性が認識され，今では常識になっているのも，このような古い知恵が生かされたのではないかと 

思います。新しい材料・新しい工法を求めて,人間は常に前進していますが，これには常に危険が伴 

っています。この危険をより少なくする方法として，科学的な追求のほかに，背の知恵を取り入れる 

ことも大切でしょう。 

エ業会の今後のこ“活躍を念じて筆をおきます。 



日本シーリング工業会15年の歩み 

明治末期よりわが国でも硬化性ガラスパテの国産化が開始された。それ以前の明治中期から 

塗料とともに防水材としてのパテが輪入され使用され始めたのであるが，国産化が開始された 

明治末期より昭和中頃まではアマニ油，炭酸カルシウム,亜鉛華，白鉛などによるパテが主流 

であった。 

以下」油性コーキング材の輪入が開始された昭和25年より日木ンーリングエ業界の発足した 

昭和鉛年までのシーリング業界の概略を列記する。 

,g' 

エ業会設立前の動き 

年 次 ト ピ ッ ク 

昭和25年 

29年 

30年 

33年 

35年 

" 11月 

36年7月 

38年 

油性コーキソグ材の輸入開始。 

東京工業大学狩野研究室においてシーリング材の研究開始。 

油性コーキソグ材の国産化開始。 

コーキング材標準化研究会発足（主査・東京工業大学狩野教授） 

建築用ポリサルファイ ドシーリソグ材の国産化開始。 

建築用コーキング材i's 専門委員会発足（委員長・狩野教授） 

建築用油性コーキング材l's 制定。 

建築用ポリサルフアイ ド，シリコーンシーリソグ材の輸入開始。 

シリコーンおよびブチルシーリング材の国産化開始。 

エ業会歴代会長 

期 間 会 長 名 

1 回 昭和38年2月～9月 昭和化工岡（現昭和石油アスファルトe翁） 国生 裕作 

2 “年10月～39年2月 日本添加剤工業囲 野口清之助 

3 39年3月～9 刀 明星工業卿（現明星チャーテル囲） 富本 弘 

4 ”年10月～40年4月 日本ゴーレックス（1特（現鐘紡合成化学囲） 木村清兵衛 

5 40年5月 三星産業株 岩崎 一 

6 II年6月～42年3月 小野田ユニロン囲（現小野田建材脚） 渡辺 三郎 

7 41年5月 ！ノ H 

8 42年4月～43年3刀 日瀝化学工業脚 山本 哲朗 

9 43年4月‘~44年3月 日本添加剤工業脚 野口清之助 

10-17 '14年4月 小野田建材掬（昭和44年以前は小野田ユニロソ） 渡辺 三郎 

18 52年5月 昭和石油アスファルト( ) 青木 済 
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年 表 

社会ニ ュ ー ス 

☆ソ連世界初の女性宇宙飛行 

士を乗せた宇宙ロケット打 

上に成功（6月） 

☆三井三池炭鉱爆発事件発生 

(11月） 

年 次 

昭和38年 

(1963) 

日本シーリングエ業会の歩み 建 築 界 

☆日本コーキング協会の創立（2月28日11社 

によりスタート） 

☆米宇宙ロケット月着陸に成 

功（10刀） 

☆東京オリソピック開催 

(10月） 

昭和39年 

(1964) 

☆東京オりンビック後の不況 

到来・山陽特殊鋼(倒産 

（戦後最大）(3月） 

☆ベトナム戦争激化 

☆長野県松代地方に群発地震 

☆朝永振一郎氏，ノーベル賞 

受賞 

☆日韓基本条約調日j 

昭和40年 

(1965) 

☆東京都千代田区神田鎌倉町8水島会館内に 

事務局設置,専従職員を置く（6月） 

☆建築用油性コーキング材J Is 改訂委員会 

設置される （8月） 

☆プレハブ建築協会発足 

く1月） 

☆建設省，住宅7ケ年計画発 

表（10月） 

☆日本カーテンウォールエ業 

会設立（2月） 

☆建材試験センター財団法人 

となる（4月） 

☆超高層ホテル,ニューオー 

タニ完成（8月） 

☆日本シーリング協会と名称を変更し，弾性 

シーリング材メーカー，施工業者の加入に 

伴い三部会制を採用：第一部会・油性，第 

二部会・弾性シーリング材，第三部会・施 

二じ業者（6月） 

☆建築用合成ゴム系シーーリング材I Is 原案 

作成委員会設置され，これに伴いポリサル 

ファイド，シリコーンI 'S 協会案の作成 

に着手（8月）以降,数回にわたって協会 

案作成委員会開催 

☆協会マークの作成（10月） 

☆―この頃より価格低迷過当競争にはいる一 

☆全日空機東京湾墜落，カナ 

ダ航空機羽田着陸に失敗, 

英航空機富士山に衝突， 

計321名の死者を出す 

(2 -3Ji) 

☆政府，成田空港を決定 

(7 月） 

☆中国，紅衛兵旋風起る 

昭和41年 

(1966) 

☆建築用油性コーキング材3- IS 改訂公布 

(1 月） 

☆東京都千代田区外神田2-2-17共同ビル 

(翼套撫)長烹務員驚整＼§取 

☆東京都住宅局特記仕様書中に油性コーキン 

グ材につさ協会名特記指定となる（6月） 

☆合成ゴム系シーリング材3-Is 原案作成委 

員会内において一成う）型シリコーン3-Is 

第1回目の審議にはいる（10月） 

☆建設省,多摩丘陵ほか7団 

地5, 500 ヘクタールの開発 

に着手（1月） 

☆建設省在宅局，41年よりプ 

レハプ構法推進を決定 

(11月） 

☆不況により建設業の倒産 

激増（前年比1.9倍） 

☆建研構内において中層量産 

アパ・ートの振動実験実施 

（プレキャスト部材PC棒 

鋼5F） く8月） 
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社会 ニ ュ ー ス 年 次 日本シーリングエ業会の歩み 建 築 界 

☆日本の人口， 1 億を越す 昭和41年 

(1966) 

☆油性コーキング材JIS審査要領の打合会 

開催（10月） 

一前年より引統きシーリング材の価格 

低迷一 

☆日本建築センター資料館竣 

工（10月） 

☆第二次佐藤内閣成立 

美濃部氏都知事当選（4 月） 

吉田元首相国葬（10月） 

米ソ首脳会談（11月） 

昭和42年 

(1967) 

☆機J J議江之二旦と12！」董I上量発11(l－月？ 

☆2成う透●ポリサルファイドJ Is 協会案作 

成委員会開催（2 -4 月） 

☆建築用シーリング材J Is 協会合同委員会 

開催（3月） 

☆油性コーキングJ Is 第1回認可が7社に 

なされる（6月） 

☆建築学会建築工事標準仕様書JAS S 8防 

水工事4節「シーリング工事」の原案完成 

(7 月） 

☆日木建築積算事務所協会発 

足（6月） 

☆日本建設業連合会発足 

(11JJ ) 

☆反代々木系学生東大安田講 

堂を占拠,8 日機動隊出動, 

学生を排除（2月） 

☆ソ連軍チェコに侵入(8月） 

☆川端康成氏ノーベル文学賞 

受賞（12月） 

昭和43年 

(1968) 

☆エ業会創立5周年記念式典開催（2月） 

☆九州地区施工業者により九州シーりング協 

会発足（11月） 

☆42年度着工統計史上最高 

(4 )) 

☆中ソ両軍衝突(3月） 

☆反代々木系学生放火・投石 

騒動続く（4月） 

☆人口衛星月面着陸，人類初 

めて月表面に立つ（7月） 

昭和44年 

(1969) 

☆建築用ポリサルファイ ド, シリコーンシー 

リング材J IS 制定公布（1月） 

☆第三部会（施工業者）協会を退会し，4月 

「新日本シーリング工事業協会」を設立 

(3 月） 

食旦杢と＝リングエ業会と名称を変戴4旦2 

☆東京一小牧間東名高速道路 

開通（5月） 

☆日本万国博開催，77カ国参 

加（3月） 

☆歩行者天国始まる（8月） 

昭和45年 

(1970) 

☆シリコーンメーカー構成により第3部会を 

新設し,施工業者の復帰により施工部会を 

新設準会員に（4月） 

☆名古屋支部結成（11月） 

☆東京都江東地区防災都市再 

開発構想発表（7月） 

☆日本住宅物流センタ・ー発足, 

く建材メーカー）(7月） 

☆沖縄返還交渉成立（6月） 

☆天皇，皇后両陛下訪欧（10月） 

☆ドルの急落により円切上げ 

となる（1ドル308円に）(12 

月） 

昭和46年 

(1971) 

☆弾性シーリング材標準施工書を発表(4ガ） 

☆「シーリング管理士」制度を決定，施工部 

会助成など審議会を設置(7月） 

☆シーリング管理士規約を制定（10月） 
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☆札幌冬季オリンピック開幕 

(2 )J ) 

☆新幹線大阪ー岡山間開j瓦 

☆沖縄27年ぶりに返還(5月） 

☆日本赤軍イスラこ亡ル・テル 

アビブ空港襲撃事件発生 

(5 月） 

☆ミュソヘンオリンビック大 

会開幕（S月） 

☆日中国交回復（9月） 

☆アラブ産油国原油大幅値上 

げ発表（8月） 

☆金大中事件発生（8月） 

☆政府物価抑制のため金融引 

締政策強化（8月） 

☆政府石油対策要綱を決定， 

火口需要家への供給削減実 

施（10月） 

☆主婦ら， トイレットペーパ 

昭和47年 

(1972) 

☆職業訓練法施行規則の改正により「防水施 

エ科」追加指定となり,他防水業界ととも 

に推進を決定（1月） 

☆第1回シーリング管理士講習会を東京にお 

、、て開催,合格者47名（1~'3月） 

☆通産省の要請によりPCB使用の実態調査 

を実施，即時使用中止を要請（3月） 

☆職業訓練法に基づく国家認定防水技能士制 

度推進をはかるため防水9団体とともに連 

絡機関「志水会」を結成(4月） 

☆従来の部会制を改め分科会制を採用。くポ 

リサルファイド分科会＞＜シリコーン分科 

会＞＜ウレタン分科会＞＜アクリル分雫ト会 

>＜水性S BR 分科会＞＜ブチル分科会＞ 

＜油性分科会＞(6月） 

☆名古屋支部施工部会誕生く6月） 

☆大阪支部施工部会誕生（S月） 

☆東京施工部会技術講習会開催（10月） 

☆福岡支部結成（10月） 

☆大阪支部発足(11月） 

☆名古屋・大阪支部シーリソグ管理士講習会 

開催，合格者名古屋支部60名，大阪支部40 

名（11月） 

☆10周年記念事業実行委員会発足(12月） 

昭和48年 

(1973) 

☆防水8団体の職訓制度実施推進機関の職業 

訓練委員会に参加（1月） 

☆新橋第ーホテルにおいて10周年記念式典開 

催（2月） 

☆米シンシナティ大学クック教授訪日歓迎レ 

セプション開催（6月） 

☆東京工業大学小池助教授を招き用途別II 

S説明会を開催（6月） 

☆広島支部結成（7月） 

☆東京，名古屋，大阪，福岡においてシーリ 

ソグ管理士講習会,同認定試験を実施。 

計173名合格（8月） 

建 築 界 

☆工技院未来都市交通システ 

ム試作本実験（10月） 

☆政府国土総合開発推進本部 

設置（12月） 

☆池袋副都心再開発事業施工 

者決定（1月） 

☆建築投資抑制措置を実施 

く8月） 

☆建築資材の異常高騰続く 
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洗剤,砂糖の買いだめに殺 

到（11月） 

た丸ノ内三菱重工ビル，三井 

物産本社ビル，大成建設ビ 

ルの爆破統発（7 -'11月） 

☆経企庁発表，49年の経済成 

長は戦後初めてゼロ成長の 

推定発表（9月） 

昭和48年 

(1973) 

昭和49年 

(1974) 

建 築 界 

☆用途別性能原案作成委員会に意見書を提出 

(12月） 

☆北海道支部結成（3月） 

☆用途別性能J Is 経過説明合同分科会開催 

(7 月） 

☆各支部所属の施工部会は暫定措置として職 

訓制度推進のため日本シーリングエ事業連 

合会を結成（7月） 

☆相談役，顧間との懇談会開催（10月） 

☆東京・名古屋・大阪・福岡一広島において 

シーリング管理士講習会，同認定試験を開 

催。合格者151名（11月） 

☆47, 48年通産省窯業建材課のシーリング材 

販売実績発表（12月） 

☆総理府統計局発表,全国住 

宅戸数3,103万戸（3月） 

☆建設業法改正，登録制より 

許可制となる （4月） 

☆新宿の超高層住友ビル竣工 

(4 月） 

☆建設省「住宅需要実態調査」 

結果によると困窮住宅3世 

帯に1世帯と発表（5月） 

☆新宿の超高層三井ビル完成 

高さ日本一（9月） 

☆英ェリザペス女王夫妻来日 

(51:J) 

☆沖縄海洋博開催（6月） 

☆天皇・皇后こ訪米（10刀） 

昭和50年 

(1975) 

*NHK 社員夫妻の間に5つ 

子誕生（1月） 

☆毛沢東主席死去（6月） 

☆ロッキード事件により田中 

前首相逮捕（7月） 

☆カーター氏米大統領に当選 

(11月） 

昭和51年 

(1996) 

☆エ業会所属の施工部会は日本シーりマグ三 

‘事墓連宣会圭鰹説主工墓会豊退会LーEl生乙 

声」己ク’工皇業協会ーを結成（7月） 

☆用途別性能J Is 説明会開催（7月） 

☆建築用シーリング材用途別性能JIS 

A5757制定公布（10月） 

☆大阪・広島支部I 用途別J Is 説明会を開 

催（11月） 

☆建築抑制措置廃止（6月） 

☆住宅宅地審議会答申，10年 

後4人家族，3 L D K を標 

準とする(8月） 

☆建設省I 長期10カ年計画と 

第三期住宅建設5カ年計画 

を決定, 10;年1,750万戸1 

5カ年860万戸と発表（8月） 

☆宅地開発公団発足（9月） 

☆「建築用シーリング材とその正しい使い方」 

発刊。 (3月） 

☆東京，名古屋,大阪，福岡，広島にてシー 

リソグ管理士講習会,同認定試験を開催。 

合格者（189名）(3 .-.-4 月） 

☆全国防水工事業団体連合会賛助会員となる 

(6 月） 

☆建設省共通仕様書中に新追加のためシーリ 

ソグ材説明会を開催（7月） 

☆技術懇談会開催（相談役顧間（8月） 

☆入会に関する内規作成く9刀） 

☆シーリング管理士規約を全面的に改訂 

(10)j ) 

☆第三期住宅5 ケ年計画政府 

決定（3月） 
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☆政府,領海12カイリを決定 

(1 月） 

☆政府の52年度経済見，通し, 

実質成長6.7%，消費者物価 

上昇7.7形，卸売物価上昇 

5.4% (2 月） 

☆ソ連α)0カイリ漁業専管水 

域を決定（2ガ） 

☆王選手ホームラン世界新記 

録達成（9月） 

☆日本・西独赤軍のハイジャ 

ック事件発生（10月） 

昭和52年 

(1977) 

S 

日本シーリングエ業会の歩み 建 築 界 

☆新「シーリング管理士」制度推進のためシ 

ーリング管理士検定委員会を設置(1月） 

☆「シーリングハンドブック」発刊（4 月） 

☆外部有識者との懇談会開催（6月） 

☆新制度による2級管理士の登録書替を実施 

(6 )1) 

☆ポリサルファイド,シリコーソ・ウレタン 

の3合同分科会，同幹事会を開催，サッシ 

協会カーテンウォールエ業会の提案に基づ 

く保証問題を討議(7月） 

☆口シ協との材工懇談会を開催（7月） 

なシーリングニュース創刊号を発行（8月）

☆建築用シーりング材標準色を決定（9月） 

*6 基材（油性を除く）新3 Is 工業会案を 

原案作成委員会（エ技院）に提出（9月） 

☆合同う）科会を開催，標準色の説明・ J Is 

原案作成委員会経過を報告（10月） 
. 

☆建設省発表，52年建設投資 

見通し総額40兆I・リ（前年比 

実質8. 1彩増，建築郎兆円， 

土木14兆円：政府14兆円， 

民間25兆円） (2 月） 

☆中央建設業審議会は現行の 

標準下請契約約款の改正を 

建議（4月） 

A・L・C から 

超高層まで 
各種シーリング材の販売 

および責任施工 

創立14年 
アルファのマークは信頼のマーク 

日本シーリングエ事業協会会員 

アルファ産業株式会社 
本 社 東京都港区浜松町I丁目H番I I号 
電話（03) 432-5735-- 7 
子会社 大阪・名古屋・広島・福岡 
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超高層ピルをはじめ、現代建築に重要な役 

割を果たすシーリング施工。 

セメダインではこ11よでに、建染川接着剤こ 

ともに、各種シーリング材においても、数多 

くの実績を積み重ねてきました。 

すぐれた接普性、弾性にょり抜群の水密・気 

密効果を発揮し、耐久性、耐候性など厳し 

い要求性能もクリア。 

シーリング設計には、あらゆるシーリング工 

事に適応するタイプをそろえた、七メダイン 

シーリング材シリーズよりご指定ください。 

r 

詩「 

?- 

、・、．．一一ーー 

t メフイン 
建築用シーリング材 
■セメダインシーリング材シI)ーズ 

加Jサルフ，イド系ーセメダインボリシール 

ボリウレタン系＝セメダインS-7C0, S-7印 

油性ーセメダインボI)コーク 

アクリル系ーセメダインS-10,S －知 

ブチルゴム系＝セメダイン3-6知 

シリコーン系＝セメダイン8〈お0（オキシムタィカ 

シリコーン系ーセメダイン8鍋5(酢酸クィプ） 

現代建築に 
確かな足跡 

器 

回葛拶早1-'霧. '<- i- -s 
総警I 4藤ik i鰻4-S-灘) 

「1 上 
一・ェ晋、こーゴ七 
~‘－竺 噌・“"'～こ で・ 

“舞工脱＝泉罵●上ピjI. 

「m 

一／マ ーリング村 



最
も
優
 

m シーIレ361 
，トA-N 

最も信頼性の高いシリコーンから生まれ 

たくトスシール361:は、四響に左ぞiされ 

ない施工性、議い接着力、目地の動きに 

十分追従できる耐久性・湿度変化・紫外 

線・雨‘雪・オソンなどの苛酷な自然条 

件にも侵されない耐候性など どれを 

とつてもー級の性能をもった低モジユラ 

ス・2成分型シリコーンシーL)ング材で 

す。 

●確かな材料と確かな施工体制も確立 

シソコーンン、 カーーぐ最桜に建材誠売部 

をつ＜り、スペツクイン活動から施工迄 

の―貫体制をいち早＜完了した束芝シーJ 

ニーンは、建粟のシーしJン・ブ工事に要或 

さイ-Lるく材・工〉一体の保証に応えるた 

め、」憂良施工店を《ト・スシール特約施工 

店》とンて選足し、同時に現場混練のス 

安解消と作業能率アッフを計るため、日 

動混合吐ピ」機パインスを導入して施工技 

術・施工管埋体制も確立レています。 

」－ 

パイレス（h成分目勳混合吐出機） 
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53I年を展望する 

,日車歯界動向を中心として一 
1 広報委員会 難、 

は じ め に 

慢性的な不況の続く中でシーリング業界もきわめて厳 

しい状況下に立たされ統けているが，1978年ははたして 

どう動くであろうか。近年の建築産業とシーリング材と 

の関連をみると必ずしも100 形正比例しているとはかぎ 

らず, さらにシーリング材の基材別に個々の性能，用途 

によって多少パラツキもみられることから78年のシーリ 

ング業界の動向は注目に値するものといえる。 

建築用シーリング材の販売数量を過去10年問にまでさ 

かのぼってみれば，飛躍的に増大していることはいうま 

でもない。これは昭和48年の石油ショックまでの高度成 

長の波に乗り，さらに建築構法がPC板,ALC 板，カ 

ーテンウォ・ールなどを使用したものへと変化をみせたこ 

とによるものである。昭和42年に5'737トン（通産省調 

べ）であったものが昭和52年には20, 175トン（日木シ・ー 

リング丁業会推定）と3倍以上の伸びを見せている。し 

かも昭和48年の石油ショック以後の不況下にあっても昭 

和49年，50年がわずかに落ち込んだだけで，昭和51年に 

は48年のレベルを上回っており, 52年にさらに伸びて、、 

ることが注目される。 

このようにシーリング材の販売量からみるかぎりは， 

不況にもかかわらずきわめて順調な伸びをみせている 

が，基材別にみるとその伸び率にパラツキがみられ，さ 

らに一部の基材ではメーカーが乱立し，過当競争ぎみで 

あることから量的な仲びだけでは決して楽観できないの 

が現状である。 

基材別の動向を細かくみてみると, ここ数年の油性コ 

ーキング材の減少とポリサルファイ ド, シリコーン，ウ 

レタンなど弾性系シーリング材の目をみはる増加という 

パターンが基本的に続いている。これら弾性シーリング 

材の伸びが総量の伸びをささえているわけである。 

全建築用シーリソグ材の量は昭和48年に17, 124トンを 

●ークにして49年は15, 570トン（前年上ヒ9.1石減）と落ち 

込んだが50年は16,985トン（同9. 1万増） とやや持ち直 

し，51年には18,940トン（同11.5形増） となり48年のレ 

ベルを越えた。そして52年は20, 175トン（同6.5％増） 

でさらに伸びをみせた。 

油性系が48年の8,781トンをピークに毎年減少し,52年 

表一1 シーリング材の販売推定量（単位：トン） 
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注 48年実績は通産省窯業建物課調べによる。 49年以降はI-I本シーリ 

ソグ工業会の推定による。 
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には6,450トンと大きく落ち込んでいるのに対して， ポ 

リサルファイド系が48年2,550トン，52年5, 100トソ, シ 

リコ・ーン系が48年800トン，52年1, 675トン」 クレタン系 

が48年L462トン，52年2, 500トンと弾性3基材が大きく 

伸びている。このほかアクリル，プチルなども10形～別 

彩伸びている。 

ただし，これらの販売推定量の数字はメーカー数が多 

く，用途区分も一部ではっさりしないものがあり，必ず 

しも100 彩完全なものとはいえないが，大筋の流れをつ 

かむ資料としては貴重なものであるといえる。 
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昭和 

図-1 建築着工面積（総床面積） （建築統計年報より） 

表―2 建築着工統計 （建築統計年報より） 

不況下でカーテンウォール，サッシ，ガラス業界が低 

迷しているのにもかかわらず，これら弾性系シ～リング 

材が伸びをみせたことはまず単位当り使用量の増加が原 

因としてあげられ,その他に新需要の増加などがあげら 

れる。新需要の中で・は大工,左官，板金業者の使用する小 

物シーリング材や，DIY ブームにのっての一般家庭用 

シーリソグ材の量が無視できない存在となりつつある。 

総体的に昭和53年のシ・一りング材需要量はここ2 -'3 

年の需要ペースから判断すると漸増の傾向にあると思わ 

れるが，シーリング業昇内部では石油ショック以後の不 

況をまともに受けて，建築物件の減少と原料費の高騰， 

人件費高, メーカーの乱立などにより，単価の大幅な値 

崩れを見せており,健全な発展のためには大さな問題を 

かかえているといえる。 

1． 建築着工の動き 

図一1に示すようにわが国の建築着工面積は経済の高 

度成長の波にのって昭和48年石油ショックまではきわめ 

て順調な伸びを見せてきた。しかし49年には前年比29% 

減と大きく落ち込み，50年も1形減となった。51年に入 

ってようやく2億1,547万niと持ち直したものの48年の 
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海 

水準C2億8, 175万げ）にはまだ戻っていない。 52年は 

現時点で発表されている月別の数字によると前年同月比 

でほぽ横ばいの状態が続いている。 

またこのうち,シーリング材使用量に大きく関係する 

不燃建築物だけをとりあげると48年の1億7, 907万d（前 

年上Ei20.6％増） をピークにして49年が1億1, 151万m'（同 

37.8％減）50年が1億438万甫（同6.4彩減） と全建築着 

工量の落ち込み率よりひどくなっている。51年になって 

1 憶1,504万ば（同10. 2%増） とやや持ち直したものの 

昭和48年の数字にはほど遠いものとなっている。 

全建築物の中での不燃建築物の割合をみると，昭和40 

年に5. 1形であったのが年々高まり昭和48年には63.6% 

とピークになった。 しかしその後は49年56. 2彫， 50年 

53. 2彩, 51年53.4形となっており全建築物の落ち込みの 

中でさらにきびしい数字となっている。逆に木造建築の 

割合は増加している。52年に入っても現在までに集計さ 

れている数字ではほぽ前年並みとなっており急激な回復 

は望めない。円高による新たな経済危機が叫ばれている 

時に53年の動向は決して楽観できる状勢ではないといえ 

る。 

(0'Thn') r プi「I、 oir 000 

エ事費-I..定組 000 

,0 

冒範I 曹I … 
鷺I驚器I . 

J0 

20 

10 

lb0 

l00 

9り 

Bり 

n 

6' 

50 

」り 

3] 

2り 

4'年 9年 50年 IPI' 52年 

四」1：画（A 

~ェI 済干定餌 

, 

1 

'B 下 ‘9年 50年 Sb年 52年 

図―2 不燃建築着工統計 （建築統計年報より） 
(52年は9月までが実績，以後白部分は推定） 

図-3 木造建築着工統計 （建築統計年報より） 
(52年は9月までが実績,以後白い部分は推定） 
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図一4 住宅建設戸数 （建築統計年報より） 

住宅建設に目を向けてみると，図一‘に示すように昭 

和48年（190万戸）までは急激な上昇カーブをたどって 

おり, 49年，50年が48年比加％減と大きく落ち込んで、、 

る。51年になって152万戸（前年比12.4彩増）とやや持 

ち直し，52年はほぽ横ばいとなっている。 

昭和41年～45年の第一期住宅建設5カ年計画では，計 

画戸数670万戸に対して計画達成率100.6彩の674万戸の 

実績であり，昭和46年～50年の第2期住宅建設5カ年計 

画では計画戸数958万戸に対して達成率86. 6価の829万 

戸となっている。これに続いて昭和51年度から始まった 

第3期住宅建設5カ年計画では昭和55年度までに「適正 

な規模，構造，設備を備えた860万戸の住宅の建設を図 

る」 とされており, このうち350万戸が公的資金による 

住宅となっている。 

また「良質で安価な住宅を」と、、うニーズに応えて建 

設，通産両省は昭和55年度からの本格供給を目途として 

新住宅システム（ハウス55)開発プロジュクトを設置， 

すでに第一段階のハウス55プランの選定を終り，技術的 

な研究段階に入っている。この計画が予定通り進めば今 

後の住宅建設に大きなプラスを生むことが期待されてお 

り多大な注目を集めている。 

このほかに住宅生産近代化の推進策として政府は工業 

化住宅性能認定制度を定め,プレハブ住宅の供給体制， 

価格,性能を認定することにしており,防水性能もその 

適否が公的機関で判断されることになっている。 

政府は艮びく不況に対する総合経済対策の大きな柱と 

して52年9月に住宅金融公庫の貸し付けワク10万戸追加 

を行なった。この結果，今年度の公庫融資ワクは合計34 

万4,000戸に達することになり， 公庫融資ワクとしては 

過去最高の量になっている。この政策が眠っている住宅 

建設の潜在需要をどの程度掘りおこすかどうかは微妙な 

ところであるが，昭和53年に向けてわずかながらもその 

効果が上がることを期待したいものである。 

2． カーテンウォールの動向 

予想以上の景気の冷え込みはカーテンウォール業界に 

大きく影響し，昭和51年度は石油ショック時以上の落ち 

込みを示している。これは政府および経済界の安定成長 

という甘い見通しを大きく否定し,建築業界全体に強、、 

不況観を浸透させている。建設省の建築物の着工統計を 

みると，総床面積は48年の2億8,000万ゴを境に49年1 

億9,800万m , 50年1億9,600万dと落ち込んでおり，51 

年は2億1, 500万dと持ち直している。しかしこれを官 

公庁，会社その他の法人の床面積の統計をみると,官公 

庁は48年2, 900万‘，49年2,600万酣h50年2,600万が, 

51年2, 400万‘と横I熱、の状態なのに対して，会社その 

他の法人は48年1億1,900万m', 49年6,700万げ，50年 

5, 700万d, 51年6,600万dと48年を境に大幅に落ち込 

み,その後低迷している。会社その他の法人にほとんど 

の発注を依存するカーテソウォールエ法としては，物件 

数の減少と物件の低層化がかなり進んでいるように思わ 

れる。 

また,石油ショック以来コストの上昇に伴いメタルカ 

ーテンウォールに比べて比較的コストの低いコンクリー 

トカーテンウォールが歓迎される傾向にある。 

D メタルカーテンウォール 

カーテソウォール業界では,まずメタル部門を見てみ 

ると，51年度には49年，50年には見られなかった現象が 

起っている。メタルカーテンウォール建築の総面積およ 

び総工費は表一1が示すように景気の低調に比例して減 

少しているのに対して，物件数のみが48年以来初めて前 

年度比の12形増加していることがわかる。このことはカ 

ーテンウォール建築の低層化が著しく進んでいることを 

示している。日本カーテソウォール工業会の調べでは， 

50年度はカーテンウォール建築数8-40階および11 -15 

階が全体の約8割を占めていたのに対して，51年度にお 
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いては'-3階および4 '-6階が全体の約3割までを占 

めるに至っている。この低層化の傾向は今後も続くもの 

と予想される。しかしながら物件数の回復とは対象的に 

総面積の落ち込みが予想以上に厳しく，49年度比で62% 

減50年度比で40％減と急カーブを描いている。総工費の 

落ち込みがゆるやかなカーブを示しているのは，年々h 

昇する資材や人件費の比率が高いためである。メタルカ 

ーテンウォール業界では51年度は悪くても前年度上ヒ10--' 

20形減，良くて横ばいという厳しい予想をたてている。 

しかしながらこの低迷するメタルカーテンウォールク〕 

中で近年注目を浴びているのがガラスカーテンウォ・ール 

である。カーテンウォールェ法の特徴のーつに美観があ 

り，また発注側もこの美観を要求する傾向が強く,年々 

ガラスカーテンウォ・ールは増加しており,約3割の割合 

で延びている。ガラスカーテンウォールには一成分型の 

シリコーン系シーリング材が使用されており，同工法の 

延びとともに一成分型シリコーンシ・ーリング材の延びも 

期待できる。 

2） コンクリートカーテンウォーJレ 

次に, コンクリートカーテンウォールもメタルカーテ 

ソウォールと同じように48年度を境に表一2の示すよう 

に年々減少（50年度は前年度比約4 ％増）の傾向にある。 

表-2はコンクリートカーテンウォールエ事の総工費 

（コンクリートカーテンウォール工業会加入会社26社調 

査）だけを掲上してあるが，資材や人件費の値上りを考 

慮すると48年度を100とした場合の49年, 50年の減少率 

以上の物件数,総面積において減少が考えられ, メタル 

カーテソウォール同様かなり厳しい現状を示している。 

51年度はまだ統計がとれていないものの同工業会の予想 

では50年度比の2-3 割の減少とみている。 

メタルおよびコンクリートカーテンウォール業界では 

このような低成長下に対処する方法として，以前からレ 

ディーメードカーテンウォールによる需要開拓を進めて 

いるものの，施主・設計者の要求が個性を求める傾向が 

強く，画一化を嫌い依然オーダーが大勢を占めている。 

そのため技術研究に力を入れコストダウンをはかり， レ 

ディーメ・ードの種類をふやすなどして対処しているのが 

現状である。 

表－3 過去4 年間のメタルカーテンウォール建築の統計 

、、、、、、、、年度 
、、・、、、、 

4 8 年 4 9 年 5 0 年 5 1 年 

物件数 
990件 

(177) 

750件 
(134) 

560件 
(100) 

625件 
(112) 

総面積 
80万平方与 

(160) 

70万平方fに 

(140) 

50万平方に 
(100) 

30万平方に 
(60) 

総工費 
185億円 

(142) 

170億円 

(131) 

130億円 

(100) 

110億円 

(85) 

( ）内の数字は50年度を100とした場合 

（社）日本カーテンウォールエ業会調べ 

表-4 過去3年間のコンクリートカーテンウォー 

ル建築の統計（51年度は未調査） 

年度 
4 8 年 4 9 年 5 0 年 

11,203,000 9,524,000 9,873,000 
総工費 

(113) (96) (100) 

( ）内の数字は50年度を100とした場合 （単位は千円） 

コンクリートカーテンウォール工業会調ぺ 

カーテンウォール工事に使用される弾性シーリソグ材 

は，ボリサルファイド系シーリング材が圧倒的に使用さ 

れてきた。使用量は48年度のボリサルファイ ド系シーリ 

ング材の建築用総販売量の約6 割を占めていたと推定さ 

れるが，総販売量の確実な伸び（表-- 3 ）に対して前記 

のようにカーテソウォールエ事量の減少に伴い，49年度 

は4割強I 50年度は3割弱（それぞれ割合は推定） と年 

々減少し，51年度は2割弱の割合を占めると思われる。 

また新しい動さとしてここ数年来，二成分型シリコーン 

系シーリング材がカーテンウォールエ法に使用されて、、 

る傾向にあり,徐々にではあるが同工法における使用量 

を伸ばしている。 

またカーテンウォールのコスト上昇の影響が当然シー 

リングエ事にもおよんできているが，カーテンウォール 

においてはシーリング材が命ともいえるものであるため 

低価格のもの,つまり材質が落ちるものを使用すること 

ができず,施工業者にそのしわ寄せがきているのが実状 

である。 

なお昭和50年10月iTS A 5757が制定されて満2年が過 

ぎ，カーテンウォール業界て1よ検討を重ねているが， 

規格としてはまだメーーカーが個々に採用基準にとり入れ 
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たり，同JIS の規格を参考に社内基準を制定していると 

いった状態にあり，カーテソウォール業界全体としては 

依然同ii'の統一した採用基準を採用するかどうか検討 

にあたっている。 しかしながら同鵬のPR 不足の声も 

あり，一層のPRが要望されている。 

3． サッシの動向 

石油化学産業の発達に伴い,軽くて耐久性が高いアル 

ミサッシが近年急速に普及し，新設住宅建具金物の90形 

以上を占めるようになった。サッシ合計年別出荷推移 

（図一5)を見ると，昭和46年には23万トン，48年には 

47万トンと大幅な伸びを見せていたが，翌49年には石汕 

ショックの影響を受け35万トンと25％の落ち込みを見 

せ,順風満帆に仲びてきたサッシ業界を震かんさせ，乱 

売競争に明け暮れた時期である。そして50-'51年と再び 

上昇カープを描き，51年には48年に次ぐ47万558トンを 

記録した。 

この出荷量の内訳は（図一6 参照）木造用が大半で， 

34万8,712トン」ビル規格が4万6,248トン，公共自三宅用 

が7, 914トソ，オーダーが6万7,684トンとなっていて， 

ビル規格とオ・ーダ・ーメイドはサッシ全体の出荷動向と同 

じような動きを示すが，公共住宅用は49年に8,529トン 

に落ち込んでから回復の兆しを見せていない。 

52年の上半期のサッシ月別出荷推移を見ると，月を追 

うことに徐々に落ち込み，52年8月には前年同月比で10 

形くらいの落ち込みが出た。 

51年のサッシ全体出荷量が18形の仲びを見せたのは， 

新設往宅，増改築での伸びにささえられたものと思われ 

るが,前記の月別推移を見ると，52年下半期に大きな望 

みは持てないのが現状で,公共住宅用，ならびに木造用 

にわずかな期待をいだいている。 

アルミサッシの水密，気密性を保持するためガスケッ 

トやシーリング材が用いられるが，建築ガスケット協会 

調べによると昭和51年度のグレージングチャンネルは, 

45万6, 150トンのアルミサッシ出荷量に対して2万8,338 

トンが使用されている。これの内訳は木造用が全体の約 

沼形にあたる2万890トソ， ビル規格が2, 872トン，公共 

住宅が477トン，オーダーが4, 098トンとなっている。こ 

れに対してサッシの出荷量から概略換算すると, シーリ 

ング材の出荷量は，ビル規格用のサッシ廻りで約462万 

m ，ガラス廻りで92万m，公共住宅のサッシ廻りが79万 

In，オ・ーダーメイドでLサッシ廻り， ガラス廻り ともに 

531万mくらいと推定され， オーダーメイドに関してサ 

ッシ廻り，ガラス廻りが同数量用いられているのは，高 

級品として店舗などへの意匠的な用い方が多いためのも 

のと思われる。 

上記の数量から,サッシに用いられるグレージングチ 

ャンネルの使用量（木造用を除く）を100 形とすると， 

シーリング材の使用量（ガラス廻り）は約5 彩くら、、と 

推定され，またガラス廻りにサッシ廻りを加えた使用量 

でも13.6形くら、、と思われる。 

サッシのガラス廻りにはポリサルファイ ド系が約6割 

シリコーン系が4割程度使用されているのは周知の通り 

である。サッシと躯体との取り合いに関しては，今まて’ 

40年 4片 48年 ‘9年 50年 

（年度） 

50万トン 

40万~ノ 

30万トン 

20万トン 

10万トン 

年

問

出

荷

景

 

公共住宅 
1.6% 

図-5 サッシ合計年別出荷推移 
（出典：建材統計年報） 
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図一6 サッシ出荷量の内訳 
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低層階の建物を中心として油性コーキング材が用いられ 

てきたが，ここへきて設計サイドの材料指定では弾性シ 

ーりング材がかなり採用されだしている。 

シーリング材の技術的な問題点としては，サッシのカラ 

ー化に伴うシーリング材への要求が従来の性能オソリー 

だったものが，性能と同時に美観の点でもシビアな要求 

が出始めてきていることがあげられる。こうした動きの 

中でシーリング材の色統一を計るため，当工業会では「色 

見本票~を作成し,サッシのカラー化に対処しているが 

性能要求の点でシーリング材の剥離や耐候性などの技術 

的問題点があり早急な改善策が討議されているようだ。 

設計サイドでは，こうしたシーリング材の技術的問題 

を重視し，安価でエ場管理のできるカラー成型品による 

ガスケットエ法の施工を試みつつある。シーリング材の 

技術的な問題点が改善されない限り，今後ガスケット工 

法がカラーサッシの水密気密材料としてシーリング材に 

とって変わることも予想される。 

51年のサッシ出荷量は先を見越した仮需も含め，新設 

住宅などでの着実な伸びに支えられメーカー各社とも強 

気の見通しを立てていたが, 52年に入りたて続けの出荷 

高落ち込みにより，現在では今期末までたて直しをはか 

ったとしても約10％くらいの落ち込みは予想され」53年 

以降もこの傾向は続くと見て,生産高も月産4万トンペ 

ースを考え,出荷量も3万2, 000'-' 3万5, 000トンを見込 

んでいる。今後，サッシ業界はおいては景気が好転する 

明るい材料もなく，こうした横ばい状態が続くものと予 

想される。 

4一 板ガラスの動向 

新規建築需要の低迷により,普通板,変り板ガラスの 

需要は前年比ほぽ保合になっている。これに代ってみが 

さ板ガラスの需要は,広く普及した強化ガラスドア向け 

とI 輸出を軸とする自動車の生産増（52年8月末の四輪 

車は前年比9 %増）および地方，都市における古いビル 

の開口部改装（スチールサッシをアルミサッシにするな 

ど）用需要などに支えられて大幅に伸びている（52年8 

刀末で約34％増％ 

期待の住宅建築は住宅金融公庫の大幅な貸出増という 

政策が打出されたものの，建築着エとガラス施エのタイ 

ムラグを考えるとき52年（歴年）の需要増要因としての 

効果はほとんど期待できない。東京は別として地方大中 

都市の戦後早々の商業ビルには開口部のみの部分改装と 

いうケースが急速に進み，また，住宅および農家の小改 

造，小増築も盛んであり, これらに向けての需要増は今 

後無視できないものがある。さらに数年先を考えると省 

エネルギー政策の結果として複層ガラス，二重窓の使用 

が法制化される可能性もあるが,この間は大きな伸びは 

望めそうにない。 

外国での法制化の例をあげれば，たとえばカナダでは 

1978年までにすべての新築家屋は複層ガラスの使用を要 

求されているし，デソマークでは1979年以後は三複層で 

なければ建物の床面積の15％以上は許されなくなると、、 

う。アメリカでも州別に規制がなされており，カリフオ 

ルニアでは複層ガラスを使用するよう指導されており， 

22の州では複層ガラスを使用している所有者に対しての 

減税が提案されている。 

ガラス，特に建築用ガラスには水密，気密を目的とし 

た定型ガスケットタイプ，不定型シーリング材などがあ 

る。定型にはグレージングチャンネル，ビード，不定型 

にはポリサルファイ ド系，シリコーン系などがあり，ポ 

表一6 板ガラスの需要総括表 

村（類 

諾 
42 年 

43 

44 

45 

46 

4I

49 

50 

51 

（単位：L000実箱） （単泣：1,000並換虻） 

‘みがき板ガラス 
普通板・ 

変リオ反ガラス 

数 量 IItS 」r 比 数 量 前 年 」七 
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1 ,610.4 122 . 1
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2,537 121.9 21,990 104 .7 

3, 385 133.4 29,887 115.0 

2,970 87 8 26,213 87.7 

2, 966 

193
26,205 100.0 
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リサルファイド系のシーリング材が昭和51年までは70多 

ないし75彫を占めていたが，52年後半になるとシリコー 

ン系2成分型が伸び，比率もポリサルファイド系60％に 

対しシリコーン系40島と伸びてきている。ガラス工事に 

関連するシーリング材施エとしては，全硝連が中心とな 

り，ガラス技能検定の一環として，教育および検定のプ 

ログラムが組まれ実施されている。 

ガラスの需要が伸びればシーリング材もそれに伴い伸 

びるが，ガラス業界が前述のように普通板，変り板ガラ 

スは,前年比ほぼ保合であるが，みがき板ガラスは大幅 

に伸び, これに伴いシーリング材も伸びている。 

全般的にガラスの出荷に対しシ・ーリング材はその4倍 

-6 倍の需要があり, 51年度より急速に伸びる材料も今 

はなく,前年をややヒ回る程度と思われシーリング材も 

ガラス需要に比例する伸びであろう。 

建物の省ェネルギーを考える場合，その開口部の壁部 

の再検討が重要である。省ェネルギーをめざした建築用 

複層ガラスは，省ェネルギー化をはかる窓ガラスで断熱 

効果の高い複層ガラスを採用する機運にあり,わが国で 

もすでに北海道に二重窓を設ける法律（北海道防寒住宅 

建築特振法）があるが,近く複層ガラスにより断熱，防 

音の効果を高め，エネルギー省力化を図る法も実現する 

運びになっている。今後，複層ガラスの用途が増大すれ 

ば・ シーリング材として特に弾力性があり，接着力逆良 

く，剥離しない,耐久性の良いものが伸長されるものと 

思われる。 

5. ALC 板の動向 

ALC4 (Autoclaved Lightweight Concrete) の歴史 

はかなり古く，原始的な形のものはすでにローマ時代， 

寺院の壁やドームに軽石の角材が埋め込まれ，軽量化が 

はかられていた。その後，1820年代には高炉スラグ， 

1890年代には石炭ガラなどが利用され，1918年には粘土 

や頁岩を焼成膨張させた,人工軽骨材を使用する軽量コ 

ンクリートが開発された。 

45年ほど前，世界で初めてスウューデンでエ業生産化 

され, 日本でL 1962年ころからその技術が導入され,現 

在4種類のALC板が生産されている。 

165 ー生産数量 

150 ーー一－ー出荷数量 

135 

120 

105 

90 
I 

75 

60 

45 

30 

15 
（万m ') 」 l l 」 l I l I r I 」 

41 42 43 44 45 46 47 48 49 5051 
（年度） 

図-7 ALC生産・出荷統計 （AL C協会調べ） 

軽量性，強度，耐火性，断熱肱，遮音性など諸特性を 

持つALC板は年々需要が高まり，昭和41年15万9000酣 

(159万nf)，同42年22万mからオイルショックの起こる 

同48年155万5000げまで，対前年比20---50％の高率の成 

長を見せ，今までスレート，ラスモルタルなどを使用し 

ていたところをALC板に置き換えるなど，需要の拡火 

には目を見はるものがある。昭和48年末のオイルショッ 

ク以後はALC板も例外なく，同49年には前年比65.8% 

の102万3, 000m と生産が落ち込んだが，翌50年には，前 

年比138. 9万の142万2,000mg, 51年には同106.8彩の151 

万9,000n?と他産業，他生産に比べて回復は非常に早く 

店舗，営業住宅，一般住宅など小型物件を核として今後 

とも急激ではないにしろ，徐々に需要の拡大がはかられ 

ていくことが予想される。 

ALC 板での施工にあたって切り離せないのがシーリ 

ング材であろう。日本でALC板が出始めた昭和38-9 

年ころはひも状ブチルゴムシーラントが使われて、、た 

が，耐侯性に問題があり，次いで42- 3年ころ，プチル 

とアクリルの共重合品が使われだしたが，これもまた劣 

性（プチル）の性能が表面に表われる，ということで44 

-5 年ころから水性アクリルシーリング材が登場した。 

ALC 板のような多孔質の版材には強度的な関りや耐候 

性から，現在では使用されるシーリング材の90%以上が 

この水性アクリルシーリング材で，同シーリング材の総 

需要量のうちALC板用は85-90彩と推定され, その生 

産量はALC板の山荷量の増加に比例して伸びている。 

前述したように,ALC板には強度や価格などの関係 
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から水性アクリル系が現在多く用いられている。またジ 

ョイントの動きの大きい用途にはウレタン，ポリサルフ 

ァイ ドあるいはロー・モジュラスの二成分型シリコーン 

シーリング材が使用されている。 

なお，ALC協会発行「ALC仕上げ読本」によるA 

LC 用シーリング材の選定基準を下記に示す。 

(A)A L C 標準仕様は，アクリルゴム系シーリング材 

とし， その性能は」玲A 5757のコンクリート用シー 

リソグ材2級以上のものとする。 

⑧層間変位を考慮した工法における可動目地などに 

~あ 低モデュラス （150彩モデュラス3 句ノCが以下） 

のシ・ーリング材を選び， その性能はJIS A5757 コン 

クリート用シーリング材1級のものとする。 

1972年3月1日， ALC のl's が制定されてから， A 

LC 板の品質向上,生産の合理化がなされ，今後，市街 

地における，特に施工期間の短縮が要求される店舗など 

のように，小型物件を中心に幅広い需要が見込まれる。 

また韓国や中近東などの海外市場についても,運賃な 

どコスト面の問題は残るが,総体的に見ると53年度も順 

調に増加の道を歩むものと予想される。 

6. プレハブ住宅建設の動向 

昭和40年代前半から建築の好況とともに伸びてきたプ 

レハブ住宅建設も昭和48年の石油ショックを境にして伸 

び悩みをみせ，49年が前年比19.6形減, 50年が前年比 

8.4多減と落ち込んだ。この動きは51年度も変らず， 同 

年の建設戸数は15万2,324戸で前年上El?. 1%減となった。 

中でも減少の最も大きかったのはコソクリート系巾高 

層住宅で前年度比38. 4％減 （3万1, 523戸）となって、、 

る。コンクリート系中高層住宅は公共依存度の高いもの 

であり公団，公営住宅の建設戸数大幅ダウソの影響をま 

ともに受けたといえる。これに対して」戸建住宅のほう 

は弓は続きマイナスではあるものの（8万2,811戸）その 

減少率は9影であり，50年度に比ぺるとわずかながら持 

ち直す傾向をみせている。また全体に落ち込んだ中にあ 

って低層集合住宅の大きな伸びが目につく。これは前年 

度上164％増く3万7,990戸）と、、う数字となって、、る。 

さらにユニット住宅も前年度比25% (8,865戸）の伸び 

を見せており，過去最高であった49年度（8, 596戸）を 

ヒ回るまて’に同復した。 

さらに細かく見ていくと，一戸建の中でも木質系が15 

彩，鉄骨系が9彩それぞれ落ち込んだのに対して, コン 

クリート系は32形増（4,730戸）と伸びている。低層共 

同建では逆に木質系，鉄骨系が163,5%, 83.7％それぞ 

れ伸びたのに対してコンクリート系が27.2％減少した。 

中高層共同建ではもともと数の少なかった鉄骨系とRP 

C 工法が3倍近く伸びたが，PC 工法の32.2％およびH 

表-6 昭手ロ51年度プレハブ住宅販売実績（系統別，建て方別） ( ）内ユニツト住宅戸数 単位：戸 
（プレノ ブ建築協会i腎べ） 

\
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PC 工法の64.6％減が大きく響いている。 

このように全体的に不調なプレハブ住宅のなかにある 

もののコソクリート系中高層の大幅な減少と一戸建住宅 

の持ち直し傾向，そして低層集合住宅の大幅な伸びと、、 

うパラツキをみせているのがプレハプ建設業界の現状で 

ある。 

こういったプレハブ住宅の動向によってシーリソグ材 

の出荷量も当然左右されるわけであり，現実に昭和48年 

のプレハブ住宅建設戸数のピーク時 く21万8,600戸）ま 

ではシーリング材も順調な伸びをみせてさた。しかし近 

年の建築構法の変化および一戸あたりのスペ・ースの拡大 

などにより,必ずしもまったく同じカープをたどるわけ 

ではなく,プレハブ住宅の減少傾向よりもややゆるいも 

のとなっているようである。たとえばコンクリート系中 

層住宅一棟（S PH ' 30戸, 2 DK ）でのシーリソグ材 

使用量が0.8-'lトンであったのに対し，近年の居住空 

間の向上化にともない3DK, 3LDK 化されると10彩 

近い量的な伸びとなる。また一戸建住宅の中でもシーリ 

ング材使用量の多いコンクリート系だけは伸びを見せて 

、、るなど好材料もある。 

大ざっばな計算ではあるがプレハプ住宅一戸あたりの 

シーリング材使用量を試算してみると，鉄骨系一戸建プ 

レハブが一戸あたり20kg平均として5万6,202戸（51年度） 

で1,124トン， コンクリート系一戸建が25毎>K 4,730戸 

表-7 昭和51年度プレハブ住宅地域別販売実績 

20万戸 

10万戸 

プレハプ 
ーーーー住宅建設戸数 

ープレハブ住宅の全 
住宅建築肩工戸薮 
に占める圧s血 

！ノ 

、、＼ 

、 
S.- .--. 

r /l 
17年t3o 39 40 41 42 43 44 45 46 47 40 49 50 51 

10% 

5% 

0 % 

図－8 プレハブ住宅15年の歩み （建築統計年報より） 

（同）で118トン, 中高層PCが27句X27, 600戸（同） 

で.745トンとなり，これだけで1,987トンとなる。このう 

ちシーリングの種類は二成分型ウレタン系が7割程度を 

占めている。残りはポリサルファイド系，一成分型ウレ 

タン系」シリコーン系， SBR 系， 油性系などとなっ 

ている。この数字は特にウレタン系にとって大きな意味 

を持ち， 昭和51年を例にとってみると建築用総出荷量 

(2, 160トン）の7割がプレハプ住宅関係であると、、う 

ことになり，プレハプ住宅の動向が大きく注目される。 

昭和52年度に入ってのプレハブ住宅の販売戸数はまだ 

集計されてはいないが，新設の全住宅に占める現状のプ 

レハプ化率（10彩前後）から類推すると，全時点の推定 

で52年度の全住宅建設戸数がほぼ前年度並みの154万戸 

（見込み）になることから，プレハプ住宅もほほ積ば、、 

（プレ／、ブ建築協会調べ） 
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(B） 全着エ新設住宅 808,386 112.5 722, 089 101.8 1 ,530,475 107.1 1 ,429,000 
比 率 AZB 8.9% 11.1% 9.95% 11.5%I 

エ新設住宅は建設省着工統計による 
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と考えられる。 

建設省の住宅建設5か年計画（第3期）第3年度にあ 

たる昭和53年度は弓は続き質の向ヒを配慮した公的住宅 

供給の促進に重点がおかれ， 具体的には住宅規模の拡 

大，立地の改善などがはかられる予定である。また民間 

住宅建設の促進をはかるため住宅金融公庫の貸付戸数の 

拡大,貸付限度額の引き上げと償還期間の延長などを計 

画している。このような施策にもとづいて53年度は53万 

8, 00(〕戸の公的住宅建設を建設する予定である。 なおこ 

の内訳は公営住宅7万9,000戸I 公庫住宅41万9,000戸， 

公団住宅4万戸となっている。 

これにより53年度末での公的住宅の第3期5か年計画 

進捗率は公営住宅が印形,公庫住宅が60,8%，公団住宅 

が48, 4%，全体で57.4％となる予定である。 

民間の住宅建設では52年秋に行われた住宅金融公庫融 

資ワクの10万戸追加や住宅ローン金利の弓は下げなど政 

府の必死の政策にもかかわらずI はっさりした回復の兆 

しをみせていない。 

こうしたことからプレハブ住宅に関するかぎり見通し 

は決して明るいものではなく, 53年もこの分野のシーリ 

ング材にとっては－ ・進 う且の状態が続くものと思われ 

る。 

7， 土木用シーリング材の動向 

はじめに 

土木建設工事は公共事業としての性格から景気に対し 

ての顕著な需要動向は見られず,投資高に限れば年々着 

実な増加を見せているが，実質面では多少の落ち込みを 

見せているのが現状である。しかし，52年下半期からの 

景気対策では不況対策として公共投資ヘカを注ぐ政府の 

意志が明らかで,すでに52年度上半期についてみても前 

年度を上回る着工実績である。現在のところ道路関係を 

中心に土木界は再び活況を呈し始めていることからも今 

後の伸びは確実といえよう。このほど発表された「第8 

次道路整備5カ年計画」の着手は53年度からであり, こ 

の計画の投資規模は7次計画の46％増である。また，53 

年度の建設省道路局・河川局,道路公団などの予算請求 

額は次のとおりで，緊縮財政の中スンナリ決定をみると 

いう楽観は許されぬが前年度よりの増加は情勢的にみて 

確実だろう。 

土木関係のシーリング材として現在用いられているも 

のは主としてアスファルト系で，その他にポリサルファ 

イド系，シリコーソ系，ウレタン系，ブチル系などがあ 

る。これらの材料はシーリング材であるといっても，、、 

わゆる建築用シーリング材とは強度，耐久性などの面で 

全く異質な性能が要求されているので，建築用シーリン 

グ材の土木用への直接の流用というのは全く考えられな 

い。しかし，2成分型弾性シーリング材の特徴は接着性 

など非常に優れているので，以後，改質をはかれば需要 

面では有望な分野であろう。現段階ではポリサルフ7 イ 

ド系，シリコーソ系，ウレタン系，ブチル系などのシー 

リソグ材は土木目地材としてはまだ開発段階,試験段階 

であるということが一般的な見方である。次に用途別の 

需要展望を行ってみたい。 

道路 目 地材 

一般道路ではここ1年の建設工事の95形以上がアスフ 

ァルト舗装によるものでI コンクリート舗装は5 %未満 

で傾向としては増加というより減少をたどっているのが 

現状である。コンクリート舗装が用いられるのは特殊な 

場合であり，気候の差，養生期間の問題，適当な原材料 

の購入不可能などの事情で採用されるケースが多く，一 

般的にはほとんどがアスファルト舗装となっている。ま 

た，建設大臣が管理する建設省直轄の国道の修理実績は 

総補修面積1,560万tn,のうち， コンクリート舗装とアス 

フ7ルト舗装の比率が1.5対8. 5で，アスファルト舗装道 

は今後もより多くなると思われる。 

いわゆる目地材が道路建設で要求されるのはコンクリ 

ート舗装道の場合で,傾向としてはアスファルト道路が 

主流であるが，前述した特殊な場合のほかインターチェ 

ンジやパイパスなど比率としては少ないがコンクリート 

舗装の要求される場所も数多い。高速道路，有料道路に 

ついてはコソクリート舗装率は2彩ほどで，これらの採 

用場所は前述のインターチェンジ付近や油漏れの多発す 

る料金所，重量車の通行が頻繁で強度的な要求を持つと 

ころ，あるいは施エコストで（ジャリ,その他の資材が 

手に入れにくく）アスファルト舗装のほうが高くつくと 
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いったところに用いられている。また，空港滑走路など 

油が多いうえにジェット噴射による耐熱陛をも要求され 

る用途にはコンクリート舗装がなされ,ポリサルファイ 

ド系が主に用いられている。さらに耐熱性,耐候性の点 

でシリコーン系の採用も検討されている。また道踏用と 

しては51年度，東北自動車道においてウレタン系および 

ポリサルファイド系シーリング材が試用されたが，耐久 

性の点で改良が求められている。 

橋梁 目 地材 

コンクリート造の橋梁では弾性系シーリング材が多用 

されている。最近コンクリ・ート造の橋梁も比較的小規模 

の（歩道橋から2連線程度） ものがあり, これらには挙 

動に対する追随性という点からもアスファルト系よりも 

弾性系シーリング材が用いられているようだ。大規模橋 

梁に関しては従来のエポキシ樹脂とゴム系アスファルト 

がほとんどである。 

共同溝シーリング材 

現在，施工中である筑波学園都市の共同溝ではマスチ 

ックタイプの成形シーリング材が主として用いられて、、 

る。試験段階ではあるが注目されているものにブタジエ 

ンゴム系のシーリング材があり，今後に期待されて、、 

る。当学園都市は各省庁の仕様によっており，例えば建 

設省,文部省，通産省などである。電々公社，東京ガス 

などが共同溝に用いている仕様も各省庁のもので，全体 

的にみるとウレタン系のものが指定されている場合もあ 

るが，無溶剤タイプでダメがなく，歩どまりが良好なも 

のが要求されている。こういった点では成形タイプのシ 

ーリング材が期待できると言えよう。これらの材料には 

止水的な要求がおかれているというのも1つの条件であ 

る。当地の共同溝では1ケ所が7ブロックに分けられ， 

1 ブロックが40mでその目地寸法は2SX3UC?nであり大量 

な目地材が用いられている。 

鉄道高架橋シーリング材 

最近の土木関係シーリング材の中でもその伸び率が比 

較的高いのが国鉄をはじめとする鉄道高架橋関係のシー 

リング材である。特に追い込みの建設に入っている東北 

新幹線では,寒冷地であるための耐寒性と，雪害防止の 

ための撒水に対しての耐水性において，高性能な弾注シ 

ーリング材が要求され，かなりの量が使用されている。 

今後とも東北のほか上越，信越新幹線の建設が進むにし 

たがってウレタン， シリコーン，ボリサルフ7 イ ドなど 

高性能なシ・ーリング材の使用が増えるものと思われる。 

農業用水路目地材 

従来灌既用水路にパイプラインが使われるのは畑地用 

が多かったが，近年は畑地灌漑のみならず，水田灌漑に 

おいても広くパイプラインが採用されつつある。農業用 

水路としてパイプラインが採用される理由として，①水 

路用地の取得難②大型耕作機械の走行の便③水質汚染間 

題④長距離輸送における効率の問題⑤開水路方式に比べ 

て送配水の制御が合理化されるーーなどである。 

しかし水田灌漑の場合，イネの植生上の問題で，水田 

の水の取入口までパイプラインで配水するわけにはいか 

ない。つまり，パイプラインで送った場合,水圧が高く 

なり,水が激しい勢いで水田に入ることになる。水田に 

水が入る段階では開水路式の圧力のかからない水がゆっ 

たり流れ込む方式が良いようである。 

現在，農業用水路を建設するのは，④国②都道府県⑧ 

団体（市町村,農協）の3者である。このうち国が建設 

するのは複数の都道府県が同じ水源から受水する場合, 

直径2rn程度のパイブラインを設置する。都道府県は上 

記③の各団体の管理する部分まで設置する。 

各団体が設置する場合，やはりまだ開水路式が採用さ 

れることも多いが，その目地材として使用されるのはエ 

ラスタイトが多い。東京都の場合を具体的に述ぺると昭 

和49年から51年の間，東京都自身設置した例はない。都 

の管轄する区域での建設例についてみると」総延長・約 

9, 000m。 このうちパイプラインについては,八丈島, 

大賀地区の畑地灌漑で6,000m（道水2,200m，配水3,800 

m )。幹線部分は直径100vin，支線は75'-'-50miのパイプが 

使用された。一方コンクリートブロックによる開水路式 

は, ノ1、王子市の鑓水，宇津貫，府中市の下堰，ノ、、丈島の 

塚根，小振ケ沢で合計約3,000mが建設された。各地区 

とも10~20mブロックことにすべて厚さ10mのエラスタ 

イトが目地に使用されている。 

今後とも開水用式の灌概用水路については,エラスタ 

イトが目地部分に使用されるようである。 
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東京都管轄地区における農業用水の設置状況 

(49-51年） 

方 式 

パ イ ブ 

ラ イ ン 

場 所 長 さ 径，幅 

I iJJ( 2, 000 幣100 mm 
11 , - - IIl 三ケ負i! 

八丈島’大賀地区配水3, 8盟「苗L75m 

計6, 00Dm 

開 水 路 

ノ八王子市 鑓 水 

八王子市 宇津貫 

府中市 下 堰 

八、丈島 塚 根 

八丈島 小振ケ沢 

63Dm 

7Dm 

1, 77Dm 

444m 

17Dm 

150cm 

150cm 

150cm 

140cm 

60cm 

計3, 084m」 

なお東京都管轄区域内の開水路式用水路の建設は，以 

下の東京都,建設局土木材仕様書805, 806に基づいて行 

われる。 

〔東京都,建設局土木材料（仕様書805目地板）〕 

1． 発池体型のゴム,合成樹脂をおもな材料としてセ 

メントコンクリートボード,擁壁，護岸などの継目に使 

用する。 

寸 法 誤 差 

厚 さ （m ) 

幅長さ（形） 

士1 

士1 

2． 品 質 

項 目 

圧縮強さ（毎ノcm2) 

復 元 率 (%) 

はみ出し量（mm) 

吸 水 量 （%) 

空げき量 （%) 

規 定 

2以上 

60以上 

3以上 

1以上 

90以下 

〔東京都,建設局土木材料（仕様書806注入目地材）〕 

本品はセメントコンクリート舗装などの継目に使用す 

る注入目地材で,次の規定に適合しなければならない。 

1．本品は低温においてもコンクリートに強く付着して 

はく離せず，また高温においても流れ出さず，長期間に 

わたって繰り返される伸縮に耐えるもので，きれつを生 

ぜず，砂や,水の浸入によく抵抗し得るものとする。 

2. 種類は表806- 1 のとおりとする。 

表806 - 1 

種 

加熱式 

常温式 

類 

コンパウンド型 

マスチック型 
乳 剤 型 

3， 品質は表806- 2 のとおりとする。 

表806-2 

二ドさ 
加熱式 常 温 式 

コ
ン
 

ン
ド
 

パ
型
 

ウ
 

マスチッ 
ク型 

乳剤型 

流 れ m 5以下 15以下 15以下 

－ 針 入 度 
（コーン・25。C) 
接着性試験 

(-18。C) 

90以下 

合格 

250以下 

合格 

150以下 

合格 

揮発分 （%) 20以下 35以下 

注入温度 （。C) 200以下 

8， 一般家庭用のシーリング材の動向 

今日の不況時において，ほとんどの消費市場は低迷下 

にあるが，その中でひときわ光明を放っているのが, D 

I Y /H I マーケット，すなわち日曜大工用品などを扱 

う産業である。これは不況によってもたらされた一般消 

費意欲の減退が 「ものを大切にする」 「長もちさせる」 

ためのD I Y /H I 商品への消費転換となったからであ 

る。 

そのD I Y /H I 商品の中でも,補修材として用いら 

れるシーリング材は，百貨店，チューンストアおよびホ 

ームセンターなどの売れ筋ランキングにおいて，表ー8 

のような位置を占めており，従来そのほとんどがシーリ 

ング施工店などの専門施工業者に流れていたのに比べて 

ここ2, 3年の一般家庭への流れというものは，決して 

無視できない注目すべきものがある。 

また補修材の中では①接着剤②木工接着剤③シ・ーリン 

グ材④ィンスタントセメント⑥テープ類といった売れ筋 

商品ランキングになっており，セメント中心にこれに類 

する商品の伸びが目立っている。また，これを材料種類 

別に見ると浴槽や水槽などの防水充てんのために用いら 
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れるシリコーソ系がもっともめざましい伸びを示してお 

り，52年には50-'60トソにも達している。次いで，主と 

して屋内壁のヒビ割れ補修・すき間の充てんに使用され 

るアクリル系が伸びており,逆にサッシ廻り目地，屋根 

表-8 百貨店，チェーンストアおよび 

ホームセンターの売れ筋ランキング 

松

屋

銀

座

店

 

壁
床
 

抵
村
 

Jぐピエ,寸ン 

フクピIIューム 
ロ
福
 

－プ化 
一
学
 

フ
井
 

1血 料 2 水性べイント07 ' 7’サヒべン 

相 修 剤 3
 

夕イル用挟着剤 
シキイtペり 

七メ ダイ ン 
川口技研 

‘且 立 家 具 4
 

ポコ 

カラ一アングル 

山陽国策パルフ’ 

マンテン 

建 築 金 物 5
 

ド7 ノ ッカ― 

ちよ うっがい 
ドアノプ 

1耕卸」」柳里耳 い
 

ダ
 

イ
 

エ
 

ー
 

建 築 金 物 
クギ類 
小物金具 
はリカね 

ダイエーPB 

祇
材
 

墜
B!
 

2
 

アルコア 

ルナ 
プ7 二チ，ーシー ト 

ダイエーオリジナル（西ドイッ製〉 
東洋柿インテリア 
束京インハウス 

補 修 村 3
 

流し台テープ 
布粘着テープ 

荷作リテープ 

}＝ 

トムズ 

園 芸 用 品 4
 

フラワ一プラン夕ー 
培美土 

ペラン夕一用花垣 
ジョ ウロ 

荷作り七ット 荷
小
 

作
包
 

り
セ
 

ひ
 
ッ 

も
ト
 

ド
 

イ
 
ト
 

り
 
野
 
店
 

金物・エ具 

ドリノレ 

カナ‘ゾチ 
トンカチ 

F ライパー・ 

マキ夕， 日立， プラック＆デ・ソ 

｝接日本印、与並剰界 林但商店 

カ ー 月l lI二 2
 

シート，”シ■ ン 
不凍波，I 

プースターケ一プル 
ペスピ，又 

壁
床
 

紙
材
 

ふすま繊 
せんい壁村 

P タイル村 

光建産業 
富士商会 
三菱樹脂 

塗 料 4
 

水性べイント0,71 
アクリル系べイ ン ト a ' 

アトム化学譲料 
アサヒべン 

接着補修剤 一一 コ7シ 
（チェーンストアエイジ二，ーズ12 - 15号掲載） 

り，53年もまた同程度の増加を期待している。 

また，ある大手メーカーによれば，業務用としてシー 

リングエ事店に流れるものがおよそ80％を占め，残り約 

20％が一般家庭，あるいは大エ，板金店などによって消 

費されている。したがって一般家庭に流れるものは1o -.-, 

18形に過ぎない。しかしこの分野の売り上げは51年から 

52年へ20％強の伸びを記録しており，来年はそれ以上の 

増加が予想されるということであった。 

以上のように一般家庭用のシーリソグ材の需要はます 

ます伸びる傾向にあり，それに伴ってより短時間で硬化 

するなど素人でも失敗なく簡単に用いることのできる品 

質のもの，またあるー定の使用方法で高性能を発揮する 

と、、ったものよりも，むしろ家庭用としてはどの補修箇 

所に用いても，ある程度の性能を発揮するものが望まれ 

るであろうし，その観点から言えぱ今後シリコーン系の 

ものがますます伸びるであろうと思われる。 

''- 

- ， ' 

鵬 ’i , 

百貨店でも0IY商品は活発な売れ行きを 

見せている 

瓦のかけ補修などに用いられる油性系は横ばいの傾向に 

ある。 

都内のある百貨店では口曜大工コーナーを設け，住ま 

いの修理コーナーとして相談の多い修理事項を選び「水 

もれ」「汚れ」「はがれ」「ヒビ割れ」「破損」などの項目 

ごとに代表的な例とその修理方法をイラスト入りのP0 

P で説明している。その百貨店においても洗面所,浴室 

の補修に用いられるシリコーン系のものが補修材全体の 

売り上げの80多近くを占めている。52年度の全体の売り 

上げも51年の120彩，すなわち20形の伸びを記録してお 
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いま話題の確フ0シーラント 
"1つの完成品”粘弾性シーラントALCOライン 

特長 

優れたゴム弾性をもち、 日地の仲縮・たわみに追随でき、その持続陛は半永久的で 

無溶剤型ですので硬化による体積収縮が全くなく耐候性、耐水f生、耐寒性に優れ、 

又、施工後、降雨にあってもシーラン トの流失は全くなく施工後即吹付塗装工I程に 

移れます。 

抜群の耐水性を誇る高級アクリル系シーラント 

MY シーラーMark~ 
特長 

近年シーリング材の需要は著しく建築用においても新建材や新工法の使用に伴い驚 

異的な伸展をみせております。 ALC 用シーラントもその例に漏れません。しかし、 

従来のものにはいずれもモジュラスに今一つという感があり決定的なものが出てお 

りませんで、した。 MY シーラーMark ～はそんなJ見状に答えるべく登場したすぐれ 

た接着力と安定した品質を誇る理想的なシーリング材です。 

イイダ産業株式会ネ土 
本社 名古屋市中区新栄1 -27- 2 〒 460 かく052) 262-3951代） 

工場 愛知県西春日井郡豊山町豊場 〒480-02廿K 0568) 28-2262代） 

コ目・ー三Jール 

コョーコーキコつ’' 

ココ1・ート」ltコド 

エ,」，ョョー」レ 

$ 

T 一27 

U -73 

U -29 
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ポリサルファイド系シーリング材 

1 液ポリウレタソ系シーリング材 

2 液ポリウレタン系シーリソグ材 

シリコーン系シーリング材 

油性コーキソグ材 

ブチル系コーキング材 

水性アクリル系コーキソグ材 

#100 #500 感光性接着剤 

鋼入り板ガラス防錆ブチルテープ 

（ガラスメーカー3 社 全硝連推奨品） 

引S表示工場 第56721 5号（JIS ' A・575D 

明星チャーチル株式会社 
本 社 
関西営業所 
関東営業所 

名古屋営業所 

九州営業所 

広島出張所 

堺 市 浜 寺 石 津 町 中 1 丁 4 - 7 
電話 堺（0722)44-7500（代表） テレックス5374- 743 
横 浜 市 神 奈 川 区 三 枚 町 2 9 9 - 5 
電話横浜（045)383-4651（代表） テレックス3823-253 
名・古屋市名東区ー社3丁目90番地 チサンビル202号 
電話名古屋（052) 703-2061 （代表）テレックス447-3639 
福岡市博多区博多駅前4丁目26 -1 1 鐘芳ビル 
電話福岡（092)472-2 143（代表） テレックス724-59 7 
広 島 市 比 治 山 町 5 一 1 2 
電話広島（0822) 63-4461（代表） テレックス652-4 1 4 
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シーリング 

I． ま え が き 

の価格動向 

昭和52年における建築用シーリング材の販売量は,本 

誌冒頭の業界展望欄記載のように,弾陛系はおおむね順 

調な販売量を確保し，塑性系は横バィないしは微増にと 

どまり，油性は弾陛系の伸びに反し,減少したものと推 

定される。ここ数年来, この新旧交代の傾向が統き，さ 

らに,今後も引続き同様の傾向を示しつつ推移するもの 

と思われる。 

一方，建築用シーリング材の主用途である不燃建築の 

52年上半期（52/ 1 - 6）の着工統計（図一D を見ると， 

前年同期比（51/1-6）で6.4彩増,前期比（51/7-12）で 

13.9％の減となり, 48年のオイルショック後のわが国経 

済の不況を反映し，大幅な落ち込みを示したまま容易に 

軌道修正を行なおうとしない。 

最近における政府の景気刺激対策により公」鍵築物の 

新造は増大しているが,民間の不燃建築物はさえない。 

広 報 委 員 会 

総じて,立直りの気配を見せては，途絶え，上昇と下降 

を交互にくりかえして,上昇軌道への期待に一抹の不安 

を与えているが，幸に51 /1-12の3F以上の SR C , R 

C , S の着工床面積は前年比17彩増となり，弾性シーリ 

ソグ材の増減につながっているものと推定される。 

一方，建築用シーリング材の価格面を見ると，賃金そ 

の他の経費は上昇を続け，生産原価に影響して上昇の一 

途をたどっているにもかかわらず,殊に最近にいたり新 

造建築物不振の影響を受け,価格競争は激化し，一部で 

は低落の傾向を余儀なくされ，材エとも厳しい環境の中 

に事業経営に暗い影を投げかけている。 

2， 最近の価格動向 

昭和52年度の基材別主要原料価格は，表一1の通り51 

年後半の値上り以来，おおむね横バイを続けているが， 

他方，賃金その他の関係諸費は年々上昇の一途をたどっ 

ている。一方，シーリング材の販売価格，工事価格は図 

-2 ，図-3に示すように，依然として横バィ,微増な 

表一1 シーリング材の主要原料価格表 m 
万
 

千
 

48年度＝100 

~一こ,別 年48 

年49 

年50 

年51 

年52 

基 材 名 主 要 原 料 

ポリサルフアイ ド チ オ コ ー ル L P 100 160 160 195 

シ リ コ ー ン 

金 属 硅 素 100 150 170 100 180 

メ チルク ロ ラ イ ド 108 180 189 100 180 

ウ レ 夕 ン 

ウレタンプレポリマ一 100 122 122 134 194 

ポ リ オ ― ル 100 109 109 122 122 

1水性7 ク リ ル アク リ ルモノ マ ー 109 159 172 210 210 

プ チ ル 
インプチレン、イソプ 

レン共重合休 
100 115 130 145 150 

水 性 S B R SBR ラテ ッ ク ス 100 125 130 135 140 

油 性 ア ル キ ッ ト樹脂 100 170 170 176 178 

[
 

48年 49年 50年 51年 52年 
注‘52年は1-6月分までは前年同期比6.4％増 
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図一1 不燃建築着工統計 
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表－2 建築用シーリング材参考標準設計価格 

52.01.1 868 

区 分 積算基準 b 」也寸法（巾×深さ） 村料価格 労務費 副資け 経 費 

101h (21IP111015 06101052 ~~~1 ~22~
2 ~XII ~9~
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47 

油 ,I 63 

B1 
100 

ポリサルフ7 イ F 6000/ノ 

5 051105 98216IS 252060015 91 ~9~~25 91 ~12~~
 糞 240

175 議 
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×
7~
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&100520
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ンリコーン 1 慮分型 7,100/I 
525 

1,U5 

202 

339 

1.500 

155 

IS. 

'35 

110 

1B2 
ンリコーン 2成分型 5,200ノ！ 930 300 

1 , 240 383 

ウ レ タ ン ュ000/I 
20 0610 

15 9110 

20 9110 iiI 350390451 i107528 III 
970

1 ,201

1 . 2~7 

水性ア ク リ ル 2,600/1 繊
 

10024032~ 

抑30035~
 

14017521~ 搬 725918

1 . 111 

ブ チ ル 2,500/1 
10 9110 

12 9110 ：こ ：こ 
140

175 芸 7119~~ 

水 性 S . B . B 1 ,400/1 
一
一
一
 

I4010 ~~ .II ili lり 6489
1

. ~5I 

価格指 

170 
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150 

140 

130 

120 

lll' 
9 

L 本価格は目地延500 m 以上の増介と十るし 

2， ゴンドラ使用の場合は30% UP とする‘ 

厂 
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図一2 シーリング材販売価格年別推移（施工店渡価格） 
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図一3 シーリングエ事施工価格年別指数推移 

表-'--3 関係指数対照表 （48/ 6 =100) 

区 分 

主要原材料販売価格平均指数 

~各基材販売価格平均指数 

各基材工事価格平均指数 

工業用電力料金指数 

－ 賃 金 総 合 指 数 

I 国 鉄 貨 物運賃 指 数 

本年度指数（52/11) 

165 

139 

144 

194 

174 

172 

55.11一I 
（日本シーりング工業会） 

100 

比0 

170 

140 

100 

140 

0 

IS0 

0 

10045年 428 

44年= 100 

ラ 

50年 51年 52 - 53年 

注．貧金指電.02年IIト'78 1164 前年B用比2 2 苒出 

図一4 関連経済指標 

、、しは低落の傾向を示し，48/ 6 を100 

とした場合の52/1の対照指数は表-3の通りである。 

表-3に示すように，他の経済指標（図-4〕に比 

し，シーリング材販売価格と施工価格が著しく低位にお 

かれて、、る。混迷する過当競争と利益確保のしわ寄せ 

が，ともすれば,力の弱い下請業者に寄せられる結果, 

シーリング材の材工価格低迷の大さな要因となってお 

り, このことがメーカ・一および施工業者の経営を圧迫 

し，不振の最大のガンとなるにいたっている。 

3． む す び 

さる50年10月JIS A 5757 （建築用シーリング材の用途 

別性能）の示すように，シーリング材の耐久性の向上が 

強調され， 目下進行中のJIS A5757 に基づく商品認定 

孤案の作成， JASS8 のシーリ ング工事の改訂など， 

紆余曲折はあっても，建築技術の革新に対応できるシー 

リング材の性能に目標を与え，それに伴う施工法の作成 

にある。 

メ・ーカー各社は過当競争と不況のさ中にあって,不断 

の努力と研究を重ね，この新しい時代の要請に対応しよ 

うとしている。 

春の萌しとともに新しい芽を出してゆく路傍の雑算の 

ように力強く生き続けてゆかねばならないが，シーりソ 

グ材が混迷の中から，この新時代に正しく対応し，新し 

い意欲をかき立てるには, まず，第一に価格の回復と正 

い、評価がもっとt大切なことである。 

業界自体の自制はもちろんであるが，ユーザー各位の 

深いこ理解を切望してやまない。 
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目と耳と肌で感じたい 

まだ普さの残る9月12日東京国際空港を後に，北米に 

、何か．を求めて約2週間の旅をしてきました。今回の 

旅は「シーリングジャーナル」 「防水ジャーナル」でお 

なじみの新樹社主催，全国防水工事業団体連合会後援に 

よるもので，名称は昭和52年度「第1次北米建築・防水 

技術調査団山 団長はこの旅行中ワシントンで開かれた 

国際防水シンポジウムの冒頭「日木の防水事情」につ、、 

て講演された小池迪夫氏（東京工業大学助教授）ほか一 

行15名であります。メンパーは防水材・シーリング材の 

メ・ーカーおよび工事店で構成されており，調査内容も防 

水材関係，シーリング材関係および住宅関係に分れて、、 

ます。訪問先は，羽田からサンフランシスコ～シカゴ～ 

クリープランド～トロント～ナイアガラ～ニューョーク 

～トレントン～フィラデルフィア～ワシントン～ロサン 

ゼルス～ホノルル～羽田と丁度北米の西側と北東を見た 

感じになります。北米について “何か． を話すにして 

は, 日本の25倍という広大な面積をもつアメりカのほん 

の一部を見たに過ぎませんが，ビル建築に使用されるシ 

ーリング材の調査としては，一応全米Na I のニューョー 

ク，ぬ2のシカゴおよび西海岸の代表でぬ3の口サンゼ 

日本シーリソグ工集会技衛委員長 

請浜ゴム（株）工巣品事業部商品開発本部参与 
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出発前の調査団ー行。（羽田空港で） 

ルスまたカナダの代表的都市トロントが入っていること 

により，ほぼ北米の一般的事情を網羅したといえるので 

はないかと思います。また「北米に何かを求めて／」の 

意味は,すでに諸先生，諸先輩の方々が北米およびョー 

ロッパのシーリング事情について十分視察され，話され 

ておりますが，長年このシーリング材に携わってきたー 

員として，実際に自分の目で，耳で, また肌で感じ確認 

したいということと同時に,何か今まで聞いたことより 

新しいことがあるのではないか？という期待をこめてお 

ります。また私の今回見てきたこと,聞、、てきたことが 

幾らかでも,ユーザー並びにシーリング業界のために役 

に立てば幸と存じます。 

1． サンフランシスコ 

(1）フォスター市の住宅事情 

サンフランシスコ市に入る前に，私たち一・行は空港に 



近い新興住宅都市「フォスター市」を視察しました。こ 

の市はサンフランシスコ郊外の海岸埋立地にベッドタウ 

ンとして建設されたもので，1960年より実施され現在完 

成に近づいているとのことです。建物としては1戸建， 

連棟住宅（4戸建）,マンション風などがあり，木造建築 

が主体でツーバイフォー（2X4 ）をとり入れて、、ま 

す。外装は木板またはリシン吹付ポード張りで，内装は 

石綿系ボードにクロス張りがほとんどです。ツ・ーバイフ 

ォー構法では床および壁に接着剤を併用しており，その 

目的は構造強度と、、うよりも，板のきしみを止めるため 

とのことです。住宅の価格は1960年（当初）では約3万 

ドルであり，現在では10--'15万ドルの高級庭付1戸建 

で, 20 o30年の月賦払いとのことで,部屋数8 -10室に 

高級家具および附帯設備付のすばらしい建物です。また 

この住宅工事は専門職種別の流れ作業で3カ月で1戸完 

成するとのことであり,大エさんのエ賃は35時間／週労 

働で約10-44万円／週とのことです。 

（シーリング，防水職人のエ賃は5 -40万円／週位） 

境にはないようです。 

2． シ カ ゴ 

シカゴ市では全米でも一流の設計事務所スキッドモア 

・オーイングス・アンド・メリルを訪問し，北米におけ 

るシーリング事情を入手することができました。また市 

内の高層建物の視察では建築に詳しい案内者によって観 

察を深めることができました。 

(1）スキッドモア‘オーイングス・アソド・メリル設 

計事務所のシーリング事情（Skidmore Owings & 

Merrill) 

この設計事務所は所員300名I ほかに大型プロジェク 

ト400名がおり，クェート，エジプトおよびシカゴなど 

の仕事をしているとのことです。ここでは日本人所員が 

数人活躍しており，この人たちの案内で所内をくまなく 

見学することができました。 

イ，保証については，屋根防水（ルーフィング）で 

10年間保証を仕様にしており,材料メーカーとの間にと 

りかわすとのことで，シ・ーリング材については保証の仕 

様はないとのことです。ただし6 - 7年が部分補修を必 

要とするメンテナンスの時期と考えられており, この調 

査および管理は設計事務所の工事監理部門が行うとのこ 

とです。 

ロ，現在使用しているシーリング材については， 

01成J）型ポリウレタンおよびモデファイ ドウレタン 

o2成分型ポリウレタン 

02成分型ポリサルファイド 

ol成分型ポリサルファイド 

ol成分型シリコーン（低および高モジュラスタイプ） 

があり, メーカーの技術データーを参考にして材料の品 

質を判断し使用しているとのことで, また使用後はエ事 

監理部門のチュックにより設計部門にフィードバックさ 

れ,その使用経験にもとづいて再選定を行うとのことで 

あります。通常」外部の目地ではポリウレタン，ポリサ 

ルファイ ド」 シリコーン（1成分型）のうち2種類以上 

の材料を部位別に使用しているとのことで，例えばイン 

ラッド・スチールビルにおいては次のようにシ・ーリング 

材を使い分けています。 

oP C 目地 ポリウレタン 

。メタル目地 横目地 1 成分型低モジュラスシ 

リコーン 

'J
' 

「抑 

・J
‘一 

~ 

フォスターシティの郊外団地の現場で。 

(2）サソフランシスコの建物 

サンフランシスコ市は北から流れてくる寒流のため夏 

でも涼しく, また冬はそれほど寒くなく年間の温度差が 

小さい所で，降雨量も日本の％位であり，建物の防水・ 

シーリングにとって有利な環境といえます。そのため防 

水は簡単なアスファルト系砂付ルーフィングがほとんど 

で，またシーリング材に関しても見た感じではどこにあ 

るのかわからないような状況であり，建物全体としては 

純粋なメタルカーテンウォールは少なく，PC カーテン 

ウォ～ルおよびRC造りが主体で,サッシはPCおよび 

RC にはさまれた縦および横の連層ものがほとんどで 

す。従って，シーリング材にとって」あまりきびしい環 

一51ー 



縦目地 ボリサルファイド 

。床目地 ポリウレタン 

。ガラス目地 グレ・ージングテープおよびゴムガス 

ケット （ただし，ガラス端部に不定 

型シーリング材を使用する。） 

ハ．水密・風圧・耐震については特に一般的仕様と 

して定めている基準はなく，各状況に応じて，そのつど 

決めているとのことです。ただし,一般的に行われて、、 

ることは次のようなフロリダテストであります。 

温度条件，結露条件（二重ガラスの場合）,風圧条件, 

水密条件を決めて動的テスト （プロペラによる）および 

静的テスト（減圧装置による）を行う。 

例えば，室内圧力100-15(）電ノ耐(20 -'30ポンドノフィ 

ート2 ）で漏水しないこと（安全率1.5倍）。 

構造テスト （強度テスト）はその地域の風力の最高お 

よび建築基準法によって決められ，体験データーに安全 

係数を掛けているとのこと。 

ニ．シーリング構法については，1 次シール，排水 

装此（経路）, 2次シールのツー・シール・システムを 

採用しており，外壁もガラス廻りも同様の構法で，1 次 

シールは雨水の進入を防ぐ役目ですが，入った場合には 

排水し，2次シールで気密および入った水の室内への進 

入を防ぐとの考え方です。また1次シールには不定型シ 

ーリング材およびガスケット，グレージングテープを使 

用し，2次シールは全て不定型シーリング材とのことで 

あります。そして外部側オープンの場合も内部には不定 

型シーリング材を使用しており，その例としてはシカゴ 

プラザビルとのことです。 

(2）アスファルト防水材メーカーによる説明 

シカゴでは，アスファルト防水材メーカーのユニロイ 

ヤル （Uniroyal Construction Products） とコッパーズ 

(Koppers Architectural and Construction Materials) 

のスライドによる説明を聞きました。全米ではアスフ7 

ルト防水が90％でほとんど断熱構法とのことです。 

(8）シカゴの建物 

シカゴ市はニューョーク市に次ぐ全米第2の都市だけ 

に高層ビルも多く，また高さにおいても世界Nalのシア 

ーズタワ・ーピル（443 m 11o階建で世界貿易センターより 

少し高い），ぬ4のスタンダードオイルピル（誕6m8(〕階 

建であるが階高が大きい）施5のジョンハンコックピル 
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(100階建） などがあり，スチールカーテンウォールが 

目立ちました。 
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代表としてはス 
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低層部の裾が拡がっている所は，新宿の安田火災本社ビ 

ルと同じであり，他にも円型2棟建の多目的ビルである 

マリーナ・シディ・ビル（PCカーテンウォール60階建） 

また変則円型のレイク・ポイント・タワービル（70階建 

ガラスと鋼鉄のビル）があり，バラエティーに富んだ現 

代建築群であります。ジョンハンコックビルでは，狭、、 

目地（8 -10x）の中でシーリング材が切断しているの 

が観察されました。シカゴ市の環境は，ニューョーク， 

トロントと同様に過去200年の間地震がないとのこと 

で，建物の構造設計においても耐震をあまり考慮する必 

要がないことです。また気温は低温側がきびしく，夏は 

涼しい位ですが，湖から吹き上げる風雨にさらされて、、 

ます。アメリカのFederal Spec（フュデラルスペック） 

はシカゴ,ニューョークの環境をもとにつくられている 

と推察されます。 
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3， クリーブランド 

(1）トレムコ社訪問 

トレムコ社はクリーブランド市に本社を置く防水材ー 

シーリング材の専門メーカーで，シカゴ，ニューョーク 

カナダ（トロント）など北東部に市場をもち年間売上200 

億円を越す全米でも有数のトップランクメーカーとのこ 

とです。 

イ．シーリング材についての説明 

①シーリング材の歴史 

1930年代はガラスパテなどが中心に使用されていまし 

たが，1940年からシーリング材の研究が発達し,現在約 

20種類のシーリング材が存在しています。またアルミカ 

ーテンウォールの出現により部材間の動きが大きくなっ 

たため，ゴム状シーリング材や定型のグレ・ージングテー 

ブをより必要とされ,グレ・ージングテ・ープの例では, ロ 

イヤル・バンク・ピルのゴールドガラス， ミラーガラス 

の廻りに使用され,風洞テストで71m/se】の風速に耐え 

ることが実証されています。現在では,各種シーリング材 

が被着材および部位別に使い分けられ，構法もツーシ・ー 

ルシステム（レインスクリーン構法）が通常であります。 

②シーリング材の一般的性状 

a ）温度条件は物性の劣化に対して非常に大きな影 

響を与える要素である。 

b )紫外線はシーリング材の表面のみに影響を与え 

るが,動きのあるジョイソトでは，これからキレツに発 

展し，長期間の動きの繰り返しによってキレツは深くな 

っていく。ただしガラス越Lの紫外線に対する接着性へ 

の影響は大きい。 

C ）オゾンはポリマーコンテントが低いと影響が大 

きく,ハイコソテントでは少ない。またオゾンのキレツ 

は応カの方向に対して直角に生じる。 

d）シーりング材に対する動きの影響が大きいのは 

圧縮応力の方向であり，剪断応力の方向が最も小さい。 

e )低モジュラスシーリング材は界面に与える応力 

が低いため接着不良を生じ難く，動きに対しては追随し 

易く，疲労も小さい。ただし低ポリマーコソテントでは 

別の問題を生じる。 

f )動さの大さい目地では,独立気泡のポリェチレ 

ンスポンジをパックアップ材として使用し,必ず30影圧 

縮して使用しなけれぱならない。それは硬化中の動きに 

対して追随性を維持するためである。 

③一般に使用されている各種シーリング材の性状 

a）アクリルシーリング材 

溶剤タイプとラテックスタイプがあり，プライマーの 

いらないシーリング材である。溶剤タイプは難しい被着 

面に対してもプライマーなLで良好な接着性を示す。こ 

のシーリング材の長期許容伸縮率は士7.5-15％で配合 

によって異なる。1959年に市場に出て以来，世界でも多 

く使用されており，主な用途は窓廻りのコーキング（サ 

ッシ～コンクリート）」 ガラス廻りのシーリソグ （サッ 

シ内部のガラス端部におけるシール）および室内外のエ 

アーシール,固定サッシ間のジョイントなどである。 

b ）ボリサルファイドシーーリング材（2成分型う 

アメリカで造られた最初の合成ゴムで, 1950年に建築 

業界に導入された。このシーリング材は士25彩の動きに 

追随でき，ガラス，メタルに良く接着し，コソクリート 

にもプライマーの使用によって良好である。1成分型は 

数年前からよく使用されており‘それは混合しなくてよ 

、、ことのためである。しかし1成分型は硬化が遅く，初 

期の皮膜形成を早めるために散水または濡れ仕Lげが必 

要とされ，またこの問題は大きい商業ビルで1ま動きの許 

容性が2成分型より悪いために, 1 成分型の使用をさま 

たげている。 

C）シリコ・ーンシーリング材（1.成分型） 

シリコーンシーリング材は1950年以後に導入されて、、 

るが，建築マーケットでは比較的新参者である。しかし 

低モジュラスシリコーンの導入により過去3年の間に多 

量に使われるようになった。そしてこの低モジュラスシ 

リコーンは接着性が改善されてアルミ，ガラスに対して 

プライマーーなしで良好な接着性を示す。しかしながら石 

造建築の被着面に対してはプライマーを使用しても問題 

が残っている。動きに対しては土25形ある、、はそれ以上 

の許容性がある。シリコーンはガラス～ガラスのシーリ 

ングでは最もよく使用される。そしてガラス周囲のシー 

リング材として, またメタル～メタルのシーリング材と 

して使用されている。シリコーンについての良いところ 

は大抵の温度条件で使用できることであるが，一般的に 

は他の弾性シーりソグ材より高価で，また大抵の被着面 

にプライマーを必要とする。仕様に決められて、、るた 

め，シリコーンシーリング材を選択する場合には注意し 
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て着手すべきである。 

d） ウレタンシーリソグ材（2成分型） 

ウレタンは過去5年の間によりポピュラーになったシ 

ーリング材で，性質は配合によって非常に広い範囲で変 

化することがでさる。これらは丈夫で耐摩性のよいゴム 

状シーリソグ材で士25彩以内の範囲で動きに追随でき， 

窓およびカーテンウォールの使用に選定する時は，ガラ 

スを含む使用では注意しなければならない。配合によっ 

てはガラス越しの紫外線によってガラス面の接着性が低 

下する。 

e）プチルシーリング材 

ブチルシーリング材は溶剤の揮発によって硬化する。 

そして小さな動きのジョイントにシールされる。1 成分 

型のシーリング材で木，メタル，ガラス，コソクリート 

にプライマーなしで良好に接着する。しかし収縮が大き 

いことを知って使わなければならない。主な用途は固定 

メタルジョイソトのシール，ネオプレンまたは他のガス 

ケットと接触するジョイントに併用する。ブチルはネオ 

プレンとよく密着する。 

f ）ボリエポキサイドウレタン（2成分型） 

このシーリング材はェポキシの接着性とポリウレタン 

のゴム状性質を組み合わせたもので，低モジュラスシー 

リング材である。1966年に初めて導入されており，この 

ポリマーの長所は低層から高層までの建築物に広く受け 

入れられていることである。このシーリング材の特微は 

プライマーなしで各種被着面に接着し,圧縮セットが小 

さく，圧縮25%～伸長40％の動きに追随でさることであ 

る。 

註1）士25％の動きに対して追随できるとの表現はFederal Spec の繰 

返しテストの士25%に対応できるからとの理由によっており， 実際との関 

連については明らかでない。 
註2）プライマーなしで良く接着するとの表税はアメりカにおける判定 

規準であり, 日本の判定規準と有意差がある。 

④ツーシールシステムと実際例 

ツーシールシステムとは1次シール（タ陪βシール） と 

2次シール（内部シール）の空間は外部の圧力と等圧に 

すべきであるとの理論に基づいており，2次シールによ 

って気密（エアータイト）を保持するとの構法である。 

1 次シールは排水穴を持っており，レインスクリーンと 

呼び, 2次シールはユアースクリーンと呼んでいる。 

実例としては，ニューョークの世界貿易センタービル 

( iio階建I 109階建）をあげることができ，タ陪βはガス 

ケット，内部はシーリング材である。またシカゴのスタ 

ンダードオイルビルはツーシールとワンシールの使い分 

けで，大理石～大理石および大理石～アルミサッシはワ 

ンシステム，ガラス～サッシはグレージングテープ,ガ 

スケットとシーリング材とのツ・ーシステムである。 
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4． ト ロ ン ト 

トロントはカナダ第2の都市で高層ビルも多く，さら 

に世界一高いCNタワーがあります。 

(i)CNタワーについて 

このCNタワーは1815フィート（約540m）の高さでI 

展望台の位置でも東京タワーのトップより高い所にあり 

カナダ国鉄，カナダ大平洋鉄道，カナダ放送の共同にて 

建設されており, シーリングについてはセソチネル・ア 

ルミ会社とトレムコ社との共同にて進められた。ガラス 

目地,サッシ目地ともツーシールシステムで，事前に各 

種の試験が行われた。 

イ，風洞試験はフロリダにある北米最高の建築研究 

所で動的，静的試験が1973- 6年までの間継続して行わ 

れた。風圧は過去200年の最高である190 マイルノアワー 

(88m/sec, 500kgノげ ）で行われ，水密試験も併行され 

たが漏水を生じなかったとのことである。また耐震試験 

は行われず，スイスの専門家の診断では，ジャンボジェ 

ット機が衝突してもタワーは倒れないとのことである。 

ロ，断熱構造としては金属構造体も二重構造で,結 
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氷しないように設計されており，窓ガラスは外側熱線吸 

収ガラス使用のインシュレーショングラスである。 

ハ．その他の設備としては， 

①窓ガラスの自動洗浄機 

②鳥害を防ぐための電波発信装置 

③アィスィング装置 

④耐火装置 

⑥ェレペータ・ー故障時の非常階段 

⑥自殺防止装置 

などがある。 

5. ＝ューョーク 

(1）ニューョークの建物 

ニューョークでは建物の視察が中心で，特に世界貿易 

センター，国連ビルなどを訪間しました。さすがにニュ 

ーョークは全米ぬ1の都市だけに高層ビルが多く150m 

（約如階）以上のビルが約80棟あるとのことで，特にき 

わだっているのは，世界Na2, Na3の世界貿易センター 

ビルであり，その次が昔の世界N1であるエンパイアー 

ステートビル（現在ぬ6）であります。全体としては高 

層ビルの約半分はRC遭りおよび石張りの古い建物であ 

り，残りの半分のまた約半分がPCカーテンウォールで 

その残りで全体の％がメタルカーテンウォールとみるこ 

とができます。またメタルカーテンウォールもサッシ以 

外は全てガラスであり，ガラスカーテンウォールといっ 

た方が合うかも知れません。世界貿易センタービルは110 

階と109階の2棟からなり，いずれもアルミカーテンウ 

ォール（低層部分はステンレス）でありますが，・アルミ 

柱の伸縮部分にはシーリング材が見あたらずオーパーラ 

ップ（重ね合せ）になっているようです。ただし，この 

柱は3フロアー接統してあり，接統部は固定目地でエ場 

施工のポリサルファイドシーリング材を観察することが 

できました。しかし固定目地であるため目地幅は10-12 

％位と思われますが，異常はほとんど認められません。 

低層部のガラス目地には，ポリサルファイドらしきもの 

がマスキングテープなしで施工されたため，きたないイ“L 

上げが目立ちましたが,他のガラス目地は内外ともグレ 

ージングガスケットが使用されておりました。またニュ 

ーョーク市内で建築中のビルが2棟ありましたが,全体 

的には今後，ビルの立つ見込みがない感じです。2棟の 

うち1棟はメタルカーテンウォールの60階建もう1棟は 

響 

トレムコ社主催の歓迎レセプション 

騒 
チオコール社で担当者とデイスカッション 

誉慧考．” 

剥 

じ・墨癌：：豊理・1剖肥甘 こ‘竺’r・：・一：'"' 
- 

W
」し 
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ニューョークの超高層ビル群があるマンハッタン 

PC カーテンウォールであります。メタルカーテンウォ 

ールは低層ガラス目地およびサスペンジョンガラス目地 

に1成分型シリコーンを使用して、、ましたが，アルミパ 

ネル目地には縦横目地ともシーリング材は充填されず， 

オープンジョイントのように観察され，PC カーテンウ 

ォ・ールでは，PC 板にあらかじめ粘着ブチル付スポンジ 

の2次シールが貼り付けられており，日本の場合と同様 

と観察されました。 

6． トレントン 

(1）チオコール社訪間 

イ．チオコール社によるシーリング材の説明 
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①各種シーリソグ材の許容伸縮率 

( ）内はトレムコ社数値 

ポリサルフアイ ド1成分型 士25彩 

ii 2成分型 “ (士 25形） 

シリコーン1成分型 ！I （士25％以上） 

シリコーv2成分型 

ポリウレタン1成分護旦 

ii 2成分型 “ （士25形以内） 

ポリメルカプタン 士15-20彩 

アクリル 士10%（士7. 5-15形） 

プチル 士5彩 

油性コーキング 

グレージングコーキング 

②各種シーリング材の区分 

a）動的追随性が士7彩以内のもの 

タイプ：油性コーキング，渥青質系，ポリブテン系 

ビニール系他 

価 格：2 --4ドル／ガロソ 

規 格: F S T T - C -598 b 

用 途；窓， ドアの内側，低層の集合住宅 

一重窓ガラスのうめ込み 

b )動的追随性が士15%以内のもの 

タイプ：ブチル系，アクリル系，ネオプレン系, ウ 

レタン系他 

価 格：4 -'6ドルノガロン 

規 格：FS TT -S-001657 ブチル 

19 G P16 アクリル 

19GP 5 

19GP15 

Iノ 

士20彫 

U 

H 

I! 

ウレタン 

用 途：表面に出ないかくされた目地,空げき充填 

材として，小さい動きの内部シール 

C ）動的追随性が士妬％以内のもの 

タイブ：ポリサルファイ ド, シリコーン,一部ウレ 

タン 

価 格：9 -45ドルノガロン 

規 格 ANSI 116 la 

l2 成分型用 
FS TT -S --00227J 

F S T T - S -00230 (All Type) 1 成分 

型用 

19GP 9 シリコ・ーソ 

19GP15 ウレタン 

FS TT -S-001543 シリコ・ーン 

ユ9GP13 ポリサルファイド 

19GP 3 

用 途：動さの大さい目地（ワーキングジョ イ ン 

ト）＝プール，二重ガラスのシール（ポリ 

サルファイド） 窓廻りシール，歩行用目 

地（ウレタン） 

③北米におけるシーリング材の市場占拠率について 

ポリサルフ7イド…35% 

シリコーン 20-25%（ただし，2成分型は 

ほとんど使用されていない） 

ポリウレタソ 、 

アクリル 

その他 」 
④良好なシーリングエ事のために不可欠の条件 

U）下地の状況 

b）設計条件 

C）技術デ,ーター（材料の） 

d）オーナー,設計，GCなどのチームワ・ーク 

7． ワシントン 

(1）全米住宅建材センター（N A H B ）訪問 

このセンターは住宅建設業者 （大半は中小企業），住 

宅ローン業者（金融），建材業者,住宅機器業省から構成 

されており，年間約150万戸の1戸建木造住宅を建設し， 

土地の開発，造成も行っているとのことです。住宅防水 

については，ホームビルダーがアスファルト系シングル 

防水，フラッシング，コーキング,地下防水など行って 

おり，またハウスの断熱については，ファイバーグラス 

約9 Ca厚を使用しており，ガラスはストームガラスまた 

は断熱ガラス（二重ガラス） とのことです。1 戸建に木 

造がほとんどなのは木造を好むからで,例えばH本で使 

用されているPC造りでは, さらに内装に二重に木造を 

必要とするため使われないとのことであります。構造物 

は10年間の保証付で，ビルダ・一が保険によって保証して 

おりその他の部分は1年間の保証，屋根防水はシングル 

の製造業者が保証しているとのことです。ここでの1戸 

当りの価格は4万5千ドルが平均で, ワシントソでは6 

万ドル以上とのことですが，先のサンフランシスコのフ 

ォスター市の10---15万ドルの高級住宅よりは大部普及品 
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と、、うことになります。 

(2）国際防水シンポジウムへの参加 

このシンポジウムは，防水に関する現在までの最大規 

模の会議とのことで,世界30余力国から約600人の教授 

建築家，防水業者が集合し, 3 日間にわたって発表や質 

疑が行われた。小池団長は第lH目の2番目に講演をさ 

れ，盛大な拍手を受けた。会議の内容はほとんどアスフ 

プルト系防水が主体で塗膜防水についてはわずかしか触 

れられていない。このシンポジウムでは，特に開催者側 

の好意で日本語の同時通訳が行われました（通訳は同行 

の藤丸氏）。 

(3）ワシントン市内の防水現場 

米国有数の防水業者プロスペクト社 （Prospect 

Industries) の案内で，憲兵隊オフィスの屋上防水（ア 

スフ7ルトフェルト3枚鎧張り） と動物園の地下駐車場 

屋根防水（アスファルト冷工法）の2つの現場を視察し 

ました。規模がそれほど大きなものではありませんでし 

たので，残念ながら機械力を躯使した」いわゆるアメリ 

カ的な現場の様子は見ることができませんでした。 

8． 口サンゼルス 

(1）ロサンゼルスの建物 

ロサンゼルスはニューョーク, シカゴに次いで高層ビ 

ルが多い方といえます。しかしここでは訪間予定がな、、 

ため，技術的情報があまり得られなかったのは残念であ 

り，特にアメリカにおいて地震があるのは西海岸側（ロ 

サンゼルスなど）であるので,耐震テスト関係の情報を 

知りたかった所であります。 

9 ホ ノ ル ル 

(1)ホノルルの建物 

ホノルル市の建物およびワィキキ海岸の建物なども高 

層ビルでありますが,ほとんどがRC造りで，PC カー 

テンウォールはわずかしか見当りませんでした。 

考察的まとめ 

今まで各地区の建物の様子および設計事務所，シーリ 

グ材メーカー，原料メーカーなどの説明について書いて 

きましたが,最後にアメリカのシーリング事情について 

の考察的まとめを行いたいと思います。 

北米におけるシーリソグ材およびシ・ーりング構法を考 

察する時，常に念頭に置かなければならないことが2つ 

あります。1 つは北米と日本との環境の違いでありま 

す。それは，日本は地震，台風，多い雨量,大きい温度 

差など4つの条件が非常にきびしい状況であり，北米て’ 

は地震がある所は気候温暖で雨量は少なく，また温度差 

があって風雨がある所は地震がないというように日本よ 

りは常にゆるやかな条件にあることです。もうーつは工 

事をあまり信頼していないということです。これは,北 

米の職人組合であるユニオンショップ制度のためと，職 

人の人種的問題とも関連しているようです。したがって 

工事があまり信頼出来ないため, シーリソグ材としては 

2成分型よりI成分型の方向へ,また2成分型でも混合 

し易い材料へと移行し，一方接着性においてもブライマ 

ーーを塗布しないですむシーリング材，すなわちプライマ 

ーなしの接着性の向Eをねらっています。今までの説明 

の中で2成分型シりコーンが出てこなかったのはこのた 

めです。またアメリカから輪入された製品がプライマー 

なしで接着すると書いてあるのもこのためです。しかし 

日本の現在の接着性判定規準では，アメリカがよしとし 

ている接着性程度では通用致しません。それは考え方の 

違いでもあり，またプライマーなしの接着が長期間の耐 

久性を維持するのはいかに難しいかを物語っており ま 

す。したがって,アメリカでは工事が信頼できな、、， 

接着性はある程度しかないということで，タ陪βの1次シ 

ールだけに頼るのではなく,排水装置プラス2次シ・ー)レ 

という構法がより必要であったということがいえます。 

では，日本はどうかと振りかえりますと, シーリング 

材料およびエ事に100点が要求されています。確かに日 

本は北米に比べれば，プライマーの研究もシーリング工 

事の能カも非常に高いレベルにあります。これは北米の 

人間も認めている所です。しかし,現在の環境の中で常 

に100点をとれるとは限りません。もちろん材料もエ事 

もまた環境（設計条件および現場条件） も常に改善する 

努力が重要であり，外部1次シールで出来るだけ長期間 

維持するのが理想でありますが，一方北米におけるツー 

シールシステムの合理性を見習って行かなけれぱならな 

いと感じた次第であります。 

後記 最後に調査団長の小池先生,同時通訳兼引率者 

の藤丸氏，主催者の新樹社および訪問先のトレムコ社， 

チオコール社他各社に誌面をかりて感謝の意を表する次 

第であります。 
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建築用シーリング材の標準色決定について 

建築用シーリング材の色は従来統一されておらず、 

建物の設計者あるいはシーリング施工々事の発注者が 

主として建物全体の外観を損わないように、各シ・ーリ 

ング材メーカーが標準化している製品の中から、ある 

いは必要に応じて特注色という形で選定され、使用さ 

れてきた。 

しかし、メーカーのきめている標準色は、品質、性 

能が十分検討されたうえで設定されているが、シリコ 

ーン、ポリサルファイ ド、ウレタンといったシーリン 

グ材の種類によっては、技術的な面からも色の選定は 

制限され、さらに使用者の側からみれば各メーカーに 

より色及び呼称の不統一からくる色の選択の不便があ 

った。また、メーカー側からすれば、色を統一するこ 

とにより、品種の統合整理、生産の効率化、品質管理 

の維持向Lが可能となる。 

こういった現状を踏まえて日本シーリング工業会では、 

現状の技術レベルで可能な範囲での各素材共通の標準 

色を設け、色と呼称の統一を計る目的で昭和49年に表 

1 に示すような現状調査を行った。 また標準色以外の 

特注色は全体の5％と推定された。 

表I 建築用シーリング材の色と比率 

色 販売高比率％ 

プ ラ ッ ク 15.0 

グ レ イ 36.6 

プラウン、アンバ―等 21.6 

ホ ワ イ ト 13. 0 

ク リ ア 3.3 

アイポリー、クリーム他 ' 

シ ル ノぐ ー 3.2 

赤 他 3.2 

注）昭49-9 日本シーりング工業会調査 

表2 共通標準色及び基材別標準色 

この結果をもとに日本シーリング工業会では、日木 

色彩研究所の応援を求め、加盟各社の標準色を解析し 

工業会としての基本色を定め、各社での十分な検討を 

経て、今回表2 に示す標準色及び限界色の基準値を設 

定するに至った。 

標準色はJ I S Z8721にて解説されている通り、「色 

調」 「明るさ」 「あざやかさ」 の三つの属性を表わす 

「色相」 「明度」 「彩度」をそれぞれ記号化し、色相、 

明度、彩度の順に、例えばブラウンの場合、7,5Y R45 

ノ3 .5と表示されている。建築用シーリング材の色には 

当然、ある範囲で色の変化が許容されるので、実用上 

支障のない範囲で表3 に示すように限界値が設定され 

た。 

H本シーリング工業会では会貝各メーカーの準備お 

よびユーザーへのPR期間を半年間と定め、実施開始 

を昭和53年4 月よりとしている。 

今後ユーザーの御協力を得ながら建築用シーリング 

材の標準色の設定を通じて、品質の維持、向上及び生 

産の効率化を計って行く計画である。 

表3 標準色および限界色の基準値 

色 名 標 準 色 
限 界 色 

色相 明度 彩度 

ブ ラ ウ ン 7.5 Y R 4.5/3.5 士1.0 士0.5 士0.5 

ダ－－クブラウン 7,5Y 113.0/1.5 士1.0 上0,5 士0.5 

ホ ワ イ ト N0 士1,0 -0.5 1 以下 

グ レ ー N5.5 土1.0 士05 1 以下 

プ ラ ン ク N1.5 ±2.5 +1.0 1 以下 

呼 称 （色名） ブラウン 
ダ ― ク 
ブラウン 

ホワイト グ レ ー ブラック ク リ ア ア
グ
 

ル
レ
 

「こ1
' 

注）2 
標準色 （記号） 

7.5Y 11
'5/3s 

11

.
5
 W

刀
 

NO 
- 

-

N5.5 NO.5 注）2 注）2 

ボリサル77 イ ド 0 0 0 C,) 

シ リ コ ー ン 0 0 0 0 （し 0 0 
「ソ レ タ ン 0

 
C) 

水性ア ク リ ル 0 0 

水 性 S B R 0 0 

プ チ ル 0 0 

油 性 0 

注〕l J I SZ8721の三属性表示記号による 
往）2 クリ7、アルミについては別途基準を定める 
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建築用シーリング材標準色 

ブラウン 

7.5 Y R 4. 5/3.5 

ダークブラウン 

7.5 YR 3.0/1 .5 

ホワイ ト 

N9 .0 

グレー 

N5 .5 

ブラック 

N 1 .5 

,. 

印刷インクの性質上、実際の色調とは異って見える場合もあります。 



三
「
ニ
三
三
三
二
三
三
三
三
三
三
三
」
三
三
－
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シー リ ン ク管理士制度につ、、て 

日本シーリソグ工業会が,昭和47年より発足させたシ 

ーリング管理士制度は,適切な材料研究と道義心にもと 

づくエ事管理の取組などの必要教育を受け，厳選され， 

毎年新知識の講習をくりかえし，現在434名が各地のシ 

ーリング防水工事の第一線で，施工管理の重責を担い, 

日夜奮闘されていることは誠に心強い次第であります。 

JAS S （日本建築学会j 建築工事標準仕様書）8防水 

工事，4節シーリング工事においても, この管理士によ 

るエ事管理の必要性をのべられていることは，よろこば 

しいことであります。 

2 シーリング管理士証明書 

認定番尋 A O00l ' ・‘ I 

所憲会事1名 rlしみ寺’ジy二げ手ご） I 

氏 名 ，」八 2 、 V抖 」 

生年月日TlI年 5 月 2B 日 L 
交村 昭和52 年 4 月 I 日 

有効昭加53 年3 月、31日― 

日本シーリングェ機」－二一 

●』鼻界記毎事磯に変更‘生じた鵬合には、直ち‘ .みl，のこI: 

2 級シーリング管理士証明証（第1号） 

有資格者は必ず常時携行することになっている 

当工業会といたしましては，会員メーカーから市場に 

供給される各種シーリング材が適所に正しく使用され， 

期待されている防水性能を発揮するためには,設計段階 

においては，ジョイントとシーリング材の相関性の検討 

を始め」適材の選択を経済性より優先されるよう願うも 

日木シーりング工業会検定委員長 

梅 本 禎 治 

のであります。 

従来，施工はシーリング材製造業者のエ事部門として 

発足した経緯をたどり，現在では製造業者と分野を分け 

専業の地位を確保していますu 設計段階で十分なる品質 

性能が評価され「適材」として採用されたとしても,施 

工段階で性能発揮のための工事管理がなおざりにされた 

場合におこるトラブルはシーリング材への信頼をいちじ 

るしく低下させるとともに，関係者に大きなこ迷惑をか 

ける結果となります。 

当工業会が認定する「シーリング管理士」の評価は， 

年を経るとともに高まり，現今では官公庁関係工事，著 

名建造物工事契約における必要資格となって、、ること 

は，その重要性が認められていると言っても過言ではな 

いといえます。当工業会としては,建造物の高層化と部 

材の多様化に対処するため，本制度のより充実と質的向 

上をめざし,本年度より従来のシーリング管理士を「2 

級」とし,改めてより高度で広範囲な管理能力を具備し 

た「1級シ・ーリング管理士」を養成しエ事管理に万全を 

期すべく諸準備をすすめています。 

[1・2級シーリング管理士」が高い道義心のもとに 

すぐれた知識をもってエ事管理に，メンテナンスサービ 

スに奉仕することによって,ひいてはシーりング業界の 

地位向上と発展に寄与することを信じて疑わないもので、 

あります。施工技能面では労働省職種認定による「シー 

リング防水技能士」が，昭和54年に誕生するのと相まC 

て，シーリンク二L事はより充実し」質的発展をとげるt 

のと期待しています。 
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「シーリング管理士」に関する規約および解説 

第 1 条 （目 的） 

「シーリング管理士」は，水密‘気密保持に関するシーリング材の重要性にかんがみ，設計施エを通 

じた技術の向上に併せて,業界の地位向上を図る目的のため， 日本シーリングエ業会（以下工業会と 

いう）が設けた資格制度のーつである。 

当工業会は，会則により，業界振興のため各種の事業を行なうことになっており, この制度もその一環であ 

り，本項は「シーリソグ管理士」制度の目的と根拠を明示している。 

第 2 条 （シーリング管理士の種類と職務） 

「シーリング管理士」は，ri級シ・ーリング管理士」ならびに「2級シーリング管理士」の2種類と 

する。 

ri級シーリング管理士」は，現場施工管到I-'b力を有し， シーリング材の性能・品質・施工方法に 

十分な知識ならびにシーリング材工事において，技術指導能力をそなえた者である。r2級シーリン 

グ管理士」は, シーリング工事において，技術指導能力を有し, シーリング材の性能・品質・施工 

方法について必要な知識をそなえた者である。 

本条項でシーリング管理士を:1-級シーリング管理士および2級シーリング管理士の2種類とし」それぞれの 

職務分掌を明確にしている。 

シーリング管理士を2種類設けたのは,本来シーリング管理士は,相当高度の現場施工管理能力と，施工能 

力を兼ね備えたものでなければならないが，また全般の施工技術の向上のためには，できるだけ多くのシー 

リング技能士に，技術知識修得の機会を与えるためである。現場の施工管理とは,施工前の段取り，工程管 

理，資材管理，安全管理など直接施工以外の種々の仕事である。シーリングエ事の技術指導とは，現場条件 

と使用材料の適否のコンサルタントを意味する。 

すなわち，各種材料の特徹に精通し，適材を適所に使われるよう設計者にアドバイスできなければならない。 

なお，能力があっても実行する意志の弱いものでは適当でないことはもちろんである。 

第 3 条 （シーリング管理士の認定） 

シーリング管理士検定委員会（以下検定委員会という）は第2条に基づき講習ならびに検定試験を 

毎年1回実施し，これに受講，合格したものをエ業会はシーリング管理士として認定する。 

シーリング管理士検定にあたり，エ業会の組織の一部として，シーリング管理士検定委員会を設置し,この 

委員会は，工業会の内部のみならず，広く外部の方々も含めて構成し，シ・ーリング管理士制度を権威ある充 

実したものにすることを目的とする。 

検定委員会は講習のカリキュラム，検定試験問題の作成，講習ならびに検定試験の推進, シーリング管理士 

の合否の判定を行なう。資格を与えられる者の条件として,検定委員会が行なう講習を受けることと，試験 

に合格することの二つが絶対条件である。 

第4 条 （受験資格） 

受験資格者は」 日本シ・ーリング工事業協会会員会社に属し，人格識見を有するもので所属する会社 

代表者の推薦を必要とする。 
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1級並びに2級シ・ーリング管理士の受験資格は下記とする。 

第1項 1 級シーリング管理士受験資格 

（イ）実務経験年数7年以上または2級管理士資格取得後3年以上の経験を有する者 

( )年齢は25歳以上の者 

(i') ゴンドラ運転の特別教育修了証所持者,特定化学物質等作業主任者の資格を有する者 

第2項 2級シーリング管理士受験資格 

H）実務経験年数3年以上を有する者 

（ロ） ゴンドラ運転の特別教育修了証所持者 

とくに本条において，受験資格者を日本シーリングI事業協会会員会社に所属するものと規定した理由は当 

工業会は同協会を唯一のシーリングエ事業団体と認め，同協会の自主認定制度が確立するまで当分の間，シ 

ーリング管理士制度を通じて同協会会員各社の中堅指導者を養成しようとするもので,特に対象者を同協会 

会員会社に所属するものに限定する。 

また本条で人格識見を規定にうたったのは，推せん者が最も判定しやすい位置にあることにより推せんの責 

任を促している。本条第1項および第2項で第2条に基づく1級および，2級シーリング管理士の職務遂行 

に必要な基礎的な資格を定めている。今後の問題として，国家認定の防水技能エが誕生した場合，防水技能 

士との資格調整のため本項に追加修正せられるべきものと考えられる。 

第 5 条 （資格の限定） 

「シーリソグ管理士」は， 日本シーリングエ事業協会会員会社に所属するものに限り, この名称を 

使用することが出来る。 

本条はシーリング管埋士の資格呼称の限界を示している。 

第 6 条 （資格の更改） 

シーリング管理士は2年毎に資格の更改を行なう。 

更改に際しては，検定委員会で定める技術向ヒを目的とする講習を受けねばならない。 

講習に不参加であったものは，一年間資格を停止し，次年度の講習を受けその資格を復活できるも 

のとする。資格停止者は速やかにシーリング管理士証明書をエ業会に返却しなければならない。 

資格停止者が次年度に講習を受けなかった場合は,その資格は取り消される。 

本条は資格取得後の技術修得を義務づけている，年々進歩する高分子化学技術に追随しなければならない。 

しかし資格取得者がやむ得ぬ理由により更改のための講習に受講できなかった場合の救済として次年度の受 

講によって資格復活の道を開いている。 

第 7 条 （シーリング管理士証明書の返却） 

シーリング管理士が所属する会社を退職する場合は速やかにシーリング管理士証明書をエ業会に返 

却しなければならない。 

第 8 条 （シーリング管理士証明書再交付申請） 

第7条によりシーリング管理士証明書をエ業会に返却したものが,新たにシーリング管理士の証明書 

の再交付を希望する場合は，改めて所属会社代表者の推薦書を付してエ業会に中請する事ができる。 
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－ 第 9 条 （シーリング管理士証明書の再交付） 

シーリング管理士証明書再交付申請を受けた場合，エ業会は所定の審査の上再交付する。 

前7 , 8 , 9条は, シーリング管理士制度運営について特に証明書の取扱いを具体的に定めている。この制 

度における資格は，個人のものか否かについては，多分に疑惑をはさむものも多いと考えられるが，制度そ 

のものが当工業会の責任において行われるものである限り，エ業会の趣旨に賛同する日本シーリングエ事業 

協会会員会社に所属するものを対象としており，それをはなれた場合は，この資格を行使する権利はないも 

のと解釈している。 

なお第8条の推せん者は，日本シーリングエ事業協会会員会社代表者であることは当然である。 

第10 条 （資格の取消し） 

「シーリング管理士」が不法行為などにより著しく体面を汚した場合はその資格を取消すことがで 

きるものとする。 

本条は,資格剥奪について定めているが,不法行為とは次のようなものをいう。 

H） 管理士の資格を行使してI 管理士にあるまじき不法行為（例えば明らかな本人の技術上のミスおよび 

怠慢などによろ欠陥作業，施工基準,安全郵隼などを無視した行為）などにより第三者に損害を与え， 

あるいはエ業会に迷惑をおよぼした場合。 

（ロ） 精神的,肉体的欠陥などにより準禁治産または禁治産者などの宣告をうけた場合。 

(,') 反社会的行為などにより，法律に違反して起訴され，罰せられた場合。 

体面とは，エ業会が制定したシーリング管理士としての体面をい、、ひいてはエ業会全体の体面をいう。 

第11条 （資格者への特典） 

シーリング管理士資格者はエ業会が発行する 「シーリング誌」 その他に掲載し，シーリング関係業 

界にPRを行なう。 

本条は資格者への特典としてエ業会が，シーリング関係業界に種々の機会をとらえ，シーリング管理士制度 

のPRを行ない」 シーリング管理士が有利になるよう努める。 

口本シーリング工事業協会ならびにシーリング管理士所属事業主もシーリング管理士にふさわしい権限と特 

典を与えられることを希望する。 

第12 条 （その他の事項） 

前各条の外，運営上必要な細部事項については別に定める。 

本項は,エ業会における本制度運営に必要な細部基準を内規で定めることにしている。内規の内容はおおむ 

ね次のようなものである。 

(1） テキストの作成に関するもの。 （引 受験申請に関するもの。 

(2） 講習会に関するもの。 (6） 管理士名簿（台帳）に関するもの。 

(2） 試験に関するもの。 (7） 管理士再訓練に関するもの。 

(4） 認定書，証明書,バッヂに関するもの。 ⑧ 管理士の公報に関するもの。 

追補 新規約発効と同時に従来のシーリング管理士は新規約による2級シーリング管理士にこれを切替える。 

従来のシーリング管理士でゴンドラ運転の特別教有修了証を所持しないものは，新規約発効後1年以 

内に取得すること。 

従来のシーリング管理士資格の有効期限は,昭和52年3月31日までとする。 

本規約は昭和52年4月1日より発効とする。 
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2級シーリ ング管理士名簿 

東 京 地 区 

名 社
 

ア ノレ フ ァ 

会 社 名 

産業囲 

伊 藤 建 

石 黒 建 材 社 

日倉建材工業( ) 

協和シーリング工事（柵 

氏 

山本 勇」宮代 博，奏 達也,五十嵐勇，大滝満夫,宮下勝正 

島村初義 

石黒一司，石黒勝己 

臼倉基祐，小田垣春次，牧野喜久雄 

手塚 透，手塚 功，安達定雄 

木村元保，川又善行 

栗崎堅司,栗崎 守，池田宏造 

鈴木秀世，吉楽盛久，武藤彰啓 

内田鴇鵺，エ藤幸男，富永和徳，生野好美，エ藤富男，竹田剛士，富永亀朝，西守義 

治，久松 昭j 刑部孝造，甲斐廣昭,川端徳重 

五十嵐志郎,近藤 護,山村辰志 

鈴木裕二,桜井広英 

宇山松年，栗田達明，柏瀬謙一，横田秀清，金子博美 

土田善登 

玉木一雄 

三上正道，中山 昇，菅原廣志 

柳沢英雄，柴田 直，橋本 東，大和 博,柴田 裕，戸崎 進,小測信夫 

中里見昭義，倉田吉三，西潟秀男,小日向日出男，伴野時男, 中野 茂 

五味作之助,渡辺和夫，石垣政見 

渕上 正,坂元久光，児玉 勝,米満節夫 

宮崎 勲，田幡健一，佐川保嗣,石井正夫 

青島邦光，富岡茂夫 

渡辺昭悟 

須摩哲朗 

広瀬忠夫 

山田 猛，雫 安男，新野良樹 

福間繁芳 

中村允彦，木村芳孝,山田明宏，佐藤寿宏，村山美二，塚本 弘，中沢文隆・宮川文 

雄,雪入 毅，佐藤義政 

福山政隆，松田和彦,田爪千明，重松清木,鈴木芳夫，山本信春 

下之薗修 

佐藤 功，志田大三，横山健人 

広瀬啓二，室井幸雄,室井義春,木村正一 

折内 元，嶋崎裕一 

中島賢吉 

弾塚省吾 

北原寧久，吉無田泰長 

塚越利和,原田俊二，能登 始 

田代秀士，田代正明，田代留雄 

平沢敏男，平沢哲雄,石田 実，水越茂雄 

開
 

材
 

木 元 工 業 

開 栗 崎 工 業 

グローリー防水工業（周 

光 栄 工 業 姻 

圃
 

興 進 工 業 （株） 

囲工業技術研究所 

岡
 
囲
 
堂
 
ト
 
開
 
囲
 

事
 

業

業

 

ン

業

ユ

 

工
 
工

新

ラ

 工
 
雄
 

栄

和

 

シ
 
起

川

 
メ
 

山
 
三
 
囿
 
囲
 
清
 
セ
 
開 大 栄 興 業 

大 和 興 業 開 

高 萩 興 業 囲 

第一建材工業琳） 

中央建材工業囲 

東 邦 シ ー ル 囲 

東邦防水総業姻 

姻
 
業
 
株
 

業

産

業

 

工
 
福
 
工
 

田
 

丸
 

サ
 

細
 
囲
 
マ
 

匍マツダパラウォータ 

水
 
脚
 
囲
 
開
 

レ
 

防

業

 ノ
 
材
 

- 

形
 
工
 
シ
 
建
 

山

和

建

青

 

開
 
大
 
理
 
瀝
 
鹿住防水工業囲 

東 都 シ ー ル 制 

囲日本コーキング 

三 矢 興 産 囲 

（有） 田 代 工 業 

平沢コーキング工業（株） 
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名古屋支部 

会 社 名 

( )朝H コーキング 

石動コーキング圏 

エ イ ト 工 業 囲 

( 栗 原 

三信建材工業岡 

（株〕 志 水 化 工 

曲清谷商店名古屋 

ソ フ ラ ン シール（株） 

隆 志 建 工 （林） 

中央建材工業（排） 

大 信 工 

氏 

石田 隆，吉田久由，道家 諭 

三浦 忠,佐藤富士男,安川敏雄,萱原 寛,仁村 孝 

岡 智康，大久保安伸，木村次郎，木村龍雄 

栗原 弘，毛利邦彦,池田茂夫，今村邦夫，山下暗夫 

久米修己，竹下麻男 

小川雅也，栗戸 裕,石川富夫 

清谷貞行，川口輝男 

渡部 将 

大野隆正，尾藤 勝，加藤隆夫，大沢弘実 

伊藤 篤，児島正宜 

宮崎 進，徳永治夫 

朝倉英心，梅村 浩,石村静夫 

大田敏明，藤島陽治，高野光男，見角 弘，吉野憲－一，北村憲三 

竹田正始,林 隆英，竹田久次郎，野村慎哉,滝上次一，老松啓二 

西垣 栄，早矢仕修」平山 勲，浅井末義 

豊島秀雄，小林哲錙，河原昇一,川合久雄 

岡 志朗，五島政美,伊藤 栄,山崎清孝,守山朝台 

森 哲夫 

中村一音,笹野達臣,笹野伸也,中村 武 

百瀬秋彦,山岸 潔 

山口孝志 

村瀬光雄，村瀬 守,植村 覚，柴倉 誠，蓑島豊作 

井戸田勇，五島 一,小沢保明，吉川 満」五島稔勝，井戸 清 

岡本幸男，宮本宗勝，大滝幸雄 

望月啓司，野末不二男，小田勝久 

堀川信明，大木勝実，太田廣道 

業

脚

 ス
 
囲

岐

囲

 ン
 
行

店

 囲
 
開
 
醐

嶺

 囲
 
脚
 

物
ラ
子
 

業
メ
商
“
業
「
業
 

建

ガ

硝

名

工

 ル
 
材

）

産

」

 工
 

日

協

 田
 

ジ
 
ビ
 
建
 
コ
 
渡

屋

 

村
 

古
 

朝

丸

津

園

 フ
 
囲

森

中

石

名

 ラ
 

ム
 

セ
 

成
 

仙

興

ヒ

 

二
 

二
 

囲

不

不

 囲静岡コーキング工業 

大 阪 支 部 

会 社 名 氏 名 

沢田亮平，寺岡 保，秋山 哲 

上野幸二 

藤原彦久,金山満昭，菱田 稔I 佃 尚亮，藤原義彦 

坂中俊彦 

西原恵二， 

田井 修， 

水口峰彦 

山本 勇， 

佐藤幸保，小西睦男 

妻藤秀光 

小西秀夫 

益田憲司,松川光雄，西中一幸,山本武雄，矢野照典,矢野光男 

矢野健三，間瀬啓三 
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相田 修 

安芸増雄 

溝測 勇 

赤井和男， 

内田勝久， 

阪井敏夫， 

佐伯忠雄, 

伊藤昌宏， 

岸 勝美 

竹田征司， 

松山駿三， 

津川忠義, 

大西孝典， 

高木 修 

近藤次男 

大西利昭， 

横谷興彦 

所
 
囲

会

囲

 脚
 
ル
 
所
 
囲

会

 ル
 
囲
 
囲

材

 囲
 
翻
 
囲
 
囲
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商
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業
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」
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業
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“
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産

分

建

工

工

物

 

「
芸
サ
姦
轟
写
京
立
和
高
戸
和
大
幸
 

相

安

イ

 ェ 
大
 
囲
 
同

大

勝

囲

共

建

園

神

興

三

 三
 



木村 優，木村浩三,木村 隆，エ藤末喜 

歳川 博 

北川和弘 

和田司朗，緒方 隆，亀井一身」柳田喜世志 

松本文雄 

城内光男, 占市正臣,牧野昌之 

槌屋邦夫 

上田三朗，上田正義 

吉田 功，林 忠雄 

今井 知，相原義徳,板東正広，堀川剛光，山崎俊介 

大畑 稔,田中 健 

秋田隆男,橋本建造，藤倉謙二 

岡田城治,王 春彦，志水利達 

長谷部健，大田健治，横道哲幸,谷口忠文 

白髭 稔，新谷高雄 

岡部哲夫 

上田 弘 

山村博司，戸田隆司,三谷孝・一，岡田良平，飯田一己 

佐々木勉 

丸尾光弘 

野添博司」山本数人 

竹永郁二,西川英雄，松本俊大,天笠 靖，足立孝男,井ヒ信夫 

前垣内和年，嶋沢祐掀,杉野輝行 

原 良一，西村正二 

竹井 武 

西元照蔵，森田武司 

押川正利,山下正三 

宮本悦宏，宮木憲一 

紀の川進,山本正義，藤永典弘，笹崎幹雄，梅本 勇 

松下明男，松下文吉 

小林三千勝，橋本富美雄，小谷英昭，小坂田敬二,万代日出夫,森田敏信 

安野紘昭，中元幸弘 

山本五郎，山本雄志,堀川博節，平山正俊 

吉川博康，岩崎幸－▲ 

能沢正弘 

藤本利喜也 

三 洋 建 材 囲 

椎名コーキング商会 

嶋沢シーリンク‘商会 

昌 栄 建 材 

昌 光 産 業 

城 内 商 

津 シ ー 

m 大一防水工業 

開 大 協 建 材 

大信防水工業脚 

脚 大 日 建 産 

脚 テ ソ ジ ョ ウ 

園 東 光 商 会 

欄 東 洋 防 水 

囲
 
店
 
ル
 

摂
 

建瀝青工業醐 

脚
 
囲
 

業

業

 

工
 
工
 

添

東

 

日
 
日
 
日
 
口 本化成工業囲 

日 本三立産業(1 

日本シーラント工業囲 

脚ノゾェ技研工業 

白 洋 建 材 脚 

播 磨 商 会 

ノく ン ボ ー 工業(1 

美 星 工 業 囲 

富 士 化 成 工 業 

藤 

富十防水工業(ti) 

(ti) 豊 栄 シ ー ル 

松下防水工業所 

美 作 工 務 店 

入尾 コ ー キ ン グ 

醐 山 建 

( )吉川美装商事 

加 賀 屋 工 業 

松 田 商 店 

福 岡 支 部 

会 礼 名 氏 名 

大阪アルファ産業囲 

大 栄 開 

九州特殊工事(t 

昭 栄 工 業 (tti 

昭和 日 本化成卿 

テイバ化工九州販売囲 

篠原隆治 

井手尾靖彦,佐藤清春,時吉勝也 

竹下邦友，松村光章 

河野誠剛，木下一隆 

高津猛比古,出口良孝,吉川繁満，村山敏雄，嘉村 昇I 村田安利，福島則義 

富永 広 

青野隆明，青野博文，内布 汎,米坂和義 
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日本シーラント工業所 

（有） 野 田 工 業 所 

m 南九州ェービーシー商会 

（株） ム ト ウ 

竹内聖二,中村 碩 

竹ノ畑靖彦，野田恒忠，諏訪憲雄，荻野高美,江藤音輝 

浅谷二郎，渕脇修身,大野末雄 

武藤 貞I 楢原征雄 

迫田睦男，浜村満男 

山崎 一，藤谷善継 

囲

会

 

業

商

 

工

崎

 

崎

山

 

山
 
鋼
 

名 氏 

青山 厳 

阿村正昭，)」本満俊，森 清勲 

佐々木守 

宇治邦彦 

岡 実，舛田久夫，川本和敏 

小野田毅，加藤 孟 

澄川 昇，小野田真治,原 俊之 

海部 肇，海部信章,勝代伝三郎 

上川源治，谷岡卓爾 

神崎勲男 

久保正男 

林 利明,高山寿男 

米今達雄 

平川宜明，平川典明，山尾 厳，石井弘幸 

土居通雄 

長嶋隆良 

馬場吉光，福原克彦 

木村敦兆 

部
 

タ
ロ
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青

 岡サソゼオン防水工業所 

日 化 工 材 脚 

昭 和 工 業 開 

東中国防水工業（鍋 

岡 マ ル エ ス 工業 

中国特殊防水産業( ) 

( 三 洋 技 研 

園高知防水センター 

三和防水工業翻 

大阪アルファ産業柵 

旭 建 材 工 業 倒， 

大 和 防 水 脚 

ア イ シ ン工業囲 

丸福建材工業囲 

青 森 建 材 ( 

三和防水工業所 

北海道支部 

会 社 名 氏 名 

北海道タ イ ホー( ) 

( )シーリングサッポロ 

( ) 浜 建 

東洋防水工業囲 

北海コーキング囲 

佐 藤 研 究 所 

開北日本コーキンク’ 

岡 輝夫，佐藤健一郎,太田靖彦，鳴海忠義,長尾忠幸，加藤 忠，鈴木忠利 

堂野寿昭，堂野雅穂，長谷川良三 

下井 守，佐藤俊和，加藤隆弘 

小野寺寛 

斉藤浩一 

船瀬隆雄，佐藤和夫 

栗林 弘,池田博介 
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シーリング材をひっさげて 

構造物の水密・気密に挑戦する 

ニット・・・ポリマー 

し 

, 

。
 

ノ, 

( 

0 0 
, 

日東ポリマー工業株式会社 

0 
本 社 ・示660 尼崎 市琴 浦町 75一1 廿 (o6)418--7421 

本店．・営業所 )553 大阪市福島区吉野1 一41一2 費(06)448－・一7421 

東京営業所 志:135 東京都江東区平野町1 -6 -1 台 (03)643-5146 

尼 崎 工 場 ・序660 尼崎市大浜町2 - 5 - 1 " (06)417-7421 
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シーリング材にも「適材適所 
●耐久性が抜群のトーレ・シリコーン建築用シーラント。 

用途に応じてお選び下さい。 
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類をみない追従性と接着安定性にご注目ください。 

品 柵 SH780 SH7BI ~品 種 SH790 SR792 

成 分 型 I 成分型 ~成分型 ~成 分 型 1 成分型 2 成分型 

反応タイプ 無酸タイプ 酢酸タイプ 

特 長 
酸を発生しないので腐 

食性がない。 タックノ 

リー時賛が長い。 

接着力大。 
タックフリー時間が短 

し、り 

用 途 

ガラスまわり、りッシ 

まカり、」ンクリート 
モルタJレ、プレコン、大 

理石などの石灰質、木 

材．鉄、銅など。 

ガラスまわり、サッシ 
まわり、ガラス、タイル 

ホウロウなどや酸にお 

かされない金属類など 

の畑のなめらかなもの 

TO x'au 

5tIicone 

反応タイブ 

特 長 

無酸タイプ 無酸タイゾ 

低モジュラス、接着力 

大。 

低モジュラス。 

カーテンウォール目地 動きの大きな目地。 ま 

用 徐毒c、大きな動きの月－た深目地に最適・ 

☆包数も豊富にそろっていまf から、ご白おにおj巽ゾい乞だ；j 三‘“, 

トーし・コリコーン株武会社 
本店・吏京営業所 東京部甲央区日本橋室町 九州営業所 1' E L092 (712) 6158代表 

2 -8（三井ビ;t 6 号館】 仙台営業所 1' E L0222 (27) 9528代表 

TEI.03 (243)i551(- } 広鳥営業所 1' E L0822(49)78U代表 資事 

大阪営業所 TEL 06(373)-680lf 表 北陸営業所 T E L0762 (23) 1585代表 請求券 

名古屋営業所 T F: L052 (563) 3951f4 干葉営業所 T E L0436 (22) 5743代表 Si5.78. I 



 職業訓練技能検定制度の 

現況と今後の推移について 

（そ の 2) 

本 勇 

表－ -1 経過の概況 

1． 防水施工科技能検定試験の 

経過概況 

昨年本誌第14号て1ま,防水施工科の職業訓練および技 

年 月 備 

52年1月～4 月 全防連技能検定委員会，日シ協同委 
員会にて試験基準とその細目の原案 
作成（シーリング防水，モルタル防 

能検定制度の意義とその概要ならびに当日本シーリング 水） 

エ事業協会（以下日シ協と省略）の木制度に取組む姿勢 
52年5 月 上記基準とその細目案を検定課に提 

出，検討を願うとともに受験準備状 

現況などについてお知らせ申しました。今回は私どもの 
況の説明を行う。 

52年6月 ①シーリング防水（池袋開発センタ 
シーリング防水施工科の技能検定受験準備状況の推移を ーサンシャインビル） モルタル防水 

（赤坂某ビル）にて検定官立会いの実 
中心テーマとして報告させていただきます。 技現場検討会を実施 

昭和52年2月アスファルト防水業種の第1回技能検定 
②板橋職訓校にて塗膜，シート両防 
水業種の労働省主催により試行試験 

が終了， 3月にはわれわれ防水業界では引続き，おなじ 
が実施された。 

52年7月～8月 労働省中央審議会にてシーリンク与 
面防水系統ということで，塗膜防水 （ウレタン防水）, モルタル両防水業種の昭和53年度技 

能検定実施の可否が検討され,上記 
シート防水（合成ゴム系，塩ビ系の2種）の2防水業種 のことく実施決定となった。 

の技能検定実施を内示，52年8月末に省令第26号をもっ 主な委員会の活動内容は次のようなものですロ 

て上記2業種の実施が正式に官報に告示されました。し （ィ）技能検定試験基準範囲とその細目の衆知徹底 

たがって塗膜，シートの両業種は52年11月下旬実技試験 (i:i) 1 , 2級実技，学科問題の内部研究会,講習会の 

が実施されろことになりました。この間，当日シ協とし 実施 

ては，全防連協力のもとにモルタル防水業種とともに労 やり 地方自治体,検定協会，同業団体間との連絡と協 

働省技能検定課に対しI シーリソグ,モルタル両業種の 調 

技能検定実施推進方を懇請し，52年8月やっと上記業種 同 都道府県別受験者数の把握と整理,および試験実 

とも53年後期（表一1参照）実施の決定すとの内示を受 施方法の具体案の作成，実施のための予算措置 

けるにいたったのであります。顧みると足掛3年,待望 困 支部管轄内,技能検定推進実行委員会組織の結成 

の知らせとなったわけです。 および指導 

H 本部専門調査委員の選山 
2． 技能検定受験準備の概況 

2） 実技問題案の準備状況 

D 日シ協技能検定委員会の準備状況 日シ協では，後日選出を依頼されるための準備として 

日シ協は全国組織（東北地区を除く） 6支部制で,各 52年6月専門調査委員準備委員会を発足されました。 

支部に本委員会が組織されており，技術委員会と協力し 

て本部指導のもとに受験体制の準備を推進しています。 

日本シーリソグ工事業協会会長 

考
 

（委員長以下9名の構成である）委員中実技担当委員の 

検討により作成した実技問題第1次案を52年9月労働省 

検定課に提案し,保管の意見を聴取，再々度にわたり修 
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正し,現在最終案を作成中で，その内客の骨子は次のこ 

ときものである。 

（イ） 労働省検定課の指示による予算内で実施しうる試 

具とすること。 

（可 1 , 2級の技能格差の評価が明確であり，評価方 

法が公平かつ公正になしうる内容の問題であるこ 

と。 

H 施工所要時間は1級で2時間～2時間30分, 2級 

で2時間以内の問題とすること。 

( )被着体,充填材料はなるぺく実際現場状況に合致 

すること。案としては，被着体はアルミ （金属） 

ガラス，コンクリート系，石材系とし,使用材料 

としては, 2成う透！よりポリサルフ7 イド, 1 成 

分型よりシリコーンおよびアクリルの3種のシー 

リソグ材を採用した。 

3） 学科問題準備状況（内部講習模疑テスト用） 

52年8月，日シ協技能検定委員会において作成した。 

試験の範囲基準および細日案を労働省検定官に提出，検 

討審議をお願いした。52年9月同案が修正返戻され，専 

門調査準備委員会で再検討，52年10月再度労働省側に提 

出，一応了本受理され，後記する正式専門調査委員会に 

附されることとなうた。 

上記基準案は学科訓練の基本内容をもつもので,準備 

委員会では直ちに内部講習用学科問題作成作業に入り， 

52年12月これが完成，傘下各支部技能検定委員会に講習 

資料として配布を完了した。その内容の骨子は下記の道 

りであります。 

H ） 労働省認定防水施工教科書および試験基準の範囲 

およびその細目案に準じた全ての内容がもうらさ 

れていること。 

（ロ）試験基準の範囲の1項目に対し, 3間以上作成し 

数回テストできる内容としたこと。（評価につ、、 

て専門家の指導をいただいてある） 

4） 専門調査委員会組織の発足 

専門調査委員とは労働大臣の諮間機関である職業訓練 

中央審議会内におかれ，職業訓練基本計画および職訓， 

技能検定に関する専門的事項を調査する役割を担当す 

る。労働大臣の任命で非常勤国家公務員として任期は―・ 

応2カ年とされて、iる。 

具体的には前記した試験基準案と細目を検討して,実 

施のための官報告示を発令するまでの作業を担当するわ 

けです。 

52年9刀27日労働省職訓局長名をもって全防連を通 

じ，日シ協に対し技能系専門家として6名の選出依頼が 

あり，52年10月20日前記専門準備委員中より, 6名を委 

嘱選出しました。 

53年1月以降本作業に入り，試験実施期には試験検定 

官として委嘱されるようである。 

5） 今後のスケジュール予定表 

予 定年 月 

53年1月～3月 

5月～6月 

6刀～8月 

9 月中旬 

10月下～ 
11月ヒ 

11刀中旬 

11月下句 

54年2月中旬 

3月下旬 

実 施 項 目 

静問題内部研究テスト（検定官同 
静問題試行試験（労働省検定課主 
難琴検討（評価方法’テスト方 
響簾瀞の公示（53年後期・各 

競難篇鷺請の受付(53年後期 
実技問題の公表（53年後期,各地方 
自治体） 

実技試験施行（1, 2級共, 53年後 
期，各地方自治体） 

学科試験施行（1, 2級共，53年後 
期，各地方自治体） 

合格者の発表（1, 2級共, 53年後 
期,各地方自治体） 

3． ま と め 

昭不ロ52年度は昨年に続く建築産業の不況に伴う材工価 

格の悪化を招来し，当日シ協会員は全国的に悪戦苦闘を 

続けております。支払い条件の低下は，さらに企業の存 

続をもおびやかさんと迫りつつあります。技術的にはシ 

ーリングエ事の漏水保証問題が大きく提起さ才し 今後の 

対策をいかにすノく、きか，53年度におけるわれわれに課さ 

れた重要事となることと思います。 

しかし保証の真の意義を考えた場合,帰するところ,技 

能と技術の開発向上に熱心に取りくんでいくことが,わ 

れわれを 守る一番の鍵であると感ずる次第であります。 

本制度実施にはご了察いただけると存じますが，担当 

の経済的負担が必要とされます。われわれ日シ協会員が 

技能技術の両面向上に傾ける情熱と努力を多とされ,関 

係業界の皆様方に深いこ理解と力強いご支援ならびにこ 

協力を心よりお願い申し上げます。 
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東日本シーリングエ事業協同組合の 

現況について 

東日本シーリソグ工事業協同組 

合を昨年の6月に結成し1年半を 

何とか経過してまいりました。 

日本シーリング工事業協会東京 

支部より独立して，当初より参加 

していただいた20社の組合員でス 

タ・ート、、たしました。 

その後，組合員も増加して現在 

では50社の組合員を擁するほどに 

成長いたしました。 

結成当初,事業計画を立て各事 

業ことに委員会を設けました。委 

'",’、ハー’"“・“"''"'' ''“、 

福 間 靖 明 

員会とは，受注，購買,金融，技術， 

保険,職訓技能,総務と7委員会 

を組織し，各委員会に担当理事， 

委員長を置き，各組合員とも必ず 

7委員会の1つに属し，委員長を 

中心に事業活動の活発化を計って 

ま、、りました。特に保険委員会 

は，防水,シーリング業界初のシ 

ーリング賠償責任保険を保険会社 

とタイアップして作り，建設業界 

にFRし，また組合員により多く 

活用してもらうように頑張っても 

らっております。 

今までの組合の経過を見てみま 

すと，まだ親睦の枠を脱し切れな 

いようにみえます。また組合員 

ク山 組合そのものに対する理解が 

なされて、、な、、ように思われま 

す。これはシーリング材料メーカ 

ーおよび販売店の皆様にも同じよ 

うに言えることであります。 

今後はシーリング業界の発展の 

ためにも組合の長所・短所をよく 

研究し，みなさま方に理解をして 

いただくためにも話し合いの場を 

多く持ち,組合がよりよき方向に 

前進するよう，みなさまのこ協力 

をお願い巾し上げます。 

（東日本シ・ーリング工事業協同組 

合理事長） 

東日本シーリン7工事業協同組合 
9135 東京都江東区深川2 -15-23 小泉ビル2階204号 

電話03 (64D 956 1 -2 

組合員は、シーリング材料の特質を生かします。 
組合員は、設計を尊重します。 
組合員は、本物のシーリング施工を致します。 
組合員は、施工について損害保証を行います。 
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◆建築用シーリング材市販製品ー覧表◆ 

ポルサルファイ ドシーリング材 

一般にポリサルファイドシーリング材は1成分型と2成分型とに分けられるが,新JIS A 

5757では2成分型を対象に規定している。これは我が国では，一般に建築用ポリサルファイドシ 

ーリング材は，大部分2成分型が使用される現状に基づいたものである。 

2成分型ポリサルファイドシーリング材は，主剤および硬化剤からなり，主剤は液状ポリサル 

フアイド，充填剤などを主な原料とし，硬化剤は金属酸化物などを主な原料とし,それぞれよく 

練り混ぜて均質にしたものである。 

主剤および硬化剤の混合割合はメーカーにより異なるので，使用時は指定された混合比になる 

ように正確に秤量しないと硬化が早過ぎたり，硬化しなかったりする。通常ほとんどの製品が秤 

量の手数を省くために，2液をそれぞれ適量づつ缶入りにして組合せ，使用時に全量を混合すれ 

ばよ、、ようにして、、る。 

〔特 徴〕 

・耐水，耐酸化性，耐老化性にすぐれている。 

・耐熱性はポリウレタンとシリコーンの中間的な性能を有する。 

・引裂抵抗性が大きい。 

・プライマーの使用により,多くの建築材料に接着可能である。 

・施工時の環境温度により可使時間，硬化速度が変化する。 

・石材に対し汚染の危険のあるものがある。 

〔取扱い上の注意〕 

・2成分型の場合，混合比はメーカーにより異なる。事前に確認して，指定された混合比で混 

合する。 

・メーカーによっては可使時間を季節により変更している場合があり，使用時に確認する。特 

に季節の変り目に注意が必要。 

・貯蔵期間は通常6i月である。貯蔵期間を過ぎたものは使用をさけた方がよい．また貯蔵は 

冷暗所で行ない,高温，直射日光はさける。 

・混合時シンナーなどの添加はしない。 

・低温5。 C以下の施工はさけること。 

‘プライマーは必ず使用すること。プライマーの選定は慎重に行なう必要がある。 

会 社 名 商 品 名 色 容量・荷姿 混合比 比 

1.70 

備 

アーナヒボンド工業（株） 101~108 

グレー，黒，白，プロ 
ソズ，ライトブロンズ 
アンバー，ヲイ トグレ 

5 ,cgセット 

3.5‘七ット缶 
14‘セプト缶 

10 : 1 

（株）ユービーツー商会 チオコーク グレー，他 4 色 1n ● 1 1. 54 j is 指定製品 

カネボウ・ 
エヌエ シ・ー（株） 

K B K 
P -5000 

プラック， グレー， ブ 
ロンズ， クリーJ、, ブ 
フウン，7ソパー 

5毎4 ット 10 : 1 1.62 

関西ノ‘テ化工（株） ハイトシール 

グレー， ダークグレー 
7 ソノくー 

セット丸新入 
4 k -'，ト 

10 : 1 1,60 

究V委鮎黒 
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ポリサルファイドシーリング材 

会 社 名 商 品 名 色 容量‘荷姿 混合比 比 重 備 考 

鐘紡合成化学（株） 

ゴーレックス 
P -5000 

ゴーレックス 
P -5200 

グレ・ー， プラック， 
ブpソズ 

議化J 10kgCM 1kg 
基 剤 5 kg 
硬化剤 0, 5柳 

10

: I 

1
.6
2 

黒 
基 剤 23kg 
硬化剤 2. 3句 

コ ニ ッ （株） ポソドソー・ル＃10 H7',ぐと ’('1墨’5) 5 kgセット 10 ; 1 1.60 

サンスタ－ 
化学工業（株） 

べタッール ＃169 グレー，他5 色 5 kgセット 10 : 1 1.65 J IS 指定製品 

三英ポリマー工業（株） リバーシ一ラー 
グレー，白，黒， 
アンパー 5 切セット 

5. 5切セッ1・ 

10: 1 1.55 

二 洋 工 業 （株） ，スりーコール グレー， プラウソ 10 : 1 1. 54 

昭和石油 
7 スフアルト（株） 

フジチオコ,一ル 各色（6 色） 46 10 : 1 1.60 

住友スり一エム （株） 

世 界 長 （株） 

ウエザーパン 

ビルデイング 
シーヲー 

セ力イチョ一 
ッーラーTH 

ポリッール 

黒 
361N 46 

5 kg - ット 

3.25‘セプト 

100 : 12 1.53 

SM -I -A -N 

グレー 100 : 7 

10 : 1 

10 : 1 

1. 68 

1. 57 グレー，他7色 

グレー，黒， ブ口ンズ 
7 ンバ13 色 

セ メ ダ イ ン （株） 1.35 

大和高分子工業 （株） ダイワシー－ノレ＃700 グレ・－，他4 色 麓化胃喫AkgA 10 : 1 
主 剤 L55 
加硫剤1,96 

テ イ パ化工 （株） 
ボニ・ーシ”ーラー 

P S -2000 

ボースコークPS 

グレー，プロンズ,黒 

グレー, アンパー 

3I 缶 

セセ 
ッ ッ 

却kg 

100 : 8 

10 : 1 

1.50 J IS 指定製品 

（株）東京ポース工業社 1.50 

日本添加剤工業 （株） 
フプインッrーラー 

# 300 
グレー,ブ口ンズ，黒 
白，7ンパー，他 5卸- ット 10 : 1 1.54 S .MCG -I --A---N 

（株） H 興 社 ニッンール 
白，グレー，ゴールド 
アソパー，ブ口ンズ， 
黒，ライトアンパー 

劣iり‘ンバー’ 

ガ口ン缶 

5切七ット 

10 : 1 

10 : 1 

10 : 1 

100 :15 

10 : 2 

1 4 -- ] 5 

.603055 

日東ポリマー上業（株） ニット一コ茄S 

日本ペルノックス（株） 
ビスコールA - 40｛発ス急ンズ・ 
ビスコ一ル A -150 グレ－ 一 5 kg - プト 

ビスコール A -160 クレー 慧登烏y二 
-

日本ン一カ （株） ンーカジョイ魂 
① 4柳セット缶 
②10如セット缶 

93 : 7 

- 

口東イヒ成上業（株） ブラシールT-BG 茎誌・アンノくー他’ 5 kg丸缶 
4 ケ入段ボ・－ル 

10 : 1 

ポスチックジャパン 

i株） ボスコシ一ル＃1000

三 星 産 業（株） 

多；雰；系ンノ、ー’ 
5.5如セット 10 : 1 

3 ，セッ ト 10 : 1 1. 57 SMCG - 1 - A ーー『 

三星ンール PS 究ラン7 'j.-ー’黒 5-5句セット 10 : 1 1.50 

明星チャーチル （株） ・ス夕一ンー芋-27 
5, 5如セV ト 

多券り『チ霊掘’ Llkgセット 
10 : 1 

:502モルナイト興業 （株） チ」シール グレ一他各種 4 kg缶 10 : 1 ~ 

横 浜 ゴ ム （株） 

「師 

グレ一他5 色 5 kgセット 100 : 5 1.63 J IS 指定製品 

（株） ロ木化学研究所 チオシールニッカ グレー，ブロンズ，白 
4卸セッ ト 
5k9セット 

10

: 1 

1

.IC 

シ’十一ブ化学工業‘株） ン1‘ーブッールT グレー， プラウン I 如セッ I・ 

10

: I 

（株）ノ一べル樹脂化学 ニューコーク ＃501 クレー， アソパー 5 kg - ット 

1

~: 1 

1

.45 

ソニーケミカル （株） 
一 

 フ一
ン 

 Lソ
ニ6 

 5ン、

グレト一，他 

1一0 

5.4kgセット 
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シリコーンシーリング材 

シリコーンシーリング材には, 1 成分型と2成分型の2種類があり， 1 成分型は硬化時に酸を 

放出する酸型，酸を放出しない無酸型がある。 

1 成分型シーリング材は，大気中の湿気と反応して,酢酸などの反応副生成物を放出しながら 

表面から硬化が進むタイプで，その反応副生成物の種類によって酢酸型,オキシム型，アミド型， 

アルコール型などに区別され一般には酢酸型を酸型，オキシム型などを無酸型と呼んでいる。硬 

化速度は温度と湿度に左右され，実際には一2000程度の厳寒期でも十う刊便化する。酸によって腐 

食される被着体に酸型のものを用いる場合には, とくに適切なプライマーの選定を行ない，被着 

体を十分に保護しなければならない。1 成分型はいずれもオルガノポリシロキサン・架橋剤・硬 

化促進剤・補強充てん剤・顔料などの原料をよく練り混ぜて均質にしたもので，カートリッジな 

どの密封容器に充てんされている。 

2成分型シリコーンシーリソグ材は，主剤と硬化剤からなり,両者を混合することにより均一一 

に硬化する。基材は末端に官能基をもつオルガノポリシロキサン，多官能性架橋剤，充てん剤, 

硬化剤などが使用されている。 

〔特 徴〕 

・耐候性，耐久性がすぐれている。 

・耐熱，耐寒性にすぐれ，温度による物性変化が少ない。 

・耐オゾン，耐紫外線などによる劣化が少ない。 

・低温での施工性がよい。 

・取扱いが容易で，毒性がない。 

〔種類と長所／短所〕 

種 類 長 所 

1 

成 

分 

型 

酢 酸 型 

オキシム型 

アルコール型 

ア ミ ド 型 

マスチック型 

2 成 分 型 

ゴム強度大・透明性にすぐれ 
る・硬化が早、、 

臭いがほとんどな、、 

無臭・毒性なし・腐食性なし・ 
モルタルへの接着性良 

モルタルへの接着性良 

短 所 

生成する酢酸による刺激臭， 
金属腐食性 

銅などの特殊金属の腐食 

硬化がやや遅、、 

アミド臭 

窟孟柔ふ不要’接着力良’ －溶剤による肉やせ 
1久ョ三ョ又H」日ヒ 

駝美ュラス’高引裂き嶋 高湿時の硬化不十分 

〔取扱い上の注意〕 

・貯蔵期間は通常6カ月である。 

・酢酸1成分型は未硬化の状態では刺激があるので,眼に入れたり皮膚に長く付着しないよう 

に留意する。 

会 社 名 商 品 名 色 容量・荷姿 混合比 比 重 備 考 
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シリコーンシーリング材 

会 社 名 ~ 商 品 名 

・ ニ シ （株） 

色 容量・荷姿 

ボンI.. ・ シりコー ンI 
コー7 ~ 

サンスターイL学工無、~ ぺrギソツール ~ 
（株’~ ン’コー ン ~ 

信越化学工集（株） 

世 界 長 （株） 

セ メ ダイ ン （株） 
シリコーンツーラー 

助5 

シリコーン 

白，タV.ヤ，グレー 93晦 
カートリ，ジ 

クリヤ，白．他6色 

KE42 RTV 
透明，白，黒,グレー 
フルミ，アソバー，プ 
ラウン 

KE43 RTV 7 ルI,アンノくー 

透明，白，黒，グレー 
KE45 RTV 7 ルミ，7ンバー，ア 

イボリー 

KE46 RTV ダレー 

KE40 
B -2-RT V 

白，グレー 

KE420 RTV 超透明 

KE70 RTV 
白，グレー， 7 ソパー 

黒 

七カイチ．・ー 
ツ・ー，ーSI 

’リャ，他3色 

333cr 
力ートリ，ジ 

」 ［比 重 粛 

1成分型 1.叫 

」
 

詫
 

1/3 e 
カートり，ジ 

4. * 

L 叱 

硼
 

叱
 

妬
 

L
 

L
 

4. 

4. 

~ L 妬 

L 印 

超高透明 

L30 低モジ，ラス 

1.叫 オ4'シム型 

1 .04 

~酢酸型 

. 

中
 

ツ・コーンツー78-~6～ 亨獅二誉乳号 
'v~ r ーノ
クリヤ，アルミ，ホワ
イト，アンバー，ナチ
，ラルストーソ

水ワイト．ニュートラ影に・テ二云ニ： I 1tt VI 31)Lfijビン 

クリヤ，ホワイト，ダ 
レー，ツルバー，黒， 
ダー クプラウン  ノI -r 7 ' 

東芝ツリコーン （株）

トスンール 361

トスシール 371 

トスシール 373 ホワイト 

トスツール 381 
クりヤ，ホワイト， グ 
レー，アイポりー，ダー 
クブラウン，ブラ，, 

4 kp )(2 あ 
333a 
カートリ,ジ 

333a:カートりグジ 

ク 

10
・ 1 1 ・助 ー ジ‘’ス2 成分’! 

－酢融型 

1.如 333cL 
カート リ，ジ 」“‘フJ田 

, L 如 防かび性酢酸型 

, 1.“ 中シム型 

防かび性オキツA型 

低モジ＝ラス 
アルコール型 

●製積藻轟プ’ 

無敵型 

酢細 

低モジ＝ラス 

4. 

防かび性 無酸型 

防かび性 酢欧型 

耕性 

4. 

ク 

4. 4 1.06 

如
 

トスツール 383 ホワイト，7イボりー 

トーレ・ツりコーン

(株)

トスツ・ール 3加 

トスツール 369 
●スチ，ク 

SH 7肋 

SH 781 

ホ7イト，ダレー，ダ 
ー，プラウン 33智冨ト’’ジ 

=，・ートラル 

SH 790 

SH 7肌 

SE 5010 

チ，ラルストーン， 
ンパー，プヲ，タ 

ク，ャ，グレー，7ル 
ミ．ホワイト，プ，, 
●，アイポリ

●●ヤ，ホワイト，ダ 
レー，7ルミ，7ンノ‘ 

333aニカートy ，ジ ● L 娼 

1/30カー ト・・ジ ’ 1 1 叫 

* . 1.04 

ホワイト，グレー． 
チュラルストーン， 
ンノ‘ー

ホワイト，グレー，ナ 
ア 3‘価 

7 
1/3 V カート,，ジ 
i5e9 

, 1.40 

10: l L 釦 

SE 5011 ホワイト 4. 1.05 

SE 駒m ホワイト 

日東ポり・ー工業（株） ワイドツーラー 7 色 333a カートリ・ジ 

ソ＝ーケミカル （株） ソニーシーi識 ●りャ，白，グレー他 350gカートリy ジ 

イ イ ダ産業 （株） 
オ戸テ，クス 

シりコーン 

日本合成化学工業（株） ゴーセツB雄】0 

●リヤ，白，黒，ダレ 
ー,ガラスクリヤ 

1β‘カートりッジ 
加V , 1加，チ，ー 
プ入 

335驚ーI. U ’ジ 

m 

Ll‘ 無酢敵型低そジュラス 
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シリコーンシーリング材 

会 社 名 商 品 名 色 容量‘荷姿 混合比 比 重 

1.14 

備 考 

日本合成化学工業（株） 

ゴーー亡ツールS 
B A -il 

白，アイボり一 333me カートリ，ジ 1成分型 無酢酸型，無変色，防カビ 

予 AP -20 
クリヤ,白， グレーー, 
アンバー，黒 

333謂1カートり，ジ 
20‘缶 
100gチュープ 

ク 1.04 酢酸型 

ク AP -22 クラスクリヤ 333mt力・ートリ 1ジ ク L06 

1.05 

酢酸型超透明 

無酢酸型 
クリヤ,白， グレー， 

, BM --30 アンパー,黒 

333辞lカー1 9 ッジ 
20 ●缶 
b0ogチュープ 

ク 

" BM -30A 白,黒 333肩カート りッジ ク 1.01 無酢酸型 速硬型 

日 新 工 業 （株） 
ユルェス 

シリ コーン 
ツーラント 

333αニカートリッジ 

鐘紡合成化学（株） 

コーーーレッ クス 
P -7000 

グンー,ホワイト， ニ 
ュ・ートラル，アソパー 4‘缶（硬化剤共） 100 : 3 1.30 低モジュラス， 2成分型 

ク P -7500 
クりヤ，7ンバー， タ 
レー，シルパー，ホワ 
イト，黒 

350gカート0 'ジ 1. 05 1成分型 

三 星 産 業 （株） 

星シリコーン 
シーラント 

A -76 

白， グレー，7ソバー 333CC 
他 カートリッジx 20 1 成分型 1.42 7 ミン架橋型 

A -79 ク ク 1.42 ク 

予 S -叫 
ク リヤー， グレー, 7 
ンパー他 

ク 1.02 酢酸型 

横 浜 ゴ ム （株） 

ノ、プタイ ト 
グレー他4 色 3I ーセッ ト 

S S -200 
100; 3 L30 低モジ，ラス 

無酢酸型 
低モシュラス 

ハマタイト 
グレー他3 色 

S S -210 
333cc カートりッジ 1 成分型 1.15 

J、マタイト 
グレー他5 色 

S S -220 
ク ク 3.04 酢酸型 

ノ、ーマタイ ト 
S S -230 

ク ク ク 1.05 無酢酸型 

ノ、・マタイト 
S S -240 

超透明 ク ク 1.09 酢酸型 

新東洋合成 （株） 
パネコーク クリア， グレーー 

SG シリコソ 7 ンパー 333ccカ,ートリッジ 1 成分型 1.15 
クり7は酢酸型 
グレー， アンパーは 
無酢酸型 
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ウレタンシーリ ング材 

ウレタンシーリング材は, シリコーン，ボリサルファイドシーリング材に統く無溶剤型弾性シ 

・ーリング材で， 一般に中高層以下のコンクリート目地,スレート，ALC板の目地あるいは中高 

層プレハプ住宅用目地に使用されているロ 

ウレタンシーリング材は，イソシアネート基（-NC0）を有する基材と活性水素化合物を合 

む硬化物からなる常温硬化型のウレタン樹脂で1成分型と2成分型がある。 

1 成分型ウレタソシーリング材は,一般にカートリッジ入りと密閉缶入りとがあり,空気中の 

水分により反応硬化するため,保管に際しては十分に湿気に注意するとともに，冷暗所に保存す 

るなどの注意が必要になる。2成分型ウレタンシーリング材は，基材と硬化剤からなり,ほとん 

どがノンサグタイプである。 

〔特 徴〕 

弾性シーリング材の中で，もっとも価格が安く，その物性においてもすぐれており，次のよう 

な特徴がある。 

・低い吐出圧で容易にガンから出る。 

・加熱減量が少なく硬化後の収縮がほとんどない。 

・常温で硬化し,ゴム弾性体となり，復元性および耐疲労性は良好である。 

・耐寒性にすぐれ，-20C以下で使用できる。 

・水分によっても硬化するため，貯蔵期間に制限があると同時に施工時の気温および湿度が高 

い場合，発泡のおそれがある。 

・ 90℃以上の熱に長時間暴露すると物陛の低下を生ずる。 

・紫外線の作用により黄変する。 

・表面に粘着性が残るためよごれやすい。 

〔取扱い上の注意〕 

・貯蔵は冷暗所で行なう。 

・ボリウレタンシーリング材は，TD I その他労働安全衛生法に基づく有害物質が含まれるこ 

とがあるので,取扱い後は手洗いや, うがいなど，衛生面に心掛けること。 

会 社 名 商 品 名 色 容量・荷姿 混合比 比 重 考 

7 サヒポソド工業（株） 
7 サヒンール 

661 656 659 
グレー，ライ トプp ニノ 5 k4 ッ ト 
ズ， クリーム 10毎セッ ト 

1 :4 1.40 

（株）エービーシー商会 

力ネポウ 
エヌエスシー （株） 

ABCコマみら」クレー他4色 6 k -12k9-Ir 臨 1 : 2 1.32 

ABC コーキング 
カートりッジ 

KBK P -6000 

ク 333cc 1成分型 1.20 

ク レ ー 6k0, 12kg 1 :2 1. 32 

c P -6500 ホワイ ト， グレー 33Qcc カートリッジ 1.20 

鐘訪合成化学（株） 
ゴーレ，クフ、 

P -6000 
グ レ ー 12句入 1 : 2 1.30 

建 材 化 工 （株） パソシールU ダ レ ー 6 k - ッ ト 

9 k セット 

1.30 

1.50 

コ ニ ツ （株） 

ボントUシール ダ レ ー 

ウレタンコーク ク レ ー 330cニカ・ートリッジ 1 成分型 1.20 
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ウレタンシーリング材 

会 社 名 I 商 品 名 色 潟合比！比 重 倫 考 
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(

・

像

 

サ
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ス
 

洋
 

【 

工
 

掌
 

業
 

v
 

レ
 

【
 

一
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1成分型 L 四 

1 : 2 L30 

I :2 1.加 

・ パ 
一 【 

・ タ 

一 

三 
英 

ポ 

， 
】 
エ 

業 

リ 

ウ 
レ 

グ 

レ 

9如七ット 
必ずプライマ一処理を 
すること 

昭和残フ，ルト（株） ューゼプト 晋：I島 ' :2 L30 

パ 
火・ 

一 G 
 ウク

新 

東 

洋 

合 

成 

相 

 Sコ

S-501L' ./両-if

グ 

レ 

【 

鵬 

" 
l:2
-
~
 

成分型~ 

1

.25

1
.20 

セ 

メ 

ダ 

イ 

ン 

相 

ウ 
レ 

夕S 
-ン7 

 駒シ

【 

グ 

レ 

9kg.* 

1:2 L33 

ウ 
レ 

タ 
ソ 
ッ 

一 

グ 

レ 

S--700 

333cc 

" 

1 成分型 1.29 

世 界 長（株） .Iり4 if-, ；芋お ダレー 

大和高分子エ業（株） 

ダイワッール褥10 レー，他4色 気勢I胃 1:2 操 

-, *550 ダレー， 黒 

. *1叩 グレー，他3色 カート●プジ鉛3cej 1 成分型 

」. 

・イパ化エ（株） ボ＝ーッ石if云10 グレー 

（株）東京ボ一 スエ業社－ ウレポンッー・ ル ダ レ 一 

ー 

日本シーカ（株） シ一一カフレ’ク子a 発；淳二こゴ7鷺 
①15kg入ペール缶 

α縫号押” 1成分狙 
ッジ入ノ加本箱入 

1・加 

日東ボり・ーエ業（株）ニプト11脇U グレー 

日東化成エ集（株） 
”シ-各-PU-3叩 グレー・白・黒 

ク PU・18” グレー，黒，7ソ,- 9毎，功句セ，ト 1 :2 1.30 

シャープ化学エ集（株） シャープッールU グ レー …・ト 2 :1 1.17 

H 本特珠塗料（株） 

ッ・ールト，プ U ダ レ - 9却七ット 1 :2 

L 助～L加 

シールトて加0 I 白，グレ－'7イポりー カー晶二どル缶 は分型 

日木添加剤エ業（株） フ1インシi気多妬白黒ペー欝筆I年 1 : 3 1.34 SMC-I-A-N 
l2000 i ク 1:3 1.35 鮎望I -A-N 

日本合成化学エ業（株）ゴー七気盟加 旦五イポりーグレ 鶏留ート’’ジ1成分塑－ 1・釦 
MU -il0 

日本化成（株） ダイッール協10 黒 

保土谷イ上学エ業（株）ミリオネ飛-12 グレー，白,茶，黒 ~臨勃［ 

明星チャーチル（株） 

ス声ーッールU・凶 ダレ ー － 9毎セ，ト ’ 1 :2 1.30 建設省認定 

ス声ーシールU-70 グレー，白，アルミ，黒－ カートリ，ジ 
I 

1 成分型 L 30 

・ルナイト奥業（株） 

モナッー ル 

I I 
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水性アクリルシーリング材 

水性アクリルシーリング材は,乳化重合法によって，アクリル酸ェステル,側鎖の異なったビ 

ニール化合物で，重合可能な不飽和酸などのモノマーを任意の割合で混合し,水を媒体として共 

重合したアクリル樹脂ェマルジョンを基材とし,補強剤には無機物の充填剤，炭酸カルシウム， 

タルク，グレー，桂石末，着色剤には顔料,酸化チタン，カーポンブラック，弁柄などの粉体を 

配合している。改質材には液状の可塑剤，たとえばジプチルフタレート， トリクレジルホスフェ 

ート，塩素イヒノくラフィン，ポリブテンなどが適当に配合された1成分型である。 

〔特 徴〕 

・作業性が良好で材料の伸びが良く,経済的である。 

・耐アルカリ性,耐候性，伸長性,密着性，耐薬品性に優れている。 

・水性であるから臭気も少なく，エ具の洗浄が水ででさる。 

・一時的な湿潤面にも施工ができ,完全に密着できる。 

・施工後，水性ペィントを塗布してもシーリング表面への塗料のぬれは良好である。 

・まだ固まらないコンクリートやモルタル面には施工ができない。 

・シーリング直後の表面にモルタル，コンクリートなどの打設はできない。 

i・一般に0℃以下では施工ができない。 

・水性系のため硬化前は水に弱く，雨にあたると流される。 

・約15％程度の水を含有するため体積収縮があり,使用個所に対する適合性を十分考慮し，施 

工をしなければならない。 

用途 主用途としては,ALC板の目地材に約90％使用され， その他， PC , RC ， スレー1' 

板，石材（化粧合板）などの多孔質材料で吸水性の大きい建築用構成材の目地に使用されて 

、、る。 

〔取扱い上の注意〕 

‘水性アクリルシーリング材の貯蔵に際しては， 直射日光を避け5℃から30りC以内で保管す 

る。 

会 社 名 商 品 名 色 容量・荷姿 混合比 比 重 備 考 

イ イ ダ産業 （株） MY ッ一ラー 白， グレー 25加缶入 1.50 凍結防止品 

小野田建村 （株） ュニコーク7クリル 白 18‘缶 1.40 

カネボウ・エスュス 

シー（株） 
KBK P-4000 ホワイト，グレー,7 

イボリー 1847I轟(2g;習ッジ 1.46 

関西パテ化工（株） ハイトコーク 白 18’缶 1.50 

鐘紡合成化学（株） 
ゴーレックス 

P -4000 
白，グレー 18I缶 1,46 

コ 
甘
・
ド
ド
 

リ
－
ク
ク
 

ボ
ボ
ボ
 

ン
ン
ン
 

7

コ
コ
 

ク
」
一
 

ル
ホ
ホ
 

コ
り
ワ
 

一
イ
イ
 

ク
‘
1

'' 

白，7イポり一 330cc カートリッジ 

宮，フイボリー 鶏芸蒲‘ブ 一 1.50 

三 洋 エ 業（株） 18 

l

りー 

トりッジ 凍結防止品 

三英ポりマ一工業（株） I 18 e A
333cc トりッ ジ 1.45 
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水性アクリルシーリング材 

会
 

柳
7
 

昭
 

油
ス
 

名
 

H
 
相
 

商 品 名 色 ！ 容量・荷姿 混合比 比 重 備 考 

アクリルコ二一ス 白 18 0 1.50 

世 界 長 （株） 

セ メ ダ イ ン （株） 

セ力イチョー 
ッ一ラーEA 畿13kg3') -ト’I喚ノ L40 

1.50 

ク 

1.48 

凍結防止品 E AW 
S C - 2 -A -N 

凍結防止品 EAW 
SC -i -A -N 

セカイチ.一 
ッー-2ーEA .、ペ 
ンャル 

メジッール 
S-10, S -20 

ホワイト 18‘缶 

メジッール S -S0 ク
 

」
 

ホ
 

－ 
白
 

白
 

18I缶 1.62 

テイパ化エ（株） アクりル＝×二二00 
333α二カートリッジ 
18 0 缶 

1,54 

日木添加剤エ業 （株） フプインッ-'-#1000 580 (26k9) 1.46 

1.39 （株） 日本化学研究所 ニッカシールA 
18卸缶 
33occ 力ートリッジ ALC , PC 専用 

N東ポリマ一工業（株） エラスコ一ク ホワイト, グレー 180 , 333cc L40 -IS0 

口東化成エ業（株） ブラン嘱正ii 白， グレー 》 

ュ‘ 

ッ－ 缶・ 
チカ

118

ジ 入カ 油ノケリ
 ・フ，

缶ジ一石［ト
－ 

1 

550
047（株） 服 部 商 店 サンシール＃5001 ホワイ ト ュ ッ・‘ 

チリ・

18

1

8 
1 

ポスチッ クジ中パン 
ボスコシール410 

（株） 
白 

' 缶 

1 

三 星 産 業 （株） 三星ッール AC 白
 

18 0缶入 
33ocじチューブ入 
333cc カートリッジ 

1,50 

明星チャーチル （株） 
スターコーキソグ 

Y -60 
ホワイト， グレー 

18 0 缶 
100 0 チ，ープ入 
カートリッジ 

1.50 

ソニーケミカル （株） 
ソニーシーラント 

L 6409 白 320rn0 カ・ートリッジ 1.46 エ・マルジョソ型 

シャ一プ化学工業（株） アルフソコーク 白，グレー，べージュ 1
 
8
 

'
 

33 ‘
リ
 

跡
ト
 

ジ
 

力
 ッ 

山内ゴム工業（株） 
ト
 ッ 

，フ シ
 

[

 

00

~~ 

一

 

＃
I
t
 

ラ
5
0
5~
 

N
 

白,グレー 
18 

'

'

 

缶
一
ジ
 

一
 プ・ 
, 

カ
 

‘
 
ュ 
ッ 540~ 

凍結防止品 

（株）ノーべル樹脂化学 ニューコーク ＃301 白，グレー 25切缶 
500030 一トリッジ 
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水性SBR シーリング材 

水性SBRシーリング材は, SBR（スチレソ・プタジエンラバー） ラテックスを基材とし， 

充てん剤などを加えてペースト状とした1成分型水性シーリング材である（エポキシ樹脂を配合 

した2成分型のものもあるが,主に土木用に使われている）。 シーリソグ材の性能としては油性 

コーキング材と弓単陛シーリング材の中間的な位置に属し，用途としてはコンクリート，A LC , 

石綿，スレートなどで構成された比較的動きの少ない目地に多く使用されている。 

温度による粘度変化は比較自ミ沙ないが,凍結すると使用できなくなるため,保管温度および施 

工温度には注意を要する。15彩程度の硬化収縮があり，施工後，未乾燥の間に雨にあうと流され 

ることがあるため，十分に注意して施工する必要がある。 

カーテンウォール,超高層ビルなど，たえず水に接触する目地（水槽,水路など）には使わな 

い方がよい。 

〔特 徴〕 

・毒性がない。 

・スランプがなく押出し性がよい。 

・水性であるため湿潤下地でも接着性にすぐれる。 

・硬化に伴なう体積収縮が比較的少ない。 

・器具の清掃が楽である。 

‘低モジュラスで伸びが大きい。 

‘水性であるため，水に弱く，施工直後の雨に流されたりする。 

・指触乾燥が速い。 

・0。C以下では施工できない。 

〔取扱い上の注意〕 

・下地はきれいに清掃し,必ずプライマーを使用する。 

‘わずかな力で流動するためにへら押えの際力を入れ過ぎると目地からはみ出る恐れがある。 

・硬化収縮を考慮してへら仕上げをする。 

・指触乾燥が速いのでへら仕上げは早めに行なう。 

・水性であるために降雨に対する十分な配慮を行なう。 

・0℃以下では施工しない。 

・保管は5 -40Cで行なう。 

会 社 名 商 晶 名 色 容量‘荷姿 混合比 比 重 備 考 

日本合成ゴム（株） 
、ン 

」 

J
 
S
 
R
 

一フ－ ソ・－ ・
r
3
6
 0
 

グレ一,ホワイ ト 22kg缶入 1.40 

山内ゴム工業（株） トップッーラーSB グレー，白 18晦缶入 1,40 

イ イ ダ産業 （株） オ口テックス 1130 白 20卸缶入 
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ブチルシ ー リ ン グ材 
' 

ブチルシーリング材は，(1）一成分型の溶剤揮故タイプ （2）ベルト状，ロープ状，棒状などに成 

型したタイブ （3）ノくテ状 （4）ホットメルト型などあり，主なものは，溶剤揮散タイブと成型した 

タイプである。 

溶剤タイプは，主成分のブチルゴムと可塑剤，充填剤，スラソブ防止剤，顔料,粘着付与剤, 

溶剤などを混合した一成分型である。建築における用途は外壁に使用されることはなく, 2次防 

水的個所やプチルゴム系ルーフィングジョイソトなどに使用されている。 

成型タイプは，メーカーにより各種タイプが市販されている。 

〔特 徴コ 

・貯蔵安定性にすぐれている。 

・耐候性，耐熱性，耐寒性が良好である。 

・多くの被着体に対して適応する。 

・表而乾燥が早くホコリの付着が少ない。 

・モジュラスが低く，はく離を起こしにくい。 

・他のシーリング材に比較して収縮が大きい。 

・硬化前は溶剤が含まれているので引火性がある。 

・耐油性，耐溶剤性が悪い。 

〔取扱い上の注意〕 

・直射日光を避け冷暗所に保管する。 

・火気に十分注意する。 

・粘度を下げるために灯油, トルエンなどを混合しない。 

・溶剤中に含まれる特定化学物質I または危険物については十分な注意を要する。 

会 社 名 商 品 名 色 容量・ 荷姿 重 － 

1 . 09 ~ カネ賞ュスゾ一（株） KBK P-3010 グレ一, ンルノ、ー，黒 

グレー，黒 

llI轟輿翻シ 

18 g 缶入 関西パテ化工（株） ニュキット 

鐘紡合成化学（株） 

建 材 化 エ （株） 

ゴーレ’8F.で-250 黒 

ゴーレッFこ3000 グレ一・ ンルノくー・黒 18 2 缶 

パノネオンール グ レ ー 

ン（株）影影 -慧テ9 グレ一 
- 

三英ポリマーエ業（株） りノくーブチ口ン － グ レー 
~ 

1.06 
サンスター べンギンシ一ル 

化学工業（株） # 850 
ライ ト タレー 333cn /; トリッジ 

三 洋 エ 業 （株） ブチラ 

ク レー- 300w カート J ッジ 比友スリ一エム （株） リボンシール 1.28 

セ メ ダ イ ン （株） ブチルッー0三二620 グレ一 1.22 

世 界 長 （株） 
セカイチョー 

グ レ ー 
シ一ラーRB 

1
3
 

8n
乙
 

I
伽
 

缶
け
 

~
 ジ

 

1.10 
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ブチルシーリング材 

基村名 会 社 名 商 品 名 色 

. fl'一 

容量・ 荷姿 混合比 比 重 備 考 

ブ
 

イ・
 

ル
 

ソ ケカル（株）」 =.--V--L6~~4A aL6~~5A aラ二－-I 曹韃i 9- IA 
テイパ化ーL （株） プチルンi葺DO グレー 

（株） 日 興 社 プレンゾール 

H東ポリマー工業（株） ニ 
] 

ッ 
L
' 

コ 一増
 

ク・00 G
 

グレー，シルパ一，黒 
20 ii 400cr. 330cc 
カ一ト リ ッジ 

（チュープ入） 
1. 10-i. 15 

日東化成エ業（株） プ
 
コ 

ラ一 
シ
キ
 

一ン 
ル
グ
 

R
 

G
 グレー，白，黒 

18 4 石油缶 カ一 
ト り ッジ 

べール缶入チューブ 
1.10 

日 新 工 業 （株） パンシール 5 色 180cc プューゾ 

ボスチックジ中ノく臨） ポスコノール310 グレー 
18 5 缶 
330mカートリッジ 

1 . 23 」 

明星チャーチル （株） 

山内ゴムエ業（株） 

スターコ－R-4～ グレー，ブラック 
18‘缶 
カートリ，ジ 

●ー 
2 
0 

トッゾシ一ラー＃30 グレ…. 7 イポリー 
18 5 fit 
330iLカ一トリ ッジ 

●1 
2 
~ 

シ中一プイヒ学エ業（株） ブチルコ 者！謝1碧・黒 
18 4 
360ccカートリッジ 

~ 

三 星 産 業（株） 三星シ一ルブチル り二ス二青・赤・新茶 18 4 

2 

333ccカートリ，ジ」 
」 

横浜 ゴ ム （株） ハマf集～2--G グレ一 
330a二カートリッジ 
20加ペール缶 

2 

モルナイト興業 （株） イソジール グ レ ー 330cr. x30 

（株） 服 部 商 店 サンゾール ＃601 グ レ ー ~ カートリッジ3 4 缶 
18 4 fit 

.4 
イ イ ダ産業 （株） オ口テックス 327 グ レ ー 

20如缶入 
375 8 カ一トリッジ 

48本人 

早 川 ゴ ム （除） 

4トン夕'IクB・5000
 黒
 コーキングG-130
0 グレ・
 

ノ、ャシー 

ル

R

B

-

 PRB- G
 

黒
 

ニューコーク
 ＃加1 グレー，茶， グリーソ 

ジ 

Jりり」 

3~ 

かチ 

 プッ

Ocr gk.

ゼ 

1.48 
1.56 

05kg 4kg缶人 100: 3 1.0 

（株）ノ一べル尉脂化学 kgfrrOcr .i
l

 

1
.0
2 

種別 会 社 名 商 品 名 用 途 色 備 考 

定
形
ブ
チ
ル
ゴ
ム
ッ
ー
リ
ソ
グ
材
（
テ
l

ブ
そ
の
他
）
 

7 イッン化工（株） 

関西パテ化工（株） 

7 イシンテープ 

キットテープ 

建
 

築
 

用
 

プ・ －プ ブ ブ 

グ・－ グ グ 黒 －グ グ グ 黒 グ グ 

, - ， 【 ， 

ク ク ク ク 

ラ ラ ラ ラ 
ッ ● ッ ッ 

一 一 一 － 一 一 一 一 一 

レ レ レ － レ レ レ レ  黒ク●レ

20如入固型ブチルネットメルト式 

各種サイズ 

鐘 栄 産 業（株） ウルトラシ,－ラ一－ 
5震×5累×lOm 
10%x 5名×1Dm 

 10需x05%x 5m 

ソ二ーケミ8 ル （株） 
ソニ二ーッーラソト 
R5001 

1 %x15%x50m 
1 %X25%x30m 
P落x 20需×2Dm 他 

明星チ十ーチル （株） 
スターコーキンダ 

R -75 
各種寸法 

山内コ’ム工業（株） 
ト，プッーラ一 

書 300 # 400 井 700 各種寸法 

イ イ ダ産業 （株） 

早 川 とず I、 （株） 

オpテ，クス 
ブチルテープ 

2需×10需×3Dm 
5 %x 6 %xl2m 
155 im 
20g1 lm 

スJlンン一ル 
1010（芯村ナン） 
+ w -1010 

（鉄芯入り） 

ポスコッール P250 

15% x 40名 x 4050% 
3D震× 50需×4050客 
2 %x 40%x30m 

 lOm x 100名 x 5100% 

共スチック 
ジャパン‘株） 各種サイズ 

世 界 長（株） 

エバートーン YK 
セカイチョーシ一ラーV 

ク YB 
ッ一バイテ一プ 

－釈 円
 

」
 
？・ 

一
 

30
各
 

l
1~
 

m
樹
ク
ク
か
加
 

1
 

3D 

m
 

m
m
 

拶
 
1
5
%7~
%
 

日東化成工業（株） 

ブラシ－ルB -T 
（テ一プ） 

ブラッ一ルB - R 
（口ープ） 

グ 
レ 

白 
・ 

黒 

・ ク 一 ノ 

2罵,×liii以上30m-
70駕×lm 
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油 性 コ ー キ ン グ材 

油性コーキング材とは，油脂または樹脂などに，炭酸カルシウムなどの鉱物質充てん剤を混入 

し，よく練り混ぜてつくられたペースト状の目地防水材であろ。 

油性コーキング材は， ガン用およびナイフ用があり， 市販品のほとんどはガン用の皮膜性で 

ある。油性コーキング材の作業性は温度の影響をきわめて受けやすいので，使用時（季節）の条 

件に合せて夏用，冬用，一般用（秋春用）などが市販されている。 

〔特 徴〕 

・ほとんどの被着体によく付着する。 

・安価である。 

・界面はく離（接着破壊）を起こしにくい。 

・弾性シーリング材に比較し耐久性がある。 

・大きな動きの目地に使用できない。 

・無皮膜性の油性コーキング材は汚染性が大きい。 

〔取扱い上の注意〕 

・冬期の作業性をよくするためにトルエンや灯油などを混入してはならない。 

・使用後は密封し，冷暗所に保管する。 

会 社 名 商 品 名 色 容量・荷姿 混合比 比 重 備 考 

（株）ュービ一ッ一商会 ABC コーキンク‘ グ レ 一 
18 8 缶 
600-q カー－トリッジ 
400gチュ－ブ 

1.44 J Is 指定製品 

小野田建材（株） ュニロソコーキングI 

ク ク 

18C 缶 1.63 ク 

1,40 関西パテ化工（株） K コーク 18‘缶 

鐘紡合成化学（株） 
ゴ一レッ夕ス 
P ---320 

4 

18 8缶 1.48 JlS 指定製品 

建 材 化 工 （株） ノ；ンシ－－ル ク 
18 8 ft
360mカートリッジ 1.40 ク 

コ ニ ッ （株） 

ポンドフー キング 

－二－一－―ー 
ポンド油性コ一ク 4 330mカートリッジ 1,40 

サソス夕一 
化学エ業（株） 

ペンギンシール 
p760 

L 
" 

333にカートリッジ 
18切缶他 

- -

三洋エ業（株） c 1) -コ -キング ク 
カートリッジ360cc, 

え弓 器I器 
缶 18I 

1.70 

三英ポりマーエ業（株） りパーコーク 

188 j 3 g 缶 

333c品カートリッジ 

昭和「聾フ7ルト（株） エノ、ーシーJレ JIS指定製品 一－ 

世 界 長 （株） 

七 メ ダ イ ン （株） 

ケミコ一ク 

ホリコー ク 

グレインコート 

ポ一スコ一キング ク 

333Cc,カ一トリッジ 

- 

テイ パ化エ （株） 

（株）東京ポース工業社 

333（エ 印0(L 

チューブ 
18 8缶 
3I 缶 
カー下 リ ッジ 

日東ポリマ－工業（株） 
388 38 1k 4008 

ニットー報OG グレ一,ホワイI・ 560cc, 400cr, 333cr 
i 1.40-4.50 J IS 指定製品 
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油性コーキング材 

会 社 名 商 品 名 色 容
 

最
 

荷
 

姿
 

混
 

ムロ '1 トL 比 重 備 考 

日 新 工 業 ‘株） 

マルュスコ一キソグ グ レ ー 
18 ’缶 
800cc‘チュ,－ブ 
360cc カ一トりッジ 

1.60 JlS 指定製品 

ノ｛ンコーク ク IOcr
. か
 

ジ
 

日本添加剤工業 （株） フ7インコ’－ク ク
 

ク
 

18 6 (26k) 1.46 J IS指定製品 

ボスチ，ク 
ジャパン（株） 

ボスコッール360 L 18 6 fE 1.50 ク 

三 星 産 業 （株） 三星コーキン 

“ブ・-1 

i
チ
チ
カ
 

一
丁
×
×
 

× 

「～cc
叱Oci 

一 
一
ト
ッ
 

1,50 ク 

明星チャーチル （株） ス夕ーコB-2品 ク 
18‘缶 
1 k チュ一プ 
カ,－ト リ ッジ 

1.50 ク 

モルナイト興業 （株） ス・－パーコーキング ク 25切缶 

（株） 服 部 商 店 サソシール ＃101 ク 
．フリ 

ュ
一
d
 

一
ト
缶
 

ッ 
ジ
 

チ
カ
1
8
 

1,46 J IS指定製品 

（株） 口木化学研究所 二ッカジール ク 
18 6 
550 6 カートリッジ 

1,40 

イ イ ダ産業 （株） オロテックス 1010 ク 
25加缶 
480 9 カートリッジ 
48本入 

日東化成エ業（株） 
ブラッ・一ル 

コーキ二,'’グ 
グレ－，白，黒，外着色 

333cLカートりッジ 
186 26,569,500w 
1000 9 チューブ 

1．好 

ッ,・ープ化学工業（株） 

シャープッ，と20 グレー 18 6 

ッャープシールP グレ一，青,レンガ,新茶 

608 
- 

り 
ッ 

指 
定 

製 
品 

（株）ノーべル樹脂化学 ニュー＝ーク ＃101 グ レ ー 1者
 

－

 

り
 

《フ－ッ 

m
~~
q
~~
q 

そ の 他 

色 容量・荷姿 形 状 」七 基 材 名 会 社 名 商 品 名 

合 成 ゴ ム 
（ニトリルゴム 

庄友スリーコニム （株） 
ダク トシーラ・－ 

800 
赤褐色 

20 6 缶 
150a チューブ 

1.02 

今乃嘉士〕口東イヒ成工業（株〕 プラツ・ーラー 
NB -100 泉・グレ1 1 畿、なートリッシ 1. 40 

定 型 ゴ ム 
シー り ソグ 

器吉CR) 
ク マヂッ クツール 

1 %X15 %x30m 

27%~%祭「m 
70需丸×lm 
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昭和52年度 日本シーリング工業会機構表 

同 

相
談
役
 

同
 

司J 顧
 
間
 

一
 

J
 

司J 
会
 

長
 

西 波 狩 渡 岩 伊 

多 野 辺 崎 藤 

野 
忠 －」春 

雄 郎 一 

憲

太

郎

 

一 

三
 

郎
 

副

会

長

 

理
 

事
 

理
事
 

昭
和
石
油
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
脚
 

日
東
ボ
リ
マ
ー
工
業
囲
 

理
 

事
 
横
浜
ゴ
ム
開
 

同
 

信
越
化
学
工
業
閣
 

同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 

日
本
添
加
剤
工
業
婦
 

東
芝
シ
リ
コ
ー
ン
開
 

サ
ン
ス
タ
ー
化
学
工
業
囲
 

山
内
ゴ
ム
工
業
卸
 

囲
ェ
ー
ビ
ー
シ
ー
商
4k
ー 

セ
メ
ダ
イ
ン
脚
 

世
界
長
脚
 

保
上
谷
化
学
工
業
開
 

ト
ー
レ
・
シ
リ
コ
ー
ン
脚
 

同
 

名
古
屋
支
部
長
 
建
材
化
工
開
 

大
阪
支
部
長
 
テ
イ
。
ハ
化
工
綱
 

福
岡
支
部
長
議
静
工
業
脚
 

広
島
支
部
長
鷺
難
「
業
囲
 

同
 

北
海
道
支
部
長
 
い
影
彩
囲
 

同 

仙
台
支
部
長
繰
虹
議
 

監
 
事
 
小
野
田
建
材
岡
 

三
洋
工
業
開
 

52 年度委員会構成表 

-~~～一一～一区 分 
委 員 会

委 員 長 副 委 員 長 

務 委 員 会 1 住友ス リ ーエム開 

技 術 委 員 会 「 横 浜 

ボ ス チ ッ ク ジ ャ パ ン 囲 

メ ダ イ ン 囲 セ
 

小 野 田 建 材 囲 

保 土 谷 化 学 工 業 柵 

僻〕 ム
 

広 報 委 員 会 「 東芝 シ リ コー ン卿 

シーリング管理士検定委員会 口東ポ リ マー工業開 

52 年度分科会構成表 

－一了秤百一～旦一き一コ 幹 事 － 副 幹 事 会 員 数 

油 24 社 

ポ リ サルフアイ ド サンスター化学工業（掬 ボスチッ ク ジャパン囲 2 5 1 

ウ レ タ ン 保土谷化学エ業開 昭和石油アスフアルト囲 33 社 

シ リ コ 一 ン 信 越 化 学 エ 業 脚 ト一レ・シリ コーン囲 12 社 

ブ チ ル 18 社 

水性 ア ク リ ル 日東ポリマーエ業囲 山 内 ゴ ム エ 業 圏 21 社 

水性 S B R 日 本 合 成 ゴ ム 綱 2社 

同
 

住
友
ス
リ
ー
エ
ム
囲
 



日 本 シ ー リ ン グ：t.業会 

会 員 名 簿 

本部・支部所在地 

郵便番号 電 話番号 〒 い区～き」 所 在 地 

本 部 

名古屋支部 

東京都千代田区外神田2 -2 ---17 共同ビル 

名古屋市千種区井上町34 セメダィン囲 名古屋支店内 

101 

464 

(03)255 器41 

(052)781 3166 

大 阪 支 部 大阪市南区長堀橋筋2 -35 (H 亜ビル） 542 (06)211 0078 

- i I T -サ 立Il 福 岡 支 部 
Iーリ ー」、 “H 

什」1由－立にアf叩＋旦円丁。 。 福岡第1ビル 
福岡市博多区綱場町2-2 1円“」舛プ喜立i，に‘きと．＋国舞‘"H，亡了rA1-L rt 
l出I u 'HI勺叱γ一一刑町ツU叫。 。 信越化学工業（排）福岡支店 

812 (092)291 8442 

Iナ、 自， 二Iプ 立R 広 島 支 部 
J→ 叩 入 口H 

け一自〒片「hml」ワー ーつ。r口1+- 自．レ,,L丙、信越化学工業閥広島営 
広島市中町7 _Q )（日生広島ビル内）異黒IしプーーL引、い’1ゾIい、一fう J"A‘句リ」TH」‘ UL \ IA 二ニル、町しー「」ノ業所 

730 (0822)48 3931 

北海道支部 札幌市中央区北1条東9丁目 セメダイン脚札幌出張所 060 (011)261 1471 

仙 台 支 部 仙台市扇町5-1 -6 三洋工業囲仙台営業所 983 (0222)92 5311 

1． 正 会 員 加 

会 社 名 所 在 地 郵便番号 電 話番号 

ア イ シ ン 化 工(4) 愛知県刈谷市相生町3一3 富士ビル 4
 
7
 
6
 
0
 
0
 
0
 
4
 
7
 
5
 
8
 
0
 
6
 
0
 
3
 
~
 
4
 
9
 
~
 
9
 
5
 
9
 
5
 
4
 
~
 
1
 
4
 
3
 
~
 

8
 
3
 
0
 
0
 
4
 
2
 
1
 
9
 
0
 
6
 
3
 
3
 
8
 
6
 
3
 
~
 
2
 
3
 
2
 
8
 
3
 
~
 
1
 
3
 
3
 
1
 
3
 
5
 

4
 
1
 
4
 
1
 
1
 
1
 
1
 
5
 
1
 
4
 
1
 
5
 
1
 
1
 
1
 
1
 
5
 
I
 
5
 
1
 
1
 
1
 
1
 
I
 
1
 
5
 
5
 
1' 

(0566)23 2211 
アサ ヒボン ド工業囲 東京都板橋区大谷口北町3 -7 (03)972 4929 

イ イ ダ 産 業 囲 名古屋市中区新栄1 -27-2 (052)262 3951-3 

囲エ～ビーシー商会 東京都千代田区永田町2 -12-14 (03)507 7111 

小 野 田 建 材 輸 “ 中央区銀座3一2-19 建築会館 (03)567 8571 

カネボウ・エヌエスシー（閑 I！ 千代田区平河町2-8-2 エタ一ナルモーヴイノレ (03)263 4701 

鐘 紡 合 成化学( ) Iノ 品川区西五反田7 -22-17 東京卸売センター内 (03)494 2741 

関 西 パ テ 化 エ 囲 東大阪市日下町3 -7 --36 (0729)82 2131 

栗 山 ゴ ム 僻） 東京都渋谷区南平台15-13 帝都渋谷ビル (03)463 1841 

建 材 化 エ 囲 愛知県春日井市御幸町3-2 (0568)31 6612 

コ ニ シ （柳， 東京都中央区日本橋室町4 -5 近三ビル (03)279 6551 

三英ポ リ マー工業脚 大阪府池田市木部町639 (0727)51 3128 

サンスタ一化学工業( 東京都港区三田1一3-36 (03)453 9301 

三 洋 工 業 （栂 I！ 江東区亀戸6-20-7 (03)685 3451 

鐘 栄 産 業 姻 

昭和石油アスフアルト(H 

'F 中央区日本橋小伝馬町3-5 

I, 品川区南大井1-7 -4 

(03)661 鷺男 
／八。、っで， A fY71 

(03)761 §§茜 
シャープ化学工業脚 大阪府堺市築港浜寺西町13 (0722)68 0321 

信 越 化 学エ業脚 東京都中央区日本橋本町2-2 -2 (03)661 4931 

新 東 洋 合 成 開 大阪府堺市築港新町3 -27 (0722)44 7631 

住友ス リ ー エ ム 開 東京都世田谷区玉川台2-33-1 (03)709 8241 

( ス リ ,・・ー ボ ン ド I, 、王子市狭間町1456 (0426)61 1333 

世 界 長 囲 1ノ 渋谷区道玄坂2-10-7 新大宗ビル (03)462 5161 

セ メ ダ イ ン 卿 I！ 品川区東五反田4 -5 一9 (03)445 1311 

ソ ニ・ー ケ ミ カ ル 脚 I' 中央区日本橋室町1-6 (03)279 0441 

大和高分子工 業 開 I！ 文京区本駒込6 -15--16 第6六義園ビル (03)947 4411 

武 田 薬 品 工 業 脚 大阪市東区道修町2-27 - (06)204 2481 

テ イ パ 化 工 囲 ノノ 東淀川区下新庄町2-263 (06)328 1118 

東芝シ リ コ ー ソ( ) 東京都港区新橋3 -3 -9 阪急交通社ビル － (03)503 5561 

- 88 ー 



東京都荒川区西日暮里2-45-2 116 (03)801 1151 

Iノ 中央区日本橋室町2-8 三井ビル6号 103 (03)243 1551 

江東区白河4 -9 -5 I

I/-

135 (03)642 7103 

足立区千住東2-21-28 120 (03）田2 2424 

大阪市住吉区大領町5-74 558 (06)693 3561 

兵庫県尼崎市琴浦町75- 1 660 (06)418 7421 

神奈川県大和市下鶴間2758 242 (0462)61 7245 

東京都中央区築地2-11-24 104 (03)541 4111 

I, 港区新橋4一2-1 第29森ビル 105 (03)436 6031 

I, 板橋区前野町1-21--- 5 174 (03)965 5731 

大阪市北区神山町40-4 530 (06)313 3412 

東京都中央区京橋1-6 -13 104 (03)564 5161 

I！ 北区王子5-16-7 114 (03)913 6131 

” 港区新橋2-6 -5 織田ビル 105 (03)580 8696 

埼玉県川口市東領家4 -19-4 332 (0482)23 4511 

京都市伏見区淀美豆町705 612 (075)631 3128 

広島県福山市松浜町2 ---1-32 720 (0849)21 2211 

東京都港区虎ノ門1-4 -2 105 (03)502 0171 

” 千代田区内神田1-13-7 四国ビル 101 (03)294 4501 

/1 港区赤坂4 -13-13 東亜赤坂ビル 107 (03)585 6190'-9 

” 千代田区神田小川町3 -28 三東ビル 101 (03)292 1961 

大阪府堺市浜寺石津町中1一4 -- 7 592 (0722)44 7500 

東京都新宿区市ケ谷田町2-7 162 (03)260 3231 

ノノ 中央区八重洲1-4 -21 共同ビル 103 (03)273 1871 

“ 港区新橋5 -36-11 105 (03)432 7111 

埼玉県草加市吉町4一4 -48 340 (0489)24 2865 

囲東京ボース工業社 

ト ー レ・シ リ コーソ囲 

（掛） 口 興 社 

日 新 工 業 囲 

東 化 成 工 業（閑 

東ポリ マーエ業姻 

本 化 成 (i 

本 合 成 ゴ ム(8 

本 シ ー カ 脚 

日 本添加剤 工 業囲 

日本合成化学工業欄 

囲 日 本化学 研究所 

口 本 特 殊塗料脚 

口
 
口
］
日
 
日
 
日
 

日 本ペル ノ ッ ク ス欄 

(l )ノ ーペル樹脂化学 

(6 服部商店（淀工場） 

早 jll ゴ ム 脚 

保土谷化学 工 業 姻 

ポスチッ ク ジャパン囲 

三井 日曹ウ レタ ン囲 

三 星 産 業 姻 

明 星 チ ャ ー チ ル綱 

モ ル ナ イ ト興 業 囲 

内 ゴ ム 工 業 囲 

浜 ゴ ム 姻 

サ 合 成 樹 脂 岡 

山
横
ー
フ
 

員
 

会
 

助
 

賛
 

2． 賛 助 会 員 ノ 

郵便番号 電 話番号 

三井ビル 100 (03)507 2961 

105 (03)432 7654 

ラギビノレ 101 (03）別2 6961 

116 く03）幼3 1411 

包町ビル 103 (03)241 1845 

勺 105 (03)502 1561 

164 (03)369 0215 

川館 － 105 (03)502 1466 

巨洲ビル 104 (03)552 6956 

130 (03)625 3370 

レ 116 (03)806 0175 

所 在 地 社 名 会
 

東京都千代田区有楽町1-1-2 日比谷 

I！ 港区西新橋3-6 -5 入江ビル 

I！ 千代田区岩本町1-1 -8 カツ 

II 荒川区西日暮里2-24-14 

1/ 中央区日本橋本石町3 -6 日本橋 

1/ 港区西新橋1一3-12 日石本館 

II 中野区中央1-12-9 

1！ 港区西新橋1--i-is 物産ビル 

II 中央区八丁堀2-27-10 東京建物八 

” 墨田区業平4一4 -11 

“ 荒川区東日暮里5 -50-11 林ビ 

//II 

H 

H 

1! 

H 

！ノ 

ダ ウ 囲 

研 マ テ リ ア ル卿 

囲

会

 

業

商

 

工
 
和
 

石

新

 

旭

化

白

囲

東

 

レ チ オ コ ー ル 囲 

日 本 石 油 化 学(5) 

日本バックアップ工業脚 

野 村 事 務 所 囲 

（用パンデックス・ジャパン 

フ ョ ー 欄 

野 口 興 産 囲 

3‘ 名古屋支部会員 n 

会 社 名 

囲ェー ビー シー 商会 

小 野 田 建 材 （閑 

カネボウ・エヌエスシー（株） 

建 材 化 工 閥 

コ 

所 在 地 郵便番号 電 話番 号 

名古屋市中区栄4 -3 一罰 昭和ビル 460 (052)251 4411 

H 中村区名駅4 -26-23 弁天閣ビル4F 450 (052)認1 7411 

II 中村区泥江町3-5 鐘紡ビル 450 (052)581 8959 

愛知県春日井市御幸町3一2 491 (0568)31 6612 

名古屋市西区西菊井町8-3 451 (052)563 6171 
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名古屋市中村区若狭町1 -27 ニューワカサビル 450 (052)581 4408 

H 緑区鳴海町字母呂後26 458 (052)623 0061 

If 中区丸の内1 -17-19 長銀ビル 460 (052)231 6568 

I! 中村区広小路西通り3 -4 新名古屋ビル東館 450 (052)581 6511 

II 中区大須1一7 -26 音羽ビル 460 (052)221 7611 

II1

東区矢田町8 -20 461 (052)722 3301 

/ 千種区井上町34 464 (052)781 3166 

静岡市上川原319 421-01 (0512)59 2333 

名古屋市中区栄2-6 -12 白川第ービル8F 460 (052)201 8541 

Iノ 中村区堀内町2 -32 堀内ビル 450 (052)563 3951 

中村区大閣通り2 -40 フタバビル 453 (052)451 8632 

東区泉2 -29-19 第2大野ビル 461 (052)931 3390 

名東区一社3-90 チサンビル 465 (052)703 2061 

中村区泥江町1 -24 中経ビル 450 (052)561 5401 

中区錦1 -17-13 名興ビル 460 (052)231 6221 

中区西瓦町12 460 (052)262 3951 

中村区広小路西通3-9 信泉ビルロ立化成工業内 450 (052)581 2967 

愛知県加茂郡藤岡村大字飯野字大川原1141- 1 470-04 (05657弼 2311 

名古屋市中区錦1 -17-13 名興ビル 460 (052)231 7251 

名古屋市緑区鳴海町字西脇40 458 (052)892 2338 

サンスター化学工業卿 

三 洋 工 業 欄 

昭和石油アスファルト欄 

信 越 化 学 工 業 開 

住友 ス リ ー ユ ム 開 

世 界 長 醐 

セ メ ダ ィ ン 開 

テイパ化工開 静岡出張所 

東 芝 シ リ コ ー ン自幼 

トーレ・シ リ コーーン姻 

日 本 添 加剤工業囲 

三 星 産 業 ●助 

明 星 チ ャ ー チ ル 琳） 

山 内 ゴ ム 工 業 囲 

横 浜 ゴ ム 軸う 

イ イ ダ 産 業 （株） 

ボスチック ジャパン綱 

ア イ シ ン 化 工 僻） 

保 土 谷化学工業脚 ！ 

シャ ープ化学工業琳● 

ム
 

4． 大阪支部会員 3り 

会 社 名 所 在 地 郵便番号 電 話番号 

小 野 田 建 材 大阪市北区梅田町2 第・生命ビル6階 530 (06)341 0037 

コ ニ シ 1/ 東区道修町2-6 541 (06)203 3081 

トー レ・シリ コー・ン開 II 北区小深町3-1 阪急ターミナルビル9階 530 (06)373 6801 

東 芝 シ リ コ ー ン(4 Iノ 東区本町3 -27--- 1 センバセントラルビル 541 (06)251 6272 

信 越 化 学 工 業開 Iノ 北区小松原町27 富国ビル404 530 (06)313 3141 

ソ ニ ー ケ ミ カ ル囲 If 北区西堀川町18 高橋ビル東館 530 (06)363 2071 

山 内 ゴ ム 工 業 幽う 枚方市大字招提田近2-7 573 (0720)56 1131 

横 浜 ゴ ム 倒う 大阪市北区堂島中2-46 紀陽ビル 530 (06)345 1421 

住友ス リ ー エ ム H II 東区南本町2-41 三ッ輪ビル 541 (06)262 1641 

サンスタ・ー化学工業q朱） 高槻市明田町7-1 569 (0726)81 0351 

世 界 長 琳） 西宮市津門大箇町8-39 663 (0798)35 1741 

口 東 化 成 工 業 大阪市住吉区大領町5 -74 558 (06)693 3561 

テ イ パ 化 工 I！ 東淀川区下新庄町2 -263 533 (06)328 1118 

三英ポ リ マーエ業（榊 池田市木部町639 563 (0727)51 3128 

三 洋 工 業 （掬 吹田市広芝町15-22 564 (06)385 5241 

明 星 チ ャ ー チル（掬 堺市浜寺石津町中1-4 -7 592 (0722)44 7500 

三 星 産 業 （掬 大阪市西区京町堀1 -10-17 大栄ビル 550 (06)443 9721 

日 本添加剤 工 業（掬 Iノ 西区江戸堀1一 5 -13 日々会館ビル 550 (06)443 6231 

カネポウ・エヌエスシー姻 H 都島区友淵町1-3 -80 534 (06)921 1231 

セ メ ダ イ ン （糊 H 南区大宝寺町東之丁41 542 (06)251 3555 

昭れ」石油アスファルト脚 If 北区梅田2-4 -9 産経ビル 530 (06)341 6395 

（株〕エービーシ・一商会 II 淀川区西中島4 -2 -9 532 (06)303 1171 

H 東ポ リ マ,一工業開 兵庫県尼崎市琴浦町75- 1 660 (06)418 7421 

武 田 薬 品 工 業 株 大阪市東区道修町2-27 541 (06)204 2481 

新 東 洋 合 成 幽り 堺市築港新町3 --27 592 (06)541 1931 

ボスチ ック ジャパン馴 大阪市東区北浜4一6 日生日立ビル 541 (06)202 6341 

脚服部商店 （淀工場） 京都市伏見区淀美豆町705 612 (075)631 3128 

日 本 シ ー カ （掬 大阪市北区野崎町69 高橋ビル北10号館 530 (06)315 7851 

シ ャ ープ化学工業翻 堺市築港浜寺西町13 591 (0722)53 1271 

日 本合成化学工業(114 大阪市北区神山町40-4 530 (06)313 3412 

囲
 
開
 

卿
 
囲
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5． 福岡支部会員 

会 社 名 所 在 郵便番号 電 話番号 

(0)ェービーシー商会 福岡市博多区博多駅前3 -10---24 812 (092)451 5541 

小 野 田 建 材 囲 ノノ 博多区博多駅前1-3-2 博多八重洲ビル 812 (092)451 5081 

コ ニ シ （掬 /1 南区清水3 -24-11 815 (092)551 1761 

サソスター化学工業脚 /f 博多区博多駅南6一7 -15 812 (092)451 2229 

三 洋 工 業 脚 !I 博多区大字板付866 816 (092)581 3438 

昭和石油アスファルト脚 Iノ 博多区綱場町2番2 福岡第ービル 812 (092)291 0008 

信越化学工業脚 ノI 博多区綱場町2番2 福岡第ービル 812 (092)291 8442 

住友ス リーエム脚 Iノ 中央区那の川2 - 9 -22 810 く092)521 2861 

セ メ ダ ィ ン 囲 I' 中央区大名1丁目5 810 (092)741 7188 

東芝シリ コーン脚 II 中央区長浜2一4一1 東芝商事(5)内 810 (092)721 5211 

トーレ・シリコーン脚 Iノ 中央区天神2-13-7 福岡長銀ビル7階 810 (092)712 6158 

三 星 産 業 ( ) if 中央区天神4-1-18 サンビル4階 810 (092)781 3361 

（榊ポスチックジャパン 

" 

中央区天神1 -14-16 不銀ビル 810 (092)712 4243 

横 浜 ゴ ム 脚． I！ 博多区中洲5 - 6-20 812 く092)281 7631 

山 内 ゴ ム 工業囲 II 中央区大名2-12-12 赤坂産業ビル4階 810 (092)712 8706 

日本添加剤工業（株）大阪支店 大阪市西区江戸堀1-5-13 日々会館ビル 550 (06)443 6231 

6． 広島支部会員 lL. 

会 社 名 所 在 地 郵便番号 電 話番号 

囲ェービーシー商会 広島市鉄砲町1 -20（第三ウェノヤビル） 730 (0822)21 3096 

小 野 田 建 材 脚 II 大手町2-7 -10 （広島三井ピル） 730 (0822)48 0743 

コ ノノ 上天満町3 -14 733 (0822)92 5240 

三 洋 工 業 ( ノノ 曙町4 -50 730 (0822)61 9321 

サソスター化学工業姻 H 瀬の川町大字中野字大野3049 739-03 (08289治 1177 

信越化学工業椈 “ 中町7 -32く口生広島ビル内） 730 (0822)48 3931 

セ メ ダ イ ン（掬 /1 東雲本町1 -15-22 734 (0822)82 1好1 

東芝シリ コーン囲 Ii 大手町2一7 -10（広島三井ビル） 730 (0822)47 0951 

トーレシリコーン( “ 大手町2一7 -10（広島三井ビル） 730 (0822)49 7811 

口本添加剤工業脚 大阪文店 大阪市西区江戸堀1 -5-13（日々会館ビル） 550 (06)443 6131 

明星チャーチル( 広島市比治山町5-12 730 (0822)63 4461 

横 浜 ゴ ム 脚 // 鉄砲町5 -16く広島サンケイビル） 730 (0822)27 8100 

7. 北海道支部会員 り 

会 社 名 所 在 地 郵便番号 電 話番号 

囲ェービーーシー商会 

小 野 田 建 材 開 

相呪市中央区南三条西13丁目 柴田ビル 

II 中央区大通西14丁目 山田ビル 

060 

060 

(011)231 

(011)221 

7904 

5855 

三 洋 工 業 囲 “ 白石区南郷通21丁目南14 061-01 (011)781 5155 

信越化学工業脚 H 中央区北一条西5丁月 北一条ビル 060 (011)221 6471 

セ メ ダ イ ン ( ) ノノ 中央区北一条東9丁目 060 (011)261 1471 

日 本 シ ー カ 欄 “ 中央区北二条西4丁目 三井ビル 060 (011)251 7904 

日本添加剤工業（鵬 “ 中央区北一条東9丁目 潮物産ビル内 060 (011)261 8271 

横 浜 ゴ ム (t*) “ 中央区大通東7丁目 060 (011)241 5111 

東芝シ リ コーン( // 中央区北三条西1丁目 東芝札幌ビル 060 (011)221 1048 

- 91 ー 



8‘ 仙台支部会員 ！ン 

会 社 名 所 在 地 郵便番号― 電話番号 － 

姻エービーシ一商会 仙台市一番町2丁目8 -18 仙台中央ビル 980 (0222)21 5536 

小 野 田 建材（掬 I！ 一番町2丁目3-32 東一ビル 980 (0222)66 3321 

ボスチックジャパン脚 I！ 中央3丁目2-27 日産ビル 980 (0222)27 8665 

三 洋 工 業 （掛 I！ 扇町5丁目1一6 983 (0222)92 5311 

信越化学エ業開 I！ 本町2丁目10-33 第2オフイスビル 980 (0222)64 2777 

昭和石油アスフアルト脚 Iノ 宮千代2丁目15-11 983 (0222)95 0848 

東芝シリ コ～－ン閥 /1 国分2丁目2-2 東芝仙台ビル 980 (0222)64 7496 

ョコハマゴム工業 “ 卸町1丁目1-6 ハセプソビル 983 (0222)94 0437 

三 星 産 業 囲 II 本町1丁目3 -20 980 て0222)63 5201 

トーレ・シリコ一ン囲 “ 一番町2丁目3-20 980 (0222)27 9528 
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日本シーリ ングエ事業協会 

日本シーリングエ事業協会本部・支部 

本 部 東京都江東区深川2-15-23 小泉ビル 〒135 電話（03) 641-9561 

中部支部 名古屋市北区楠町大字味鋺宇西夫道103 -'-イト工業囲内 〒462 電話（052) 902-2621 

大阪支部 大阪市南区内安堂寺町通2-70-6 共栄ビル接着工業新聞社内 〒542 電話（06) 768-3554 

九州支部 福岡市博多区中洲中島町4一 5 〒812 電話（092) 271-3681 

広島支部 広島市宝町8-26 囲マルエスエ業内 〒730 電話(0822) 43-7474 

北海道支部 札幌市東区北20条東2-15-41 北海道タイホー開内 〒065 電話（011) 731-6351 

東日本シーリングエ事業協同組合員 (0 

所 在 郵便番号 電 話番号 

東京都港区浜松町1-11--il 105 (03)432 5735 

I! 練馬区東大泉町424 177 (03)922 1571 

台東区西浅草2 -15- 9 I

-/I

111 (03)842 1431 

北区豊島2 -25-11 114 (03)914 1571 

II 練馬区上石神井1 -497 177 (03)9路 0386 

新潟県上越市大字荒町453 942 (0255)24 3402 

埼玉県朝霞市溝沼61-4 351 (0484)63 8693 

栃木県宇都宮市若草町2727 320 (0286)24 7072 

東京都葛飾区西亀有2-56-6 125 (03)620 4901 

Iノ 江戸川区西瑞江2 -24-67 132 (03)678 4512 

/1

I

墨田区緑4 -22- 9 （林ビル） 130 (03)631 0106 

, 練馬区上石神井1 ---432-56 177 (03)928 2271 

Iノ 港区南青山3 -14-25 107 (03)404 4521 

II 新宿区西新宿7 -16- 3 160 (03)363 8741 

神奈川県大和市中央林間3-12-11し、千代 ビル2F) 242 (0462)74 8851 

東京都渋谷区恵比寿南2-21-11 150 (03)713 0191 

'I 府中市7537 183 (0423)62 6863 

千葉県市川市相ノ川1 -20-20 272-01 (0473)57 5153 

東京都練馬区北大泉町893 177 (03)925 7313 

H 渋谷区恵比寿3 - 3 -18 150 (03)446 8781 

1ノ 千代田区神田佐久間町3-21（宮地ビル） 101 く03)866 7468 

“ 立川市錦町6 - 28-33 190 (0425)26 0231 

'I 港区白金台2-11-6 108 (03)447 1665 

II 文京区本郷5 -i 一6 113 (03)815 0508 

“ 板橋区板橋3 -30--- 5 173 (03)964 1901 

“ 練馬区大泉学園町5487 177 (03)925 3106 

ノノ 中野区野方3 -26- 6 165 (03)389 6863 

ノI 新宿区西新宿8一5-7 160 (03)367 1181 

ノI 大田区池上7 -30- 5 146 く03)758 0342 

I! 江戸川区西小岩1 -27-22 133 (03)650 5261 

I! 練馬区三原台1-23-19 177 (03)925 5999 

I! 中央区銀座7-14-3 （安田松慶ビル） 104 (03)543 8106 

ノ！ 豊島区北大塚3一1-2 170 (03)915 6139 

Iノ 文京区後楽2 -17- 5 112 (03)815 3047 

// 中央区八重洲1-4 -10 103 (03)271 0176 

H 千代田区神田神保町3一7 （石橋ビル） 101 (03)264 7458 

“ 荒川区南千住6 -48-19 116 (03)803 2411 

江東区豊洲4一4 -24 I

I/-

135 く03)531 7821 

豊島区東池袋3 -21-18（笠原ピル） 170 (03)985 6271 
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新潟県長岡市前島町237 940-li (0258)34 7529 

埼玉県上福岡市大字駒木680 356 (0492)61 2398 

東京都港区芝大門2一1-8 105 (03)432 8731 

'I 江東区佐賀1一9 -14 135 (03)643 5911 

'I 杉並区高円寺北3 -31-15 166 (03)330 9312 

I, 江東区北砂2一1 -20 136 (03)648 4711 

大田区久ケ原2-16-11 

//II 渋谷区幡ケ谷2-27-9 

145 

151 

(03)754 7503 

(03)377 3481 

東京都千代田区神田神保町3 -4 101 (03)265 5681 

1！ 墨田区江東橋2一8-8 130 (03)631 4081 

H 千代田区神田佐久間町河岸51(第1スレートビル） 101 (03)861 2706 
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大阪支部会員 fg 

会 社 名 所 在 地 郵便番号 電 話番号 

京都市伏見区日野岡西町4 -45 

徳島市富田橋3-35 

守口市長池町16 

豊中市城山町3 - 1 -13（ハイツイレブン202号） 

大阪市住吉区杉本町2-109 

601-13 

770 

570 

561 

558 

(075)571 4304 

(0886)25 2727 

(06) 996 6609 

(06) 864 6969 

(06) 698 6135 

ノノ 淀川区西中島4-6-30-303号 ( チーりツ第5 ビル） 532 (06)301 5235'-7 

ノノ 北区滝川町69 530 (06) 352 2895 

守口市梶町1-124- 7 570 (06)903 0016-'7 

大阪市福島区玉川2-11-21（ユニロンビル） 553 (06) 448 2341 

東大阪市若江本町4一1 --38 578 (06) 721 5933 

神戸市東灘区青木5-18―器 658 (078)411 4418 

京都市東山区山科日ノ岡石塚町29-4 607 (075)593 4364 

大阪市東区本町5-4 （広和ビル） 541 (06) 262 5845 

It 西区北堀江上通3 -85- 2 550 (06) 541 3671 

高松市浜の町18-27 760 (0878)21 3010 

伊丹市荒牧字桑田60 664 (0727)81 5189 

大阪市西区西本町3 - 1 -46（第5奥内ビル） 550 (06) 541 3280 

“ 西区京町堀3-3-30（同盟通信第2ビル4F405号） 550 (06) 448 0450 

II 住吉区万代西2-34 558 (06) 671 2498 

II 大正区北恩加島1一7-3 551 (06) 551 0587 

徳島市東吉野町3 -12-16 770 (0886)54 3056 

姫路市御立1571 670 (0792)88 8176 

尼崎市武庫元町3 - 5 -26-303 661 (06) 431 8429 

大阪市北区堂島中2-44 530 (06) 341 8055 

富田林市大字彼方1529-49 584 (07212)3 羽82 

高槻市柱本6 -403-17 569 (0726)73 6956 

大東市寺川2一1-i 574 (0720)71 8951 

大阪市浪速区元町2-97（第3カネイチビル4F) 556 (06) 649 4105 

神戸市長田区萩乃町1-1 -734 653 (078)621 4880 

大阪市淀川区十三本町1 -21-27 532 (06) 301 9292-3 

Ii 淀川区塚本5-2 -6 532 (06) 302 2492 

神戸市生田区相生町5-36- 3 650 (078)577 2451 

II 東灘区岡本4 -4 -6 658 (078)453 2211 

大阪市阿倍野区文の里2一3-15 545 (06) 621 3741 

神戸市兵庫区水木通8一2一7 652 (078)576 0851 

大阪市浪速区東関谷町2-30-3 556 (06) 631 8915 
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// 住吉区山之内町2-34 558 (06) 692 4641 

吹w市南金W 1 - 4 -46 564 (06) 385 3886 

大阪市北区金屋町2 -39（ササヤ・ビル） 530 (06) 351 5846 

大阪府豊中市小曽根1 -22- 3（出口マンション） 560 (06) 333 0260 

大阪市平野区長吉長原東1-6 一10 547 (06) 708 7651 

“ 都島区都島本通2 - 15--i 534 (06) 924 2536 

尼崎市今北字池上町13 660 (06) 419 1932 

大阪市西区江戸堀1-8 ---15 550 (06) 443 8201 
（ニューエドバシビル6 F ) 

神戸市長田区林山町9-S （朝日マンション105号） 653 (078)631 5048 

大阪市城東区野江3 -2 一2 536 (06) 939 7149 

伊丹市南野字南ノ口402-10 664 (0727)81 2480 

大阪府南河内郡美原町太井549-5 587 (0723)61 5572 

大阪市東淀川区豊里町914 533 (06) 329 8723 

門真市大倉町16-14 571 (06) 901 昭68 

守口市ノ、、雲西町4 -69 570 (06) 993 4039 

八尾市久宝寺5 -4 -31 581 (0729)92 3846 

高槻市天川新町11-18 569 (0726)73 1620 

貝塚市小瀬1 -25---34 597 (0724)器7712~261 
京都市東山区山科音羽役出町29-14 607 (075)592 7772 

大阪市住吉区住育町229 558 (06) 673 4177 

神戸市兵庫区ヒ沢通り6一1-1 652 (078)511 4501 

大阪市西区靱本町1一5 -14 550 (06) 443 732i' 3 
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広島支部会員 つc 

会 社 名 所 在 地 郵便番号 電 話番号 

青 盛 建 材 囲 広島市舟入幸町19-10 ! a
3
,
a
a
3
3
 0
 
8
3
S

~
3

~
~
4
 3
3
3
3
4
 

3
 
4
 
3
 
0
 
3
 
3
 
0
 
0
 
3
 
3
 
~
 
3
 
~
 
3
 
5
 
~
 
4
 
3
 
3
 
6
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7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 

(0822)92 3200 

青 山 エ 業 脚 “ 字品御幸3-13-11 (0822)55 3131 

旭 建 材 工 業 開 II 南観音1 - - 2 -19 (0822)93 0511 

大阪アルフア産業囲広島営業所 II 中広町2 -25-14 (0822)93 6557 

ア イ シ ン 工 業(41:) 'I 大芝1一2-11 (0822)38 3883 

(4) ア ル フ ア 工 業 Iノ 楠木町1--- 9 ---14 (0822)91 4566 

(4)小 野 甚 商 店 // 丸ノ内1 -13-13 (0862)25 4868 

(4)高知防水セ ンター 高知県高知市天神町18-10 (0888)73 7324 

(54サンゼオン防水工業所 広島市横川町2-4 -6 (0822)91 1631 

(54三洋技建広島出張所 

大 用」 防 水 開 

It 庚午南1一3 -30 

岡山市矢坂西町7 -36 

(0822)71 9317 

(0862)52 2642 

中国特殊防水産業(4) 広島市中広町3 ----ll-9 (0822)31 9958 

日 化 工 材 544 岡山市表町2－一6 -21 (0862)25 2021 

東中 国防水 工 業 卿 It 原尾糸580- 1 (0862)72 1221 

防 長 建 材 （株） 徳山市野上町2-15 (0834)21 0003 

囲 マ ル エ ス 工 業 広島市宝町8 -26 (0822)43 7474 

三 和 防 水 工 業 卿 ft 東雲本町2一4 -21 (0822)83 3366 

開 森 本 組 Iノ 中広町3 -22- 3 (0822)91 2629 

丸 福 建 材エ業(154 Iノ 舟入町7 ----.9 (0822)32 6155 

ニ ッ テ イ 周 新南陽市大字富田 (0834)63 2532 



所 在 郵便番号― 電 話番号 

名古屋市西区八筋町.347 452 (052)502 8935 

金沢市泉が丘2 ---9 -3 921 (0762)42 1251 

富山市柳町4 -1 -9 930 (0764)31 8966 

沼津市神HI町2 -1508 410 (0559)21 6061 

名占屋市北区楠町大字味鋺字西天道103 462 (052)902 2621 

金沢市増泉町ノ、57-.--3 921 (0762)42 5101 

名古屋市北区志賀本通2 -24 462 (052)981 2134 

豊橋市鴨田町52- 1 440 (0532)45 6211 

名古屋市西区稲生町3 -37－ー11 450 (052)531 5295 

静岡市西脇748- 1 420 (0542)82 9823 

名古屋市中村区五反城町3 -1 453 (052)412 2709 

ノノ 熱田区横出町1-27 456 (052)671 2437 

If 巾jll区八幡本通1-9 454 (052)353 3486 

海部郡甚目寺町山の浦65 490-il (0560)44 8021 

西春日井郡師勝町大字六ツ師500 481 (0568)21 0794 

各占屋市千種区若水町3 -26 464 (052)761 6181 

春日井市六軒屋町5 -158 486 (0568)81 2120 

名古屋市昭和区ーツ山1-2 468 (052)801 1195 

“ 千種区若水町2-73-2 464 (052)721 2211 

// 千種区木山町3-9 464 (052)762 1596 

Iノ 昭和区車田町2-8 466 (052)731 5059 

“ 北区石園町3 -21 462 (052)991 4741 

静岡市長沼709- 1 420 (0542)61 5411 

金沢市法光寺町イ49- 1 920-01 (0762)58 4755 

富山市総曲輪4 -10-4 930 (0764)23 3754 

名古屋市守山区小幡字小林1984-22 463 (052)791 4465 

岐阜市藪田3 -63 500 (0582)31 9327 

名古屋市中村区塩池町1-10-6 453 (052)461 1029 

清水市高橋町1661-83 424 (0543)65 2039 

名古屋市千種区田代町字四観音通西13- 1 -310 464 (052)722 0377 

中部支部会 員 

社 名 会
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九州支部会員 Iq 

所 在 地 郵便番号 電 話番号 

福岡市西区昭代町3丁目2一5 

H 博多区中洲中島町4 -15 

ノノ 西区南庄6一3 

ノI 南区長丘5 -11-20 

814 

812 

815 

814 

(092)851 0111 

(092)欝l 31綴 
(092)841 1811 

(092)561 1675 

// 博多区博多駅前3 -9- 5 （チサンビル内） 812 (092)451 1073 

If 博多区千代4一5-1 812 (092)611 0426 

刀 西区大字原1267- 4 814 (092)843 3311 

H 中央区渡辺通り2-8 一3 810 (092)741 5050 

ノノ 博多区博多駅前4 -27 く第3岡部ビル内） 812 (092)451 7326 

北九州市小倉南区重住2 - 3 -41 802 (093)941 5441 

If 小倉北区西港町61-13 803 (093)571 4581 

l！ 小倉北区清水1 -12-14 803 (093)581 2655 

熊本市健軍町2622-20 862 (0963)67 3631 

・名 社
 

会
 

囲 ム ト ウ 

( ) 野 田 工 業 所 

小 林 商 事 伯） 

テ イ パ 化 エ （掬 

大阪アルファ産業脚福岡営業所 

九 州 特 殊工 事 囲 

昭 和 日 本化成工業 

日本シ・ーラ ント工業 
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鹿児島市永吉町1156 890 (0992)57 2535 

II 荒田町11 16-18 892 (0992)51 0001 

“ 宇宿町3 -39-16 890 (0992)53 7766 

福岡市西区愛宕1 -23- 5 814 (092)891 5034 

熊本市大江5 -16- 3 862 (0963)64 2657 

崎 商 会 (414 

建(410 

南 九 州 A B C 商会 

本 産 業 

H 興 工 業 

山

新

 

宮

⑩

 

北海道支部会員 

会 社 名 

g 

所 在 地 －郵便番号 電 話番号 

（株）北日木コーキ ン ク‘ 苫小枚市啓北町1一7 -14 053 (0144)73 4697 

0*)互 建 防 水工 業 帯広市西18条3一3 -69 080 (0155)27 3558 

佐 藤 研 究 所 函館市時任町22-13 040 (0138)51 3586 

東 洋 防 水 工 業 囲 帯広市西16条南4 -170 080 (0155)22 5565 

( )演 建 札幌市中央区北3条東5一5 060 (011)261 5676 

北 海 道 タ イ ホ・―囲 ノI 東区ゴヒ20条東2 -15-41 065 (011)731 6351 

北 海 コ ー キ ン グ6*) 小樽市稲穂町3 047 (0134)23 8271 

( )シ～ リ ングサッ ボロ 札幌市豊平区中の島1条9 062 (011)831 8573 

北 斗 美 装工 業 囲 旭川市神居町忠和6 -1169 070 (0166)61 5281 

サッポロ防水工業 (110 札幌市北14条西1 （磯田ビル） 001 (011)731 7486 

フ タ バ 工 業 囲 ノノ 中央区北2条東10-15 （すずかけビル） 060 (011)231 0046 

北海 道 サ ン工業(110 // 中央区北2条東9-9 060 (011)251 3648 

（旬 日 光 美 装 室蘭市高砂町1-3 -9 050 (0143)45 4401 

北 晄 防 水 工 業（株） 札幌市白石区中央1条6 -126一 － 1 062 (011)861 2442 

06 ヤ マ ト エ 業 // 豊平区美園1条6 062 (011)812 6347 

各種シーUング材卸 
**＊いわゆるミメーカー品ぐ を豊富に取り揃えました＊** 

徹底したサービスを添えてお届けいたします 

★ポリサルファイド系 ★シリコーン系 

★ポリウレタン系 ★アクリル系 ★ブチル系 

★油性 ★ダイメリック ★その他各種副資材 

/11 里予 r-i ョ目 音太4ニ＝：や全ま＋ bY 土 TI-I;“、ノ王1’不工、’本T一L 

代表取締役 野 口 八 朔 

〒 116 東京都荒川区西日暮里5-7-3（ハイツ西日暮里） 

電 話 03 (806 ) 0175 （代） 

-97 一 



関 連 団 体 ― 覧 

D 原料メーカー 

会 社 名 所 在 郵便番号 電 話番 号 

武 田 薬 品 工 業 用 

保 土 谷 化学工業囲 

三井 日曹ウ レタ ン開 

東 邦 化 学 工 業 囲 

日本ライ ヒホ・ール ド開 

大阪市東区道‘修町2 -27 

東京都港区虎ノ門1-4 -2 

I, 港区赤坂4 -13---13 東亜赤坂ビル 

/1 中央区日本橋蛎殻町1 -14- 9 

II 中央区日本橋3一 7 -20 

541 

105 

107 

103 

103 

06-204-2481 

03-502-0171 

03-585-6190 

03-668-2271 

03-272-4511 

三 洋 化 成 工 業 琳） 京都市東山区一橋野本町1i- 1 605 075-541-4311 

第 一 工 業 製薬 開 ” 下京区西七条東久保町55 600 075-313-5131 

旭 電 化 工 業 脚 東京都中央区H本橋室町2一8 古河ビル 103 03-270-7511 

東 レ チ オ コ ー ル脚 If 中央区日本橋本石町3-6 日本橋室町ビル 103 03-241-1845 

昭 和 ネ オ プ レ ソ脚 ノ！ 港区芝公園1- 7 -13 105 03-437-2261 

東 洋 曹 達 工 業（称） “ 港区赤坂1-7 -7 東曹ビル 107 03-585-3311 

所 在 地 郵便番号 電 話番号 

東京都干代田区有楽町1 -1-2 日比谷三井ビル 100 03-507-2961 

(I, 荒川区西日暮里2 -24-14 116 03-803-1411 

1/ 墨田区業平4一4 -11 130 03-625-3370 

H 中野区中央1 -12- 9 164 03-369-0215 

ノノ 港区西新橋3-6 -5 入江ビル 105 03 --432-7654 

材
 

資
 

副
 

名
 

社
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会
 

岡
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［日 壬（I 

ダ
 

ョ
 

新
 

旭
 
囲
 
フ
 
日本バックアップ工業(4 

化 研 マ テ リ ア ル(4 

3） 施工用具メー力ー 

所 在 地 郵便番号 電 話番号 

103 03-274-0411 東京都中央区日本橋3 -14- 1 新新会館ビル 

II 板橋区双葉町44- 5 173 03-961-1246 

I, 杉並区方南2一4 -6 168 03-313-1391 

II 中央区新富1-7 -4 阪和ビル 104 03-552-3611 

ノノ 中央区日本橋蛎殼町1 -38-16 103 i 03-669-9好1 

名
 

社
 

会
 

掬
 
所
 
輸
 
脚
 
岡
 

ミ

作

 

業
 

業
 

ー 
I
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・
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工
 

野

本
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菅

日

大

 業
 

工
 

タ
 

ス
 

キ
 

、こ 

4） 建材関連団体 

会 社 名 所 在 地 郵便番号 電 話番号 

日 木 建設材料協会 

A L C 協 会 

口本カーテンウォールエ業会 

日 本 サ ッ シ 協 会 

建材 試 験セ ソ タ ー 

全国板硝子商工協同組合連 
合会 

板 ガ ラ ス 協 会 

プ レハプ建築協会 

日木建築吹付材工業会 

東京都中央区銀座3-2 -19 建築会館 104 03-561-7260 

'I 港区元赤坂1-1 -15 ニュートョビル 107 03-403-7767 

'I 港区南青山5-11-2 共同ビル（南青山） 107 03-409-6981 

I！ 港区南青山5 -11- 2 共同ビル（南青山） 107 03-409 -1308 

/1 中央区銀座6-15-1 通産省銀座東分室 104 03-542-2714 

II 千代田区神田神保町3 -4 総合板硝子会館 101 03－妬2-6737 

1！ 千代田区丸ノ内3 -3 一1 新東京ビル 100 03-212-8631 

港区新橋2-10- 5 末吉ビル 1

/If

105 03-502-2641 

千代田区神田和泉町1-6 イソターナシ.ナルビル 101 03-861-3996 
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5） 防 水 団 体 

郵便番号 電 話番 号 会 社 名 所 在 地 

日本シーリ ング工事業協会 東京都江東区深川2-15-23 小泉ビル 135 03-641----9561 

東H本シ～リングエ事業協同組合 !1 江東区深川2-15-23 小泉ビル 135 03-641-9561 

全日本プレハブ建築防水協会 Iノ 中央区日本橋蛎殻町1-22-4 直江ビル 103 03-669--- 」 0764 

日 木 ウ レ タ ン防 水 協 会 ノI 港区新橋6 -13- 3 島田ビル 105 03-438-0988 

日本ウレタン防水工事業協同組合 II 中野区中野1 --55-7 藤ビル 164 03-367-1611 

全国塗膜防水工事業団体連合会 I1 港区新橋6-13-3 島田ビル 105 03-- -434-0406 

合成高分子ルーフィング懇話会 中央区銀座6-15-1 建材試験センター内 I

-II

104 03-542-2744 

シー ト防水工事業団体連合会 中野区中野1-55-7 藤ビル 164 03-361-5787 

全国アスファルト工事業協同組合 
連合会 

Iノ 中央区八重洲1一2一1 新呉服橋ビル 103 03-271-5797 

東部アスファルトエ事業協同組合 Iノ 中央区八重洲1一2一1 新呉服橋ビル 103 03-271-5797 

西部アスファルト工事業協同組合 大阪市西区江戸堀1 ---20-11 辻川ビル 550 06-445-1138 

九州アスファルト工事業協同組合 福岡市中央区舞鶴2 -8 --2 村上ビル 810 092-771-5681 

東 日本建設防水協同組合 東京都新宿区西大久保1 -400 160 03-200-3584 

ゴムアスファルト防水工事業協同 
組合 

II 品川区南大井1-7 -4 140 03---761---4378 

建 築 ガ ス ケ ッ ト 協 会 II 港区新橋2-11-1 中央建物ビル 105 03-501-2906 

全国防水工事業団体連合会 I1 中野区中野1 -55- 7 藤ビル 164 03-369-7351 

（社）H 本アスファルト同業会 Iノ 中央区八重洲1一2一1 新呉服橋ビル 103 03-271-2208 

（社） 日 本薬液注ノ7、、協会 Iノ 文京区後楽1 -- 2一7 全逓会館 112 03-816 2681 

泡のプラスチック製品 

●営業品目 

①目地材 

②断熱材 

③防音材 

④防水シート 

⑤機密材 

⑥防振シート 

⑦養生マット 

⑧結露防止マット 

⑨接着シート 

⑩ガスケット各種 
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ah 
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複合資材で用途開発をお引受する 

株大会危新柁雷会 

本 社 東京都荒川区西日暮里2丁目24番~4号－ 

TEL. 03 (803)~41 ~（代表） 

エ 場 埼玉県与野市鈴谷 2 8 3 番地 
TEL. 0488 (53) ~76I（代表） 
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シーリング 

編集後記 

☆口本シーリング工業会は「H本コ 

ーキング協会」として昭和38年スタ 

ートしてから,来る昭和53年2月て‘ 

15年を迎えることになり，今号はこ 

れを記念し，r15周年記念号－I とし 

て編集しました。 

☆ふり返ってみますと，当工業会機 

関誌としての「シーリング」 も，そ 

れぞれの年代における世相を反映し 

つつ,各委員の方々のこ一尽力で年々 

充実した内容になりつつ現在に至っ 

ています。 

☆「シーリング」誌の編集は会員各 

位から期待される内容をでさ得る限 

り多く反映させるものでなくてはな 

らず,今回も9月より編集会議をス 

タートさせ,準備を開始してきまし 

たが，何回かの追加,変更を経て， 

今回の内容となりました。 

☆15周年記念としては日常こ指導, 

ご鞭撻いただいております当工業会 

顧問の先生方，また大学，建築業界 

施エなどの各分野でこ活躍の方々か 

ら, それぞれのテーマについて簡潔 

なー文をいただき掲載いたしまし 

た。 

☆また前号より始めた「関連業界展 

望」は会員各位のご声援を受け，一 

層充実させることに努力いたしまし 

たが如何でしたでしょうか。 

☆シーリング工事は「材工一体化」 

が特に欠かすことのでさない性格を 

もっており, メーカーの集まりであ 

る当工業会では,施工会社の集まり 

である「日本シーリング工事業協会 

（日シ協刀 および 「東日本シーリ 

ング工事業協同組合 （東シ協刀 と 

の緊密な関係維持をもっとも重要視 

しており,本号にお、、ても，「シー 

リソグ管理士」 「防水施工技能士」 

の解説および東シ協の近況を報告、、 

たしました。 

☆現在，工業会内部でもっとも多忙 

シ ー リ ン グ 

SEALING 

を極めているのが技術委員会を主掌 

する西沢氏でありますが，9月の訪 

米の経験を「北米に七何か．を求め 

て一米国におけるシーリング材事 

情～一・一」としてまとめていただきま 

した。その他全体のまとめは事務局 

の石井局員が全面的に応援してくれ 

ました。そのこ苦労に本文を借りて 

感謝したいと思、、ます。 

☆さて昭和52年は10月から始まった 

円高による景気の混迷が,今後の建 

築業界へも大きな影響をおよぼすと 

思われますが, 12月に発足した新内 

閣の「52年度第2次補正予算と53年 

度予算案」が強力な内需刺激策とな 

り得るか，一般消費者心理の冷え込 

みを払底できるかどうか，大きな期 

待をもって今後の景気動向を見守っ 

て行きたいと思います。 

昭和52年12月5 口 

記 

広報委員会 金 子 譲 

細 井 庸 生 

内 藤 昌 朗 

第15 号（第10巻・第15号） 

発 行／日本シーリ ング工業会 

東京都千代田区外神田2一2 -17（共同ビル万世） 

TEL 03 (255 ) 2 8 4 1 '- 2 

編 集／日本シーリング工業会広報委員会 

広告一手扱／新 樹 社 

印 刷／毎タ印刷株式会社 

昭和52年12 月20日印刷 

昭和52年12月25日発行 ヲF りロ 
品 

禁 無 断 転 載 

本誌への広告お申込は 新 樹 社 へ 

東京都中央区銀座 8 一 15 - 4 

さららビル 圏03 (542) 9 3 2 4（代） 
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ポリサルファイド系シール材F:::::::::::: 

油 性 コ ー キ ン グ 材と：::::::::::: 
ガ’ 

ア ク リ ルコーキング材－ 

JIS-A-575 I 
油性コーキング材 

JlS-A-5752 
ガラスパテml,m2 

JIS-A-5754 
弾性シーリング材 
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／ 

、 

優れた品質、優れた施工性 
、 豊富な経験と実績 

シーリング材のパイオニア 

が甘 

ポJサすこ77I)l誘み 屈ンシ，プ・N~.300 
S・ MCG -i-A-N 

. No.200 

S・C-i-A一N 

者矯み屈ンシプ・ N~l000 

由性コーキノ二ごファインコーク喫5751 
、gソ 表示許可 No.367092 

ポリウ鷲鷲み屈才タプ崎抄讐2000 
シーリング材 ⑥ 

S・C-i-A一N 

◎日本添加剤工業株式会社 
営 業 部 

大 阪 支 店 

名古屋出張所 

本 社：工 場 

電話(965) 5 7 3 1 (代) 
板 橋 区 前 野 町 1 の 21 一 0 

区江戸堀北通り 1 の69 (II々会館ビル内〉 電話(443) 6 2 3 1 ~3 

中村区太閣通2 の40（フタノぐビルSF ) ‘電iI舌(451) 6808・8632 

板 橋 区 前 野 町 1 の 21 - 5 電話(960) 8 6 2 1 ~ 6 

都

西

市

都

 

京
 

累
 京 

東

大

名

東
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誠実・確実・堅実をモットーに 

責任施エ 

ポリサルファイド 

シリコーン 

 ウレタン 

ーアクリル 

油性コーキング 

そ の他 

ii ノ＋’一一『ー“＋座→ユ，ム、4m.L 
ノ I ノノーー~・・禾T不工、太T山 

代表取締役 宮木転 
東京都品川区戸越5 一－-7 一13 T EL03-783-0151（代） 

◇責任施工◇ 

トシーリング工事全般 
ト各種防水工事施工 

トALC ・施工・販売 

シーリング工事業協同組合会員 東日本 

東邦防水総業株式会社 
東京都知事許可（般一50）第2398号 

代表取締役 児玉保男 

本 社 〒103 東京部中央区八重洲1 - 4 -10 
電 話 03 (271) 0 1 7 6代 

仙台営業所 〒983 宮城県仙台市原町3 -3 -15 
電 話 0222 (93 ) 0 5 1 0 
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確実なシーリング工「，，ノ 

防水工事のことならぜひご招談下さい 
〇材料の選定 

〇被着体と材料の関係 

東日本シーリング工事業協同組合員 

日本シーリング工事業協会々員 

 ぐ＞責任施エ◇ 

MIT訓YA 

三矢災産株式会社 
〒145 東京都大田区久ケ原2 -10-16 

TEL (03) 754-7503 

都知事許可般52第19573号 

''，’」「：－「、稽：1 鱗画：営豊●欝買”か岡糾魯“'"’。曳”に汁 

サッシュとモルタル取付部・壁材の取合部の止水 

油性コーキング材り 
カーテンウオール・ガラス・パネルのシーJ 

ポリサルフアイド系りAーコーデー 
浮き上リモルタル・タイルの補修・コンクリートの打継ぎ用 

エポキン接着剤 一参溢,－工ポコーク 
建築用コーキング・シーラント並、建築用樹脂製造販売 

’， 

ワ 
伸縮目地シール 

防水コンサルタント ◆護英- R鯛 -ー w-.t- -麟式会推 

営 業 所 東大阪市新喜多2 9 TEL 06-788-
789-

本社・工場 大阪府池田市木部町639 TEL 0727-51-
51一 

」
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フョーのバックアyプ材で 
雄工はパーフェクトノ 

ー各種サイズ迅速納入ー 

●ポリエチレンソフト・サンフォーム 

曲工サフォーム・ライ トロン丸型角型各サイズ 

●シーリング材 

●各種ゴム・ソフトラバー 

魯マスキングテープ・両面テープ 

会フ三Iーオ米式会社 
木 社 墨田区業平4 -4 一11 
〒130 TEL03 (6お）3371（代） 
営 業 部 墨田区業平4 -1 -8 
〒I 30 T E L 03 (625) 3371 (代) 
大阪常業所 大阪市淀川区‘宮原与8－み1 
5h32 T E L06 (395) 0 2 0 I 

〇シーゾングエ事全般 

〇プレハブ防水工事 

〇注 入 工 事 

東京都知事許可（般一51）第9051号 

株式会社サ 
~ 

代表取締役 堀 江 正 雄 

本 社 東京都練馬区大泉学園町5487 電話03 (924) 2865・2842 

東京事務所 東京都練馬区東大泉町513 オダノビル 電話03 (925) 3 1 0 6代 

出 張 所 群馬県山田郡大間々町原1846の10 電話02777 (2 ) 3980 
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すぐれた 

シーリング材でも 

生かすも殺すも施工しだい0 

東京都知事許可（般）51 3472 

日本シーリングエ事業協会会員 

西武新宿駅ビル 

シーリングェ事完全施エ ,
 

'' 

・

，

 

責任施エ 
すぐれたシーリング施工は 

(4*）日本コーキング 
？書』 

東京都江東区豊洲4-4-24 
（渡辺ビル）電話（531) 7821 

代表取締役 北原比呂行 

高級シーリング材 

日合シリコーンシーラント 

3:_fri__Il 

日合ウレタンシーラント 

3 _frシ,ルw 

' 

． 

ー
 

ー

r
・
「
 

（
 

（バイエル社技術提携製品） 

日本合成化学工業株式会社 (R
】 

一
一
一
一
一
 

樹脂2部 
本 社 大 阪 市 北 区 神 山 町40 番 地 の 4 TEL．大阪（06) 313-34 12（代） 

東京 支 社 東京都中央区日本橋3丁目12- 1（三木ビル） TEL，東京（03)273-1381（代） 

名古屋営業所 名古屋市中区錦1丁目19-32（名古屋広小路ビル〉 TEL，名古屋（052)201-6251 
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安心と確かな品質をお届けします．ノ 

シャづ 
P -b0（油性系）U-75（ウレタン系）T-35（ポリサルファイ ド系） 

S（シリコン系）ベルト状シーラー（ブチルゴム系） 

アル7ァコーワ（アク)ルンー)ノグ材） 
コ；王Iり（ブチルンーリング材） 

文 シャープ化学工業株式会社 

本社・エ場 堺市築港浜寺西町13（堺市化学工業団地内）〒592 丁E L. 0722-68-0321 

東京営業所 市 川 市 末 広 1 - 1 - 1 〒 272 TEL. 0473-58-4365 

名古屋営業所 名古屋市緑区鳴海町字西脇40 〒 458 TEL. 052-892-2338 

シーリングエ事は…… シャープ工事株式会社 堺市南花田町420 〒 591 TEL. 0722-53-1271 

屋上防水工事 

外壁防水工事 

シーリング工事 

東日本建設防水協同組合員 

全日本プレハブ建築防水協会会員 

関東アロンコー ト会会 

ク リ ト ー ン 会 会 

A L 防水工業会会 

トスシール特約施工店会会員 

日王 友 会 会 員 

ーけ ン ス タ ー 会 会 員 

東京都知事許可（般50）第36279号 

員

員

員

 

ア

H

 

!j r 株式会社 
取締役社長 出水秀夫 

東京都渋谷区代々木1 -28- 1 

TEL 03 (370) 0 1 21 (ft) 
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硬化力卑く、接着力が強い 

ー成分西臓型 
シーラント 

ユリー峨ンド

5241 
建第用 

シリコーン・シーラント 

防徴タイプもありまt 
かび 

ろ11 

. 

' 

腐食I柳Iカ佐く、用途の広い 

ー成分無酸型 
シーラント 

「スゾ頑巨E] 

「、葉雨－-
と些ーン.,二2ソト 
防燃タイフもありまt 

」
舞
ま
か
軍
●
臓
，
m
N
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建築用シリコーン・シーラント 

5211・5241の主な特長 

0h"●・I II光、紫外線、オゾン、温 

度変化などに対してほとんど影響 

され-r.変色したり．物性が劣化 

したりIませh,, 

●各I●の建業素Hに対し陛れた 

接著性を示しま七 

●室温で硬化する常温加硫聖のl 

液性シーラントですから、混合や 

加熱の必要が'Iく作業力輸Iltでt 

高温で流れたり低温で硬くなった 

りしないため、環境に関係なく使 

えまt 

●他のシール剤に〈らべて使川lIt 

が少なくてすみ．耐川年数‘長く 

いつまで‘美しい外観と性能を保 

つ、いわゆる機能ライフの延」乏を 

‘たらし．施上・旋工者双方にと 

ってきわめて経済的で十。 

●7種類の標準色力坊り、下地に 

合わせて自由に色が選べま七 

地震」」ョペルーにあって、 インカ 

帝国サクサワっンの城塞は数世紀 

のIIり、 その威容を保ちつ・ブけてき 

まLた”この驚くべき耐久性の秘 

密は、 多角形のイiがカミソリ1枚 

通さn、まさにI吸いつくようにIkI1 

られていることにありま七・ーJまり 

完全にシーリングされた状態にあ 

り、さまざまな要因による風化作川 

を防いできたのでt 
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現代建築I:おいてら．このシーリン 

グの・k要性は変わりません。防水、 

防曜の技術がビルの強I虻.酎久性、 

美観を決定し、冷暖房の効半化を 

もたらしまt これらシーリング工 

’ドに‘っとも適した新しい素材、モ 

‘功tシリコーンで・ち シール剤研究 

206rの技術から生まれた、スりー 

ポンド・シリコーン・シーラントは現 

代建築を完噛なものに仕上げるお 

手伝いをしま七 
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ThreeBond 
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壮会の＝ーズに応A・ 

畿スリ 
粗十血軍．A工子市甘．“'‘「““師《‘-）自＃代〒I外 
頭売サービス‘’金■－加●カ所 

ーボンド 

北海遣事県部・四01".271)1130 〒 060 .ft0162623)3260 〒 243 i 20 事蹴 26・廿 06 (344)6321 〒 530 

東北事業部・廿り222(71)1106 〒 980 ．廿045(61l)8512 〒 231 兵庫車業郎‘ft078(251)1281〒 651 資 料 
4t I**乗86・ ft02767(4)1221 〒 374 

*I *5 *65・” 03 (342)3911 〒 160 

西聞車事桑部・廿0426(61)1333 〒 193 

・150545(52)5195 〒 4)? 
.15052(061)7311 〒 160 
.1507756(3)9211 〒 525 

中囚国事業部・n0822(45)2487 〒 730 
九州事業郎・”093(551)0135 〒 802 
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躍進するシーI-)ング・防水工事専門業者 

※東京都知事許可（般一52）第26359号 

※東日本シーリング工事業協同組合組合員 

※日本シーI)ング工事業協会会員 

※東京都住宅局指定業者 

※東京板ガラス施工組合組合員 

株式会社 丸福産業 代表取締役福問靖明 
〒 136 東京都江東区北砂2-1 -20 TEL .03(648)4711（代） 

傍系会社：（株）ナウ・インテリア建材 

ノ 

、 

L 

名のマークは 
理建シーノしのマークです 

東京都知事許可（舟如50)第37037男 

チオコール系シーラント 
各種コーキング工事 

理建シール株式会社 
東京都墨田区江東橋2-8-8（パークサイ ドビル） 

〒130 TEL (631) 4 0 8 1 (代表) 一 
~ー 

 ( 
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シーリングエ事 

ウレタン塗膜防水工事 

特殊応用防水工事 

技術と 

信用で 
応える 

－~ 

、 

．” 

蕁－一 督」 

東京都知事許可（般-50）第33027号 

,'" 

細田工業株式会社 
代表取締役 細 田 直 

東京都港区芝大門2 -1 -

〒105 電話03 @32) 8731 代） 

司
8
 

い・ 

■ 油 性 

■ ポリサルファイド 

■ ポリウレタン 

■ アクリル・ブチル 

■ 各種補修防水工事 

販売・施エ 

日本ウレタン防水協会会員 
日本ウレタン防水工事業協同組合員 
日本シーリングエ業会 
東日本シーリング工事業協同組合員 

東京都知事許可（般-50）第2238号 
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光栄工業株式会社 
東京都練馬区上石神井1一432 

容03 928 -2271（代） 
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進歩のために読むノ 

一ーーーわが国唯一の防水専門誌 

月刊Mtlii', iii 
購読料1部1年8,800円（送料とも） 

団新樹社 
東京都中央区銀座8 -15- 4 きららビル 

T E L03(542) 9324代 郵便振替口座・東京4-102983番 

取引銀行・三菱銀行銀座 三和銀行蒲田 三井銀行新橋 

 ノ 

違熱ミも 

. . 

l 

，‘ 

I. 

ミ , ― 好評ノ日本でただーつの 

密封材料・防水材料 

' f ならびに施工専門紙 

い 月2 回刊（毎月5日・20日発行） 

購読料1年￥4,500 

発行●新樹社 
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)
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実績のマII)-芝ダイト％ 
建築用シーラントの代表的存在になりました。
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慮壷i弾 
嚇瀞』”I.二1舞態題

〈ハマタイト〉は、液状ポリサルフアイド（チ 

オコール）を主成分とする2液混合常温加硫 

タイプのシール材。 

ゴム高分子の分野で60年の技術を誇るョコハ 

マゴムが昭和38年に初めて国産化に成功しま 

した。以米〈ハマタイト〉は、その弾力性、 

伸び、耐候性、耐水性などにすぐれていると 

ころから、カーテンウオール工法の確かなパ 

ートナーとして、建築界に定着。各地の代表 

的なピルの多数に採用されています。 

■主な実績 
東京海上火災本社ビル、新宿三井ビル、日本興業銀 

行本社、中之島センタービル、愛知県議事堂、日商 

岩井本社ビル、第ー勧業銀行事務センター、浜離宮 

ビル、安田火災海上本杜ビル（写真A ).福岡銀行本 

店（写真B )、小倉ステーションビル、名古屋電々東 

銀ビル（写真C ).読売仙台ビル、西日本渡辺ピル、 

近畿電気工事ピル、阪急グランドビル（写真D).新 

呉服橋ピル、西武新宿駅ビル（写真E )、七＋七銀行 

本店、日本赤十字社本社ビル、東京堂千代田ビル 

ボll芝与774 トI、マ7イト 
◇YOKOHAMA 

．お間い合わせ先 横浜ゴム株式会社工業品事業部 東京都港区新橋5丁目36番II号〒105 丁EL. 03(432)7111（大代表） 
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建築・土木工事の完全防水に 各種材料それぞれの特長を生かした併用工法に 

「 

'1末VI▼・●コLレyクス 
ゴーレックスPシリーズ 
油性コーキング材 
ゴーレックスP320 

ブチル系シーI)ング材 

ゴーレックスP3000 

アクリル系シーリング材 
ゴーレックスP4000 
ポリサルファイド系シーI)ング材 

ゴーレックスP5000 
ウレタン系シーリング材 
ゴ「~レックスP6000 
シリコーン系シーI)ング材 
ゴーレックスP7000 
SPH・HPC‘こ 
プレハブ防水 

ブチルゴム＋EPDM 
ベルシート防水 

ブチルゴム＋EPDM 
カネシート防水 

アスファルト系高分子シート 
アスシート防水 

ウレタン系塗床 
ベルフロアーF 
全天候型舗装材 
ベルフロアーs 

, 

暴 

多 
B * NEBO 

本 社 

防水事業部 

東京支店 

東京支店 
三多摩出張所 

名古屋支店 

k 

鐘紡合成化学株式会社
' 534 大阪市都島区友渕町1丁目3 番80号 

TEL． 大 阪06 (921) 1 2 3 1（代表） 
西・534 大阪市都島区友渕町1丁目3 番80号 

TEL， 大 阪06 (928) 3 2 7 1（代表） 
辱・141 東京都品川区西五反田7 丁目22番17号 

（東京卸売センター） 
TEL． 東 京03 (494) 2 7 4 1（代表） 

‘西190 立川市富士見町 5 丁目 2 番 5 号 
TEL． 立 川 0425 (25) 0 6 0 1（代表） 

画450 名古屋市中村区名駅4 丁目17番19号 
（鐘紡ビル3階） 

TEL． 名古屋052 (581) 1 2 7 1（代表） 

IT 'S JUS TSEALANT/~ 

「I 

工I『‘L司レ アク男‘工ース 
乾性油および不乾油などの油や石油樹脂、 

タルクなどを混ぜて練り合せ柔軟性のパ 

テ状にした油性コ.ーキング材です。 

ユーゼりIー 
ウレタンエラストマーの特性を活して， 

シーラントとしての要求を満たし、且っ 

優れた諸性能を有する2 成分型のシーラ 
ントです。 

アクリルエマルションをベースにしたコ 

ーキング材で、長期にわたり柔軟性を失 

うことなく、その性能を十分に発揮しま 

す。 

フジ・テオコール 

液状ポリサルファイ ドをベースとした2 

成分型のシーラントで、構造物の変位に 

追随し、日光．油薬品等によく耐えます。 

の 
昭和石油アスフアJレト株式曾社 
本 社 東京都品川区南大井I丁目7 番4 号 (03 )(761)4291（代〕T140 
東京営業所 東京都品川区南大井1丁目7 番4 号 (w )(761）肥71(代）〒140 
大販営頻所 大阪市北区梅田町27 (産経ビル） (‘蛤)(341)63%(代）〒530 
名古屋営業所 名古屋市中区丸の内1- 17-19（長銀ビル） (052)(231)6 5.68 〒460 
新潟営県所 新 潟 市 平 和 町 4 の 1 (0252)(74)7561(代）〒950 
福岡出張所 福岡市博多区綱場町2-2（福岡第－・ビル） 如皿）(291)00 0'8 〒 812 



サ
ン
ス
タ
1
の
シ
1
 

l
 

確
か
な
積
み
か
さ
ね
 

980 

か
ら
の
性
能
 

ペンギンシりレ 

建築用 
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建築用ポリサルフアイドシーラント 
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ウレタン 

ベタシ-Jレ 
169 
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建築用シーリング材 

ペンギンシ-Jレ 
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980 
サンスター化学の「確かな積みかさね」 として、高層ビルのカーテンウォール 

の技術から生れた《建築用シーリング 工法を始め、各建造物各所にその性能 

材・ベタシール》 は、建築用シール材 の良さを発揮しています。 

, サンスター化学工業株式会社 「議 
〒569 大阪府高槻市明田町7番1号 静 岡： 

TeL (0726) 8110351(代) 

03-453-9301 * 阪： 0726-81 -0351 

052-581----4408 町 田：0427-91-0111 

0542-47-1666 広 島：08289-2-1171 

092-451-2229 


